
(57)【要約】

【課題】副鼻腔炎、鼻介骨肥大、腫瘍、感染症、難聴、

アレルギー症、顔面骨折、および、それ以外の耳、鼻、

喉の障害を診断および／または治療するにあたり、観血

を最小限に抑えた取り組みを採用する。

【解決手段】多くの場合、剛性シャフトを設けた器具を

使用するのとは対照的に、可撓性のカテーテルを使用す

る。画像化調査、粘液流調査、空気流／気体流調査、解

剖学的寸法調査、内視鏡調査、および、透視調査を実施

するのに、多様な診断装置と診断装置が使用される。接

近閉塞装置を使って、前後いずれかの鼻腔／鼻咽頭に流

体封鎖シールを確立し、作業装置を容易に挿入すること

ができるようにする。作業装置の具体例としては、例え

ば、視認用機器、ガイドワイヤ、カテーテル、組織切除

装置または組織改造装置、電気外科手術装置、エネルギ

ー発射装置、診断薬または治療薬を注入する装置、ステ

ントのような装置を移植する装置、物質溶離装置、物質

搬送移植片などが挙げられる。

【選択図】図８Ｃ
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 副 鼻 腔 炎 ま た は 鼻 、 副 鼻 腔 、 も し く は 、 そ れ 以 外 の 耳 、 鼻 、 喉 な ど の 解 剖 学 的 構 造 に 影
響 を 及 ぼ す 別 な 疾 病 を 診 断 お よ び ／ ま た は 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、 該 方 法 は 、
　 （ Ａ ） 鼻 中 隔 の 少 な く と も 一 方 側 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 に ポ ー ト 装 置 を 設 置 す る 工 程 で あ っ
て 、 ポ ー ト 装 置 が 装 置 挿 入 ポ ー ト お よ び 弁 を 有 し て お り 、 弁 は 、 装 置 挿 入 ポ ー ト を 通 し て
作 業 装 置 を 挿 入 す る こ と が で き る よ う に す る と 同 時 に 、 そ の 間 、 少 な く と も 作 業 装 置 が 装
置 挿 入 ポ ー ト に 挿 入 さ れ て い る 際 に は 、 ポ ー ト か ら 外 に 血 液 ま た は そ れ 以 外 の 流 体 が 逆 流
す る の を 阻 止 す る よ う に 作 動 す る 工 程 と 、
　 （ Ｂ ） ポ ー ト 装 置 を 通 し て 鼻 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 副 鼻 腔 の 内 部 の 位 置 に 少 な く と も １ 個
の 作 業 装 置 を 進 入 さ せ る 工 程 と 、
　 （ Ｃ ） 作 業 装 置 を 使 っ て 、 診 断 処 置 ま た は 治 療 処 置 を 実 施 す る 工 程 と を 含 ん で い る 、 診
断 お よ び ／ ま た は 治 療 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 作 業 装 置 を 使 っ て 、 １ 群 の 処 置 か ら 選 択 さ れ た １ 処 置 を 実 施 し 、 該 １ 群 の 処 置 は 、
　 ｉ ） 画 像 化 物 質 ま た は 追 跡 標 識 物 質 を 搬 送 す る 処 置 と 、
　 ii） 治 療 有 効 量 の 治 療 物 質 を 搬 送 す る 処 置 と 、
　 iii） ス テ ン ト 、 組 織 改 造 装 置 、 物 質 搬 送 移 植 片 、 そ れ 以 外 の 治 療 装 置 な ど を 移 植 す る
処 置 と 、
　 iv） 組 織 を 切 除 し 、 融 除 し 、 嵩 減 ら し し 、 焼 灼 し 、 加 熱 し 、 レ ー ザ ー 処 理 し 、 拡 張 し 、
ま た は 、 そ れ 以 外 の 修 正 を 施 す 処 置 と 、
　 ｖ ） 細 胞 ま た は 組 織 を 移 植 ま た は 埋 設 す る 処 置 と 、
　 vi） 骨 折 を 整 復 し 、 整 骨 し 、 ネ ジ 留 め し 、 粘 着 剤 を 塗 布 し 、 固 定 し 、 減 圧 し 、 ま た は 、
そ れ 以 外 の 方 法 で 治 療 す る 処 置 と 、
　 vii） 遺 伝 子 ま た は 遺 伝 子 治 療 試 料 を 搬 送 す る 処 置 と 、
　 viii） 副 鼻 腔 内 ま た は 鼻 の 内 側 の ど こ か 他 の 部 位 内 の 硬 骨 組 織 ま た は 軟 骨 組 織 を 切 除 し
、 融 除 し 、 嵩 減 ら し し 、 焼 灼 し 、 加 熱 し 、 レ ー ザ ー 処 理 し 、 中 に 截 骨 部 を 設 け 、 ま た は 、
そ れ 以 外 の 方 法 で 修 復 す る 処 置 と 、
　 ix） 副 鼻 腔 の 洞 口 ま た は 副 鼻 腔 の １ 個 以 上 の 洞 か ら の 排 液 に 影 響 を 及 ぼ す 解 剖 学 的 構 造
の 形 状 、 寸 法 、 ま た は 、 輪 郭 を 改 修 ま た は 変 更 す る 処 置 と 、
　 ｘ ） 副 鼻 腔 ま た は 鼻 の 内 部 の ど こ か 他 の 部 位 か ら 膿 ま た は 異 所 迷 入 物 質 を 除 去 す る 処 置
と 、
　 xi） 副 鼻 腔 の 内 部 の 内 層 を 成 し て い る 細 胞 を 掻 き 落 し 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 方 法 で 除 去
す る 処 置 と 、
　 xii） 腫 瘍 の 全 部 ま た は 一 部 を 除 去 す る 処 置 と 、
　 xiii） ポ リ ー プ を 除 去 す る 処 置 と 、
  xiv） ヒ ス タ ミ ン 、 ア レ ル ゲ ン 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 副 鼻 腔 の 内 部 の 組 織 に よ っ て 粘
膜 の 分 泌 の 原 因 と な る 物 質 を 搬 送 し て 、 副 鼻 腔 か ら の 排 液 を 査 定 で き る よ う に す る 処 置 か
ら な る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 工 程 （ Ａ ） で 設 置 さ れ る ポ ー ト 装 置 は 、 閉 塞 部 材 お よ び 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト を 有 し
て い る 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 を 備 え て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 工 程 （ Ａ ） は 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 を 配 備 し て 、 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 一 方 側 の 鼻 孔 ま た
は 鼻 孔 を 閉 鎖 す る 工 程 を 更 に 含 ん で お り 、 ま た 、 前 記 工 程 （ Ｂ ） は 作 業 装 置 挿 入 開 口 を 通
し て 前 記 作 業 装 置 を 挿 入 し て 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 な ど の 内 部 の 位 置 に 作 業 装 置 を 進 入 さ
せ る 工 程 と を 含 ん で い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 第 １ の 前 鼻 閉 塞 部 接 近 装 置 が 鼻 中 隔 の 一 方 側 に 設 置 さ れ 、 第 １ の 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 が 鼻
中 隔 の 他 方 側 に 設 置 さ れ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ６ 】
　 鼻 中 隔 の 後 ろ の 声 門 の 上 の 位 置 で 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 を 閉 塞 す る よ う な 形 状
の 後 閉 塞 部 材 を 設 け る 工 程 と 、
　 鼻 中 隔 の 後 ろ の 声 門 の 上 の 位 置 で 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 を 閉 塞 す る よ う に 後 閉
塞 装 置 を 設 置 す る こ と に よ り 、 前 記 方 法 を 実 施 し て い る 間 、 患 者 の 食 道 ま た は 気 管 に 流 体
が 排 出 さ れ る の を 阻 止 す る 工 程 と を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 閉 塞 部 材 、 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト 、 お よ び 、 後 閉 塞 部 材 を 有 し て い る 前 後 鼻 閉 塞 接 近 装
置 を 設 け る 工 程 と 、
　 前 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 一 方 側 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 鎖 し 、 か つ 、 後 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の
後 ろ の 声 門 よ り 上 の 位 置 で 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 を 閉 鎖 す る よ う に 前 後 鼻 閉 塞 接
近 装 置 を 配 備 す る 工 程 と を 含 ん で お り 、
　 前 記 工 程 （ Ｂ ） は 、
　 作 業 装 置 挿 入 開 口 を 通 し て 前 記 作 業 装 置 を 挿 入 し て 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 中 耳 、 副 鼻 腔 な ど の
内 部 の 位 置 に 作 業 装 置 を 進 入 さ せ る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 鼻 閉 塞 装 置 を 設 け る 工 程 と 、
　 鼻 中 隔 の 残 り の 側 の 残 り の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 塞 す る よ う に 前 鼻 閉 塞 装 置 を 設 置 す る 工
程 と を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 閉 塞 部 材 お よ び 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト を 有 し て い る 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 を 設 け る 工 程 と 、
　 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 残 り の 側 の 残 り の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 鎖 す る よ う に 前 鼻 閉 塞 接 近 装
置 を 設 置 す る 工 程 と を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 上 に 設 け ら れ た 前 記 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト を 通 し て 前 記 作 業 装 置 を
挿 入 し て 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 な ど の 内 部 の 位 置 ま で 作 業 装 置 を 進 入 さ せ る 工 程 を 更 に 含
ん で い る 、 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 前 後 閉 塞 接 近 装 置 は 、 ｉ ） 前 端 、 後 端 、 お よ び 、 少 な く と も １ 本 の 管 腔 が 設 け ら れ
た 管 と 、 ii） 管 材 上 の 第 １ 位 置 の 前 閉 塞 部 材 と 、 iii） 管 材 上 の 第 ２ 位 置 の 後 閉 塞 部 材 で
あ っ て 、 第 ２ 位 置 が 第 １ 位 置 よ り 後 ろ に あ る 後 閉 塞 部 材 と 、 iv） 前 閉 塞 部 材 の 前 に 設 置 さ
れ た 作 業 装 置 挿 入 開 口 と 、 ｖ ） 前 閉 塞 部 材 と 後 閉 塞 部 材 の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 か つ 、 前
閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 一 方 側 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 鎖 す る よ う に 、 ま た 、 後 閉 塞 部 材 が 鼻 中
隔 の 後 ろ の 声 門 の 上 の 位 置 で 鼻 咽 頭 を 閉 塞 す る よ う に 前 後 鼻 閉 塞 接 近 装 置 を 位 置 決 め す る
作 業 装 置 出 口 開 口 と を 備 え て い る 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 工 程 （ Ｂ ） は 、 前 記 作 業 装 置 挿 入 開 口 を 通 し て 作 業 装 置 を 挿 入 し 、 作 業 装 置 出 口 開
口 か ら 外 へ 作 業 装 置 を 前 進 さ せ て 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 な ど の 内 部 の 位 置 ま で 前 進 さ せ る
工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 鼻 、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 な ど か ら の 流 体 を 吸 引 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 前 後 鼻 閉 塞 接 近 装 置 に は 吸 引 管 腔 と 、 前 記 前 閉 塞 部 材 と 前 記 後 閉 塞 部 材 の 間 で 前 記
管 材 に 形 成 さ れ た 吸 引 開 口 と が 設 け ら れ て お り 、 前 記 方 法 は 、
　 吸 引 管 腔 に 吸 引 を 施 し て 、 吸 引 開 口 を 通 し て か ら 、 更 に 吸 引 管 腔 を 通 し て 物 体 を 吸 引 す
る よ う に し た 工 程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 １ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 工 程 （ Ｂ ） は 、
　 ガ イ ド カ テ ー テ ル を 挿 入 し 、 そ の 後 で 、
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　 ガ イ ド カ テ ー テ ル を 通 し て ま た 別 な 作 業 装 置 を 挿 入 す る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 工 程 （ Ｂ ） は 、 前 記 ポ ー ト 装 置 を 通 し て 管 材 を 前 進 さ せ て 副 鼻 腔 の 内 部 の 位 置 ま で
進 入 さ せ る 工 程 を 含 ん で お り 、
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 、 管 材 を 通 し て 副 鼻 腔 に 流 動 可 能 な 造 影 剤 を 搬 入 し 、 そ の 後 で 、 流 入
可 能 な 造 影 剤 を 画 像 化 し て 、 流 動 可 能 な 造 影 剤 が 副 鼻 腔 か ら 排 出 さ れ る 態 様 を 査 定 す る 工
程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 流 動 可 能 な 造 影 剤 は 粘 性 が 粘 液 の も の と 同 じ ぐ ら い で あ る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 画 像 化 は 、 移 動 可 能 な 画 像 化 装 置 を 使 っ て 実 行 さ れ 、 画 像 化 装 置 は 異 な る 位 置 ま で
移 動 さ せ ら れ 、 患 者 の 解 剖 学 的 構 造 に 対 し て 異 な る 視 点 ま で 移 動 さ せ ら れ る 、 請 求 項 １ ６
に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 工 程 （ Ｂ ） は 、 鼻 ま た は 副 鼻 腔 に 視 認 用 機 器 を 挿 入 す る 工 程 を 含 ん で お り 、 工 程 （
Ｃ ） は 、 視 認 用 機 器 を 使 っ て 、 鼻 お よ び ／ ま た は 副 鼻 腔 の 内 部 の 構 造 体 を 視 認 す る 工 程 を
含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 視 認 用 機 器 を 使 っ て 、 ま た 別 な 作 業 装 置 の 設 置 を 支 援 し 、 容 易 に し 、 ま た は 、 検 証
す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 視 認 用 機 器 を 使 っ て 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル の 設 置 を 支 援 し 、 容 易 に し 、 ま た は 、 検 証
し 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル が 設 置 さ れ て し ま っ て か ら 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル を 通 し て 別 な 作 業 装
置 を 前 進 さ せ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は ス テ ン ト を 移 植 す る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ス テ ン ト は 副 鼻 腔 の 小 口 の 内 側 に 少 な く と も 一 部 が 位 置 決 め さ れ る 、 請 求 項 ２ ２ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 ス テ ン ト と し て は 物 質 溶 離 ス テ ン ト が あ る 、 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 物 質 溶 離 ス テ ン ト は 治 療 有 効 量 の 少 な く と も １ 種 類 の 、 次 の グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ
た 物 質 を 溶 離 し 、 該 グ ル ー プ は 、
　 　 　 　 　 抗 生 物 質 、
　 　 　 　 　 抗 菌 剤 、
　 　 　 　 　 ア ン チ パ ラ サ イ ト 剤 、
　 　 　 　 　 抗 真 菌 剤 、
　 　 　 　 　 ス テ ロ イ ド 、
　 　 　 　 　 血 管 収 縮 神 経 剤 、
　 　 　 　 　 ロ イ コ ト リ エ ン 阻 害 剤 、
　 　 　 　 　 免 疫 グ ロ ブ リ ン Ｅ （ IgE） 阻 害 剤 、
　 　 　 　 　 抗 炎 症 剤 、
　 　 　 　 　 肥 満 細 胞 安 定 化 薬 、
　 　 　 　 　 抗 ヒ ス タ ミ ン 薬 、
　 　 　 　 　 免 疫 変 調 剤 、
　 　 　 　 　 化 学 治 療 薬 、
　 　 　 　 　 抗 腫 瘍 薬 、
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　 　 　 　 　 ム コ 多 糖 類 加 水 分 解 薬 、
　 　 　 　 　 粘 液 の 粘 性 を 薄 め 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 多 様 で 変 化 さ せ る 薬 剤 、
　 　 　 　 　 柔 組 織 お よ び ／ ま た は 硬 骨 お よ び ／ ま た は 軟 骨 の 改 造 を 促 進 す る 物 質
か ら 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 、 柔 組 織 、 硬 骨 、 軟 骨 な ど の 寸 法 、 形 状 、 輪 郭 、 位 置 な ど を 変 え る 装
置 を 移 植 す る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 前 記 装 置 は 、 移 植 後 は 、 １ 回 以 上 調 節 す る こ と が で き 、 前 記 方 法 は 、 移 植 後 は 装 置 を 少
な く と も １ 回 は 調 節 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ２ ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 、 副 鼻 腔 の 洞 口 、 鼻 道 、 鼻 ま た は 鼻 咽 頭 の 内 部 の 上 記 以 外 の 通 路 を 拡
大 ま た は 修 正 す る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 な ど の 内 部 の 位 置 に 診 断 有 効 量 の 診 断 用 物 質 ま
た は 治 療 有 効 量 の 治 療 物 質 を 導 入 す る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 物 質 は 物 質 搬 送 移 植 片 に 含 有 さ れ て お り 、 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 鼻 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、
副 鼻 腔 の 内 部 の 位 置 に 物 質 搬 送 移 植 片 を 移 植 す る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 副 鼻 腔 の 内 部 の 位 置 に 物 質 を 注 入 す る 工 程 を
含 ん で い る 、 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 物 質 は 次 の グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ 、 該 グ ル ー プ は 、
　 　 　 　 　 画 像 化 造 影 剤 、
　 　 　 　 　 診 断 用 標 識 剤 、
　 　 　 　 　 抗 生 物 質 、
　 　 　 　 　 抗 菌 剤 、
　 　 　 　 　 ア ン チ パ ラ サ イ ト 剤 、
　 　 　 　 　 抗 真 菌 剤 、
　 　 　 　 　 ス テ ロ イ ド 、
　 　 　 　 　 血 管 収 縮 神 経 剤 、
　 　 　 　 　 ロ イ コ ト リ エ ン 阻 害 剤 、
　 　 　 　 　 免 疫 グ ロ ブ リ ン Ｅ （ IgE） 阻 害 剤 、
　 　 　 　 　 抗 炎 症 剤 、
　 　 　 　 　 肥 満 細 胞 安 定 化 薬 、
　 　 　 　 　 抗 ヒ ス タ ミ ン 薬 、
　 　 　 　 　 免 疫 変 調 剤 、
　 　 　 　 　 化 学 治 療 薬 、
　 　 　 　 　 抗 腫 瘍 薬 、
　 　 　 　 　 ム コ 多 糖 類 加 水 分 解 薬 、
　 　 　 　 　 粘 液 の 粘 性 を 薄 め 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 多 様 で 変 化 さ せ る 薬 剤 、
　 　 　 　 　 柔 組 織 お よ び ／ ま た は 硬 骨 お よ び ／ ま た は 軟 骨 の 改 造 を 促 進 す る 物 質
か ら 構 成 さ れ て い る 、 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 副 鼻 腔 炎 ま た は 耳 、 鼻 、 喉 な ど の 疾 病 を 診 断 お よ び ／ ま た は 治 療 す る 用 途 の 前 後 鼻 閉 塞
接 近 装 置 で あ っ て 、 該 装 置 は 、
　 前 端 、 後 端 、 お よ び 、 少 な く と も １ 本 の 管 腔 が 設 け ら れ た 管 と 、
　 管 材 上 の 第 １ 位 置 の 前 閉 塞 部 材 と 、
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　 管 材 上 の 第 ２ 位 置 の 後 閉 塞 部 材 で あ っ て 、 第 ２ 位 置 が 第 １ 位 置 よ り 後 ろ に あ る 後 閉 塞 部
材 と 、
　 前 閉 塞 部 材 の 前 に 設 置 さ れ た 作 業 装 置 挿 入 開 口 と 、
　 前 閉 塞 部 材 と 後 閉 塞 部 材 の 間 に 配 置 さ れ て い る 作 業 装 置 出 口 開 口 と 、
　 次 の グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 個 の ま た 別 な 構 成 要 素 と を 備 え て お り 、 該 グ
ル ー プ は 、 ａ ） 装 置 挿 入 ポ ー ト を 通 し て 作 業 装 置 を 挿 入 す る こ と が で き る よ う に す る と 同
時 に 、 そ の 間 、 少 な く と も 作 業 装 置 が 装 置 挿 入 ポ ー ト に 挿 入 さ れ て い る 際 に は 、 ポ ー ト か
ら 外 に 血 液 ま た は そ れ 以 外 の 流 体 が 逆 流 す る の を 阻 止 す る よ う に 作 動 す る 弁 と 、 ｂ ） 前 閉
塞 部 材 と 後 閉 塞 部 材 の 間 の 複 数 の 位 置 か ら 血 液 、 流 体 、 堆 積 物 な ど を 吸 引 す る 、 少 な く と
も １ 個 の 可 動 吸 引 ポ ー ト 、 お よ び ／ ま た は 、 ｃ ） 流 体 が 前 閉 塞 部 材 と 後 閉 塞 部 材 の 間 の 位
置 か ら 吸 引 さ れ る の と 同 時 に 、 前 閉 塞 部 材 と 後 閉 塞 部 材 の 間 の 位 置 に 流 体 を 注 入 す る こ と
が で き る よ う に し た 、 別 個 の 注 入 管 腔 お よ び 吸 引 管 腔 か ら 構 成 さ れ て お り 、
　 前 後 鼻 閉 塞 接 近 装 置 は 、 ｉ ） 前 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 一 方 側 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 鎖 す る
よ う に 、 ii） 後 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 後 ろ の 位 置 で 鼻 咽 頭 を 閉 鎖 す る よ う に 、 iii） 作 業 装
置 が 作 業 装 置 挿 入 開 口 を 通 し て 挿 入 さ れ 、 作 業 装 置 出 口 開 口 か ら 外 へ 出 さ れ て 、 鼻 、 鼻 咽
頭 、 副 鼻 腔 な ど の 内 部 の 位 置 ま で 進 入 さ せ ら れ る よ う に 配 備 す る こ と が で き る 、 前 後 鼻 閉
塞 接 近 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 前 閉 塞 部 材 と し て は 、 バ ル ー ン が あ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 後 閉 塞 部 材 と し て は 、 バ ル ー ン が あ る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 少 な く と も 第 １ 作 業 装 置 出 口 開 口 お よ び 第 ２ 作 業 装 置 出 口 開 口 を 備 え て お り 、 作 業 装 置
が 第 １ 作 業 装 置 出 口 開 口 お よ び 第 ２ 作 業 装 置 出 口 開 口 の い ず れ か か ら 選 択 的 に 外 へ で て 前
進 さ せ ら れ る よ う に し た 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 次 の グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も １ 個 の 作 業 装 置 と 組 合 わ せ ら れ る 、 請 求 項 ３ ３
に 記 載 の 前 後 鼻 閉 塞 接 近 装 置 を 備 え て い る シ ス テ ム で あ っ て 、 該 グ ル ー プ は 、
　 　 　 　 　 ガ イ ド ワ イ ヤ 、
　 　 　 　 　 ガ イ ド カ テ ー テ ル 、
　 　 　 　 　 副 鼻 腔 の 小 口 へ 進 入 す る よ う な 形 状 の ガ イ ド カ テ ー テ ル 、
　 　 　 　 　 バ ル ー ン カ テ ー テ ル 、
　 　 　 　 　 ス テ ン ト 搬 送 用 の 装 置 、
　 　 　 　 　 物 質 溶 離 ス テ ン ト の 搬 送 装 置 、
　 　 　 　 　 骨 ま た は 柔 組 織 に 圧 力 を 加 え て 、 骨 ま た は 柔 組 織 を 成 形 し な お す た め の 、 移 植
　 　 　 　 　 可 能 な 装 置 、
　 　 　 　 　 組 織 切 断 装 置 、
　 　 　 　 　 組 織 融 除 装 置 、
　 　 　 　 　 組 織 の 嵩 減 ら し 装 置 、
　 　 　 　 　 組 織 焼 灼 装 置 、
　 　 　 　 　 通 路 を 拡 張 す る 装 置 、
　 　 　 　 　 起 寒 剤 を 搬 送 す る 装 置 、
　 　 　 　 　 放 射 線 不 透 過 性 の 造 影 剤 を 搬 送 す る 装 置 、
　 　 　 　 　 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 を 搬 送 す る 装 置 、
　 　 　 　 　 カ ニ ュ ー レ 、
　 　 　 　 　 内 視 鏡 、
　 　 　 　 　 セ ン サ ー 、
　 　 　 　 　 光 、
　 　 　 　 　 診 断 用 装 置 、
　 　 　 　 　 治 療 用 装 置
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か ら 構 成 さ れ て い る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 閉 塞 部 材 と 後 閉 塞 部 材 の 間 で 管 材 上 に 配 置 さ れ た 少 な く と も １ 個 の 吸 引 ポ ー ト を 更 に
備 え て お り 、 流 体 ま た は 堆 積 物 が 吸 引 ポ ー ト を 通 っ て か ら 、 更 に 管 材 の 管 腔 を 通 っ て 吸 引
さ れ る よ う に し た 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 鼻 中 隔 の 残 り の 側 に 設 置 す る こ と が で き る 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 と 組 み 合 わ さ れ る 、 請 求 項
３ ３ に 記 載 の 装 置 を 備 え て い る シ ス テ ム で あ っ て 、 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 は 、
　 鼻 中 隔 の 一 方 側 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 塞 す る 前 閉 塞 部 材 と 、
　 中 に 作 業 装 置 を 挿 入 し て 、 前 閉 塞 部 材 を 越 え て 前 進 さ せ 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 な ど の 内
部 の 位 置 ま で 進 入 さ せ る 、 作 業 装 置 挿 入 開 口 と を 備 え て い る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 の 前 記 前 閉 塞 部 材 と し て は 、 バ ル ー ン が あ る 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載
の シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 作 業 装 置 挿 入 開 口 に 付 随 し て い る 弁 を 更 に 備 え て お り 、 弁 は 、 作 業 装 置 挿 入 開 口 を
通 し て 作 業 装 置 が 挿 入 さ れ て い な い 時 に は 、 作 業 装 置 挿 入 開 口 か ら 外 へ 向 か う 逆 流 を 阻 止
す る よ う な 形 状 に 設 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 鼻 中 隔 の 残 り の 側 に 設 置 す る こ と が で き る 前 記 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 の 作 業 装 置 挿 入 開 口 に
付 随 し て い る 弁 を 更 に 備 え て お り 、 弁 は 、 作 業 装 置 挿 入 開 口 を 通 し て 作 業 装 置 が 挿 入 さ れ
て い な い 時 に は 、 作 業 装 置 挿 入 開 口 か ら 外 へ 向 か う 逆 流 を 阻 止 す る よ う な 形 状 に 設 定 さ れ
て い る 、 請 求 項 ３ ９ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 副 鼻 腔 炎 ま た は 耳 、 鼻 、 喉 な ど の 疾 病 を 診 断 お よ び ／ ま た は 治 療 す る 用 途 の 前 鼻 閉 塞 接
近 装 置 で あ っ て 、 該 装 置 は 、
　 鼻 中 隔 の 一 方 側 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 鎖 す る た め の 前 閉 塞 部 材 と 、
　 中 に 作 業 装 置 を 挿 入 し て か ら 、 前 閉 塞 部 材 を 越 え て 前 進 さ せ 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 な ど
の 内 部 の 位 置 ま で 進 ま せ る 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト と 、
　 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト を 通 し て 作 業 装 置 を 挿 入 し て 、 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト を 通 し て 作 業 装
置 が 挿 入 さ れ て い な い 時 だ け で も 、 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト か ら 外 へ 血 液 ま た は そ れ 以 外 の 流
体 が 逆 流 す る の を 阻 止 す る こ と が で き る よ う に し た 、 少 な く と も １ 個 の 弁 と を 備 え て い る
、 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 前 閉 塞 部 材 と し て は 、 バ ル ー ン が あ る 、 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 次 の グ ル ー プ か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も １ 個 の 作 業 装 置 と 組 合 わ さ れ る 、 請 求 項 ４ ３ に
記 載 の 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 を 備 え て い る シ ス テ ム で あ っ て 、 該 グ ル ー プ は 、
　 　 　 　 　 ガ イ ド ワ イ ヤ 、
　 　 　 　 　 ガ イ ド カ テ ー テ ル 、
　 　 　 　 　 副 鼻 腔 の 小 口 へ 進 入 す る よ う な 形 状 の ガ イ ド カ テ ー テ ル 、
　 　 　 　 　 バ ル ー ン カ テ ー テ ル 、
　 　 　 　 　 ス テ ン ト 搬 送 用 の 装 置 、
　 　 　 　 　 物 質 溶 離 ス テ ン ト の 搬 送 装 置 、
　 　 　 　 　 骨 ま た は 柔 組 織 に 圧 力 を 加 え て 、 骨 ま た は 柔 組 織 を 成 形 し な お す た め の 、 移 植
　 　 　 　 　 可 能 な 装 置 、
　 　 　 　 　 組 織 切 断 装 置 、
　 　 　 　 　 組 織 融 除 装 置 、
　 　 　 　 　 組 織 の 嵩 減 ら し 装 置 、
　 　 　 　 　 組 織 焼 灼 装 置 、
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　 　 　 　 　 通 路 を 拡 張 す る 装 置 、
　 　 　 　 　 起 寒 剤 を 搬 送 す る 装 置 、
　 　 　 　 　 放 射 線 不 透 過 性 の 造 影 剤 を 搬 送 す る 装 置 、
　 　 　 　 　 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 を 搬 送 す る 装 置 、
　 　 　 　 　 カ ニ ュ ー レ 、
　 　 　 　 　 内 視 鏡 、
　 　 　 　 　 セ ン サ ー 、
　 　 　 　 　 光 、
　 　 　 　 　 診 断 用 装 置 、
　 　 　 　 　 治 療 用 装 置 、
か ら 構 成 さ れ て い る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 作 業 装 置 挿 入 開 口 に 付 随 し て い る 弁 を 更 に 備 え て お り 、 弁 は 、 作 業 装 置 挿 入 開 口 を
通 し て 作 業 装 置 が 挿 入 さ れ て い な い 時 に は 、 作 業 装 置 挿 入 開 口 か ら 外 へ 向 か う 逆 流 を 阻 止
す る よ う な 形 状 に 設 定 さ れ て い る 、 請 求 項 ４ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 副 鼻 腔 か ら の 排 液 を 阻 害 す る 障 害 を 診 断 し 、 ま た は 、 そ の 位 置 を 探 し 、 或 い は 、 副 鼻 腔
か ら の 排 液 を 改 善 ま た は 修 正 す る こ と を 意 図 し て 先 に 施 さ れ た 治 療 の 効 能 を 査 定 す る 方 法
で あ っ て 、 該 方 法 は 、
　 Ａ ． 流 動 可 能 な 媒 体 を 副 鼻 腔 に 導 入 す る 工 程 と 、
　 Ｂ ． 副 鼻 腔 か ら の 流 動 可 能 な 媒 体 が 流 れ る の を 、 ま た は 拡 散 す る の を 監 視 す る 工 程 と を
含 ん で い る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 鼻 中 隔 の 後 ろ の 声 門 の 上 の 位 置 で 鼻 咽 頭 を 閉 塞 し て 、 食 道 ま た は 気 管 に 流 動 可 能 な 媒 体
が 排 出 さ れ る の を 阻 止 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ ９ 】
　 鼻 中 隔 の 少 な く と も 一 方 側 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 鎖 し て 、 鼻 孔 か ら 外 へ 流 動 可 能 な 媒 体
が 排 出 さ れ る の を 阻 止 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ０ 】
　 前 記 工 程 Ａ は 、 副 鼻 腔 に カ テ ー テ ル を 挿 入 し て 、 カ テ ー テ ル を 通 し て 流 動 可 能 な 媒 体 を
注 入 し て 、 副 鼻 腔 に 入 れ る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ １ 】
　 前 閉 塞 部 材 お よ び 装 置 挿 入 通 路 を 備 え て い る 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 を 設 け る 工 程 と 、
　 閉 塞 装 置 が 鼻 中 隔 の 一 方 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 鎖 す る よ う に 、 前 鼻 閉 鎖 接 近 装 置 を 設 置
す る 工 程 と を 更 に 含 ん で お り 、
　 前 記 工 程 Ａ は 、 装 置 挿 入 数 路 を 通 し て カ テ ー テ ル を 挿 入 し 、 副 鼻 腔 の 小 口 に 、 ま た は 、
そ こ を 通 し て カ テ ー テ ル を 進 入 さ せ 、 更 に 、 カ テ ー テ ル を 通 し て 造 影 媒 体 を 注 入 し て 、 副
鼻 腔 に 入 れ る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ２ 】
　 前 記 前 鼻 閉 塞 接 近 装 置 は 、 鼻 中 隔 の 一 方 側 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 鎖 す る た め の 前 閉 塞 部
材 と 、 中 に 作 業 装 置 が 挿 入 さ れ る 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト と を 備 え て お り 、
　 前 記 工 程 Ａ は 、 ｉ ） 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト を 通 し て カ テ ー テ ル を 挿 入 す る 工 程 と 、 ii） 副
鼻 腔 の 小 口 に 、 ま た は 、 そ こ を 通 し て カ テ ー テ ル を 進 入 さ せ る 工 程 と 、 iii） カ テ ー テ ル
を 通 し て 造 影 媒 体 を 注 入 し 、 副 鼻 腔 に 入 れ る 工 程 と を 含 ん で い る 、 請 求 項 ５ １ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ５ ３ 】
　 前 閉 塞 部 材 、 後 閉 塞 部 材 、 お よ び 、 装 置 挿 入 通 路 を 備 え て い る 前 後 鼻 閉 塞 接 近 装 置 を 設
け る 工 程 と 、
　 前 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 一 方 側 の 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 を 閉 鎖 す る よ う に 、 ま た 、 後 閉 塞 部 材 が
鼻 中 隔 の 後 ろ の 声 門 の 上 の 位 置 で 鼻 咽 頭 を 閉 鎖 す る よ う に 、 前 後 鼻 閉 鎖 接 近 装 置 を 設 置 す
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る 工 程 と を 更 に 含 ん で お り 、
　 前 記 工 程 Ａ は 、 装 置 挿 入 通 路 を 通 し て カ テ ー テ ル を 前 進 さ せ 、 副 鼻 腔 の 小 口 に 入 れ 、 ま
た は 、 そ こ を 通 し 、 カ テ ー テ ル を 通 し て 造 影 倍 端 を 注 入 し て 、 副 鼻 腔 に 入 れ る 工 程 を 含 ん
で い る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ４ 】
　 前 記 流 動 可 能 な 媒 体 は 画 像 化 造 影 媒 体 で あ り 、 前 記 方 法 の 前 記 工 程 Ｂ は 画 像 化 造 影 媒 体
を 画 像 化 す る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ５ 】
　 前 記 工 程 Ｂ は 、 可 動 画 像 化 装 置 を 使 用 し て 実 行 さ れ 、 複 数 の 視 点 か ら 画 像 を 得 る 工 程 を
含 ん で い る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ６ 】
　 前 記 可 動 画 像 化 装 置 は Ｘ 線 撮 影 画 像 化 装 置 と Ｃ 字 型 ア ー ム を 備 え て お り 、 前 記 工 程 Ｂ は
Ｃ 字 型 ア ー ム を 移 動 さ せ て 、 複 数 の 視 点 か ら 画 像 を 得 る よ う に し て い る 、 請 求 項 ５ ５ に 記
載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ７ 】
　 前 記 流 動 可 能 な 媒 体 は 放 射 能 液 ま た は 放 射 性 標 識 液 で あ り 、 前 記 方 法 の 前 記 工 程 Ｂ は 、
放 射 能 を 検 出 す る 装 置 を 使 用 し て 、 放 射 能 液 ま た は 放 射 性 標 識 液 を 追 跡 す る 工 程 を 含 ん で
い る 、 請 求 項 ４ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ ８ 】
　 副 鼻 腔 か ら の 排 液 を 阻 害 す る 障 害 を 診 断 し 、 ま た は 、 そ の 位 置 を 探 し 、 或 い は 、 副 鼻 腔
か ら の 排 液 を 改 善 ま た は 修 正 す る こ と を 意 図 し て 先 に 施 さ れ た 治 療 の 効 能 を 査 定 す る 方 法
で あ っ て 、 該 方 法 は 、
　 （ Ａ ） 副 鼻 腔 の 内 層 を 形 成 し て い る 組 織 に 粘 液 ま た は そ れ 以 外 の 分 泌 物 を 分 泌 さ せ る 物
質 を 副 鼻 腔 に 導 入 す る 工 程 と 、
　 （ Ｂ ） 副 鼻 腔 か ら 粘 液 ま た は そ れ 以 外 の 分 泌 液 が 流 れ る の を 監 視 す る 工 程 と を 含 ん で い
る 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ ９ 】
　 前 記 工 程 （ Ａ ） で 導 入 さ れ た 物 質 と し て は 、 ヒ ス タ ミ ン が あ る 、 請 求 項 ５ ８ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ６ ０ 】
　 前 記 工 程 （ Ａ ） で 導 入 さ れ た 物 質 と し て は 、 患 者 の ア レ ル ギ ー を 誘 発 す る ア レ ル ゲ ン が
あ る 、 請 求 項 ５ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ １ 】
　 粘 液 ま た は そ れ 以 外 の 分 泌 物 の 排 出 は 、 内 視 鏡 を 使 っ て 視 覚 的 に 査 定 さ れ る 、 請 求 項 ５
８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ２ 】
　 前 記 工 程 （ Ａ ） は 、 粘 液 ま た は そ れ 以 外 の 分 泌 物 と 造 影 剤 を 結 合 さ せ る 工 程 を 更 に 含 ん
で お り 、 ま た 、 粘 液 ま た は そ れ 以 外 の 分 泌 物 の 排 出 は 、 造 影 剤 の 画 像 化 に よ り 査 定 さ れ る
、 請 求 項 ５ ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ ３ 】
　 鼻 、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 な ど か ら ポ リ ー プ ま た は そ れ 以 外 の 組 織 を 除 去 す る 装 置 で あ っ て 、
該 装 置 は 、
　 遠 位 端 お よ び 管 腔 が 設 け ら れ た 可 撓 性 の カ テ ー テ ル と 、
　 開 い た 遠 位 端 を 有 し て い る と と も に 、 管 腔 が 中 を 通 っ て 延 び て い る 可 撓 性 の 管 材 で あ っ
て 、 可 撓 性 の 管 材 は カ テ ー テ ル の 管 腔 の 内 側 に 回 転 自 在 に 配 置 さ れ て お り 、 可 撓 性 の 管 材
が 回 転 す る こ と の で き る 間 は 、 カ テ ー テ ル が 回 転 し な い よ う に し た 、 可 撓 性 の 管 材 と 、
　 可 撓 性 の 管 材 の 遠 位 端 に 設 け ら れ た 回 転 式 カ ッ タ ー と 、
　 カ テ ー テ ル に 形 成 さ れ た 開 口 で あ っ て 、 そ こ を 通 し て 物 体 が 回 収 さ れ て か ら 回 転 式 カ ッ
タ ー に よ っ て 切 除 さ れ る よ う に し た 、 開 口 と を 備 え て い る 、 装 置 。
【 請 求 項 ６ ４ 】
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　 可 撓 性 の 管 材 の 管 腔 を 負 圧 源 に 接 続 し て 、 回 転 式 カ ッ タ ー に よ っ て 切 除 さ れ た 物 体 が 開
放 遠 位 端 を 通 し て 吸 引 さ れ て か ら 、 更 に 可 撓 性 の 管 材 の 管 腔 を 通 し て 吸 引 さ れ る よ う に し
た コ ネ ク タ を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 ６ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ ５ 】
　 カ テ ー テ ル に 設 け ら れ た 前 記 開 口 は カ テ ー テ ル の 遠 位 端 の 開 口 で あ る 、 請 求 項 ６ ３ に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ ６ 】
　 カ テ ー テ ル に 設 け ら れ た 前 記 開 口 は カ テ ー テ ル の 側 面 に 形 成 さ れ た 側 面 開 口 で あ る 、 請
求 項 ６ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ ７ 】
　 少 な く と も １ 個 の ベ ア リ ン グ が 前 記 カ テ ー テ ル と 前 記 可 撓 性 の 管 材 と の 間 に 存 在 す る 、
請 求 項 ６ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ ８ 】
　 前 記 装 置 が 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ て い る 間 に 、 前 記 カ テ ー テ ル の 前 記 遠 位 端 を 視 認 す る
た め に 使 う こ と が で き る 視 認 用 機 器 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 ６ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ ９ 】
　 前 記 視 認 用 機 器 は 前 記 可 撓 性 の 管 材 の 前 記 管 腔 を 通 し て 延 び る 、 請 求 項 ６ ８ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ７ ０ 】
　 前 記 視 認 用 機 器 は 前 記 カ テ ー テ ル の 外 部 に 取 り 付 け ら れ て い る 、 請 求 項 ６ ８ に 記 載 の 装
置 。
【 請 求 項 ７ １ 】
　 前 記 視 認 用 機 器 は 前 記 カ テ ー テ ル の 一 方 側 の 管 腔 の 中 に 配 置 さ れ て い る 、 請 求 項 ７ ０ に
記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ ２ 】
　 前 記 カ テ ー テ ル に 設 け ら れ た 副 次 管 腔 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 ７ ０ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ ３ 】
　 前 記 副 次 管 腔 内 に 設 置 さ れ た 視 認 用 機 器 と 組 合 わ さ れ た 、 請 求 項 ７ ２ に 記 載 の 装 置 を 備
え て い る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ４ 】
　 前 記 副 次 管 腔 内 に 設 置 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ と 組 合 わ さ れ た 、 請 求 項 ７ ２ に 記 載 の 装 置 を
備 え て い る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ７ ５ 】
　 前 記 開 口 の 中 に 入 っ て 前 記 回 転 式 カ ッ タ ー と 接 触 す る 物 体 を 後 退 さ せ る よ う に 作 動 す る
可 動 牽 引 装 置 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 ６ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ ６ 】
　 前 記 可 動 牽 引 装 置 は 、 牽 引 ヘ ッ ド が 設 け ら れ た 長 手 の 部 材 を 備 え て お り 、 長 手 の 部 材 は
遠 位 方 向 に 前 進 し て 牽 引 ヘ ッ ド を 側 面 開 口 よ り 遠 位 の 位 置 に 移 動 さ せ る こ と が で き る と と
も に 、 近 位 方 向 に 後 退 し て 牽 引 ヘ ッ ド を 近 位 方 向 に 移 動 さ せ る こ と で 、 牽 引 ヘ ッ ド に 開 口
に 入 っ た 物 体 を 押 さ せ て 前 記 回 転 式 カ ッ タ ー と 接 触 状 態 に さ せ る こ と が で き る 、 請 求 項 ７
５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ ７ 】
　 前 記 カ テ ー テ ル は 閉 じ た 遠 位 先 端 部 が 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 ６ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ ８ 】
　 前 記 可 撓 性 の 管 材 を 通 っ て 延 び て か ら 、 更 に 前 記 の 前 記 遠 位 先 端 部 に 形 成 さ れ て い る 開
口 を 通 っ て 延 び る 管 腔 を 更 に 備 え て い る 、 請 求 項 ７ ７ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ ９ 】
　 前 記 可 撓 性 の 管 材 を 通 っ て 延 び て か ら 、 更 に 前 記 カ テ ー テ ル の 前 記 遠 位 先 端 に 形 成 さ れ
た 開 口 を 通 っ て 延 び る 管 腔 内 に 設 置 さ れ た 視 認 用 機 器 と 組 合 わ さ れ て 、 請 求 項 ７ ８ に 記 載
の 装 置 を 備 え て い る シ ス テ ム 。
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【 請 求 項 ８ ０ 】
　 前 記 可 撓 性 の 管 材 を 通 っ て 延 び て か ら 、 更 に 前 記 カ テ ー テ ル の 前 記 遠 位 先 端 に 形 成 さ れ
た 開 口 を 通 っ て 延 び る 管 腔 内 に 設 置 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ と 組 合 わ さ れ て 、 請 求 項 ７ ８ に 記
載 の 装 置 を 備 え て い る シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ８ １ 】
　 人 間 ま た は エ ウ ス タ キ オ 管 、 内 耳 蝸 牛 、 鼓 室 、 お よ び 、 外 耳 を 有 し て い る 多 様 な 患 者 の
難 聴 ま た は 聴 覚 障 害 を 治 療 す る 方 法 で あ っ て 、 該 方 法 は 、
　 （ Ａ ） 患 者 の 鼻 を 通 し て 可 撓 性 の カ テ ー テ ル を 挿 入 し て 、 エ ウ ス タ キ オ 管 の 中 に 入 れ る
工 程 と 、
　 （ Ｂ ） 蝸 牛 電 極 配 列 、 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー 、 お よ び 、 電 源 を 有 し て い る 移 植 蝸 牛 刺 激 シ
ス テ ム を 設 け る 工 程 と 、
　 （ Ｃ ） エ ウ ス タ キ オ 管 に 挿 入 さ れ て か ら 、 更 に 内 耳 蝸 牛 に 入 る カ テ ー テ ル を 通 し て 、 蝸
牛 電 極 配 列 を 進 入 さ せ る 工 程 と 、
　 （ Ｄ ） 蝸 牛 電 極 配 列 を ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー お よ び 電 源 に 導 通 さ せ て 、 移 植 蝸 牛 刺 激 シ ス
テ ム に 音 に 関 連 す る 電 気 衝 撃 を 内 耳 蝸 牛 に 伝 搬 さ せ る 工 程 と を 含 ん で い る 、 治 療 方 法 。
【 請 求 項 ８ ２ 】
　 前 記 工 程 （ Ａ ） は 、 視 認 用 機 器 を 使 っ て エ ウ ス タ キ オ 管 を 視 認 し 、 前 記 カ テ ー テ ル を 誘
導 し て エ ウ ス タ キ オ 管 の 中 に 入 れ る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ３ 】
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 、 エ ウ ス タ キ オ 管 内 に 設 置 さ れ て い る カ テ ー テ ル を 通 し て 蝸 牛 ガ イ ド
を 挿 入 し 、 蝸 牛 ガ イ ド の 上 を 伝 っ て 、 ま た は 、 そ の 中 を 通 し て 電 極 配 列 を 前 進 さ せ 、 内 耳
蝸 牛 の 中 に 入 れ る 工 程 を 含 ん で い る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ４ 】
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 、 内 耳 蝸 牛 の 丸 窓 を 通 し て 蝸 牛 電 極 配 列 を 進 入 さ せ る 工 程 を 含 ん で い
る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ５ 】
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 、 二 次 鼓 膜 を 刺 し 通 す 工 程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の 方
法 。
【 請 求 項 ８ ６ 】
　 前 記 工 程 （ Ｃ ） は 、 蝸 牛 瘻 を 設 け 、 蝸 牛 瘻 を 通 し て 蝸 牛 電 極 を 進 入 さ せ る 工 程 を 含 ん で
い る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ７ 】
　 エ ウ ス タ キ オ 管 を 通 し て ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー を 渡 し 、 鼓 室 に ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー を 移 植
す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ８ 】
　 前 記 方 法 は 、 鼓 室 の 中 に ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー を 移 植 す る 前 に 、 鼓 室 か ら 骨 を 除 去 す る 工
程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ８ ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ ９ 】
　 外 耳 管 に 電 源 を 設 置 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ８ １ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ ０ 】
　 前 記 前 閉 塞 部 材 と 後 閉 塞 部 材 の 間 の 距 離 を 調 節 す る 工 程 を 更 に 含 ん で い る 、 請 求 項 ７ に
記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ １ 】
　 前 記 前 閉 塞 部 材 と 前 記 後 閉 塞 部 材 の 間 の 距 離 は 調 節 で き る 、 請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 前 後 閉
塞 接 近 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 広 義 に は 、 副 鼻 腔 炎 お よ び 耳 、 鼻 、 お よ び 、 喉 の 各 種 疾 病 を 治 療 す る た め の
医 療 装 置 お よ び 医 療 法 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 そ の よ う な 治 療 の た め の 、 観 血 を 最 小
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限 に 抑 え た カ テ ー テ ル ベ ー ス の 装 置 、 シ ス テ ム 、 お よ び 、 そ の 方 法 に 関 連 し て い る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 人 間 の 鼻 は 吸 気 を 暖 め 、 湿 ら せ 、 更 に 、 濾 過 す る と と も に 、 吐 息 の 熱 と 水 分 を 一 定 に 保
つ 役 割 が あ る 。 鼻 は 顔 面 の 美 容 上 の 特 徴 部 と し て も 重 要 で あ る 。 鼻 は 主 と し て 軟 骨 、 硬 骨
、 粘 膜 、 お よ び 、 皮 膚 か ら 形 成 さ れ て い る 。 左 右 の 鼻 孔 は 鼻 中 隔 の 両 側 の 左 右 鼻 腔 に 通 じ
て い る 。 左 右 の 鼻 腔 は 奥 へ 延 び て 軟 口 蓋 に 至 り 、 こ の 部 位 で 鼻 腔 が 合 流 し て 後 鼻 孔 を 形 成
し て い る 。 後 鼻 孔 は 鼻 咽 頭 内 に 向 け て 開 い て い る 。 鼻 の 天 蓋 は 、 部 分 的 に 、 篩 板 と し て 周
知 の 骨 に よ っ て 形 成 さ れ て い る 。 篩 板 は 無 数 の 小 さ な 孔 を 有 し て お り 、 こ れ ら の 孔 を 通 し
て 知 覚 神 経 繊 維 が 嗅 球 ま で 延 び て い る 。 吸 い 込 ん だ 臭 い が 鼻 の 上 位 領 域 の 粘 膜 の 小 領 域 に
接 触 す る と 、 嗅 球 ま で 通 じ て い る 神 経 線 維 を 刺 激 し て 、 臭 い の 感 覚 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 副 鼻 腔 は 、 顔 面 の 骨 の 内 側 に 形 成 さ れ た 空 洞 で あ る 。 副 鼻 腔 に は 前 頭 洞 、 篩 骨 洞 、 蝶 形
骨 洞 、 お よ び 、 上 顎 洞 な ど が あ る 。 副 鼻 腔 は 粘 液 生 成 上 皮 組 織 の 並 ぶ 垣 が で き て い る 。 通
例 、 副 鼻 腔 の 内 層 に よ っ て 作 ら れ て い る 粘 液 は 口 （ ア ス テ ィ ア ） と し て 周 知 の 開 口 部 を 通
し て 個 々 の 副 鼻 腔 か ら 外 に ゆ っ く り と 排 出 さ れ 、 鼻 咽 頭 に 入 る 。 粘 液 の 排 出 を 阻 害 す る 疾
病 （ 例 え ば 、 鼻 洞 口 の 閉 塞 症 な ど ） の 結 果 と し て 、 副 鼻 腔 が 正 常 に 効 能 す る 能 力 減 退 が 生
じ る こ と が あ る 。 こ の 結 果 、 副 鼻 腔 の 内 部 の 粘 液 滞 留 を 生 じ る こ と に な る 。 鼻 洞 の こ の よ
う な 粘 液 滞 留 は 、 鼻 洞 沿 い に 並 ぶ 上 皮 に 損 傷 を 与 え 、 二 次 的 な 酸 素 減 圧 や 細 菌 増 殖 （ 例 え
ば 、 鼻 洞 感 染 症 ） を 伴 う こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 鼻 介 骨 は 、 鼻 の 左 右 両 横 壁 か ら 内 向 き に 延 び て 粘 膜 組 織 で 覆 わ れ て い る ３ 個 （ た ま に ４
個 ） の 骨 突 起 で あ る 。 こ れ ら 鼻 介 骨 は 鼻 の 内 部 表 面 領 域 を 広 げ る 働 き が あ る と と も に 、 鼻
を 通 し て 吸 い 込 ま れ た 空 気 に 温 度 と 湿 度 を 与 え る 働 き が あ る 。 鼻 介 骨 を 覆 っ て い る 粘 膜 組
織 は 、 生 理 学 的 状 態 ま た は 環 境 条 件 の 変 動 に 応 じ て 、 充 血 し て 膨 張 状 態 に な る か 、 ま た は
、 実 質 的 に 無 血 で 収 縮 状 態 に な る こ と が で き る 。 鼻 介 骨 は 各 々 の 湾 曲 端 縁 が 、 鼻 道 と し て
周 知 の 通 路 の 外 郭 を 画 定 し て い る 。 例 え ば 、 下 位 鼻 道 は 、 下 位 鼻 介 骨 の 下 を 通 っ て い る 通
路 で あ る 。 鼻 涙 管 と し て 周 知 の 管 は 目 か ら 来 た 涙 を 下 位 鼻 道 の 内 部 に 位 置 す る 複 数 開 口 部
を 通 し て 鼻 の 中 に 排 出 す る 。 中 位 鼻 道 は 下 位 鼻 介 骨 か ら 中 位 鼻 介 骨 ま で 延 び る 通 路 で あ る
。 中 位 鼻 道 は 半 月 裂 孔 を 有 し て お り 、 複 数 の 開 口 ま た は 小 孔 が 上 顎 篩 骨 洞 、 前 篩 骨 洞 、 後
篩 骨 洞 に 通 じ て い る 。 上 位 鼻 道 は 上 位 鼻 介 骨 と 中 位 鼻 介 骨 の 間 に 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ＜ 鼻 ポ リ ー プ ＞
　 鼻 ポ リ ー プ は 、 鼻 ま た は 副 鼻 腔 の 内 層 か ら 成 長 す る 良 性 腫 塊 で あ る 。 鼻 ポ リ ー プ は 慢 性
ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 、 ま た は 、 鼻 粘 膜 の ア レ ル ギ ー 性 鼻 炎 以 外 の 慢 性 的 炎 症 が 原 因 で 生 じ る
こ と が 多 い 。 鼻 ポ リ ー プ は ま た 、 膵 嚢 胞 性 線 維 症 に 罹 患 し て い る 子 供 に は よ く 見 ら れ る 。
鼻 ポ リ ー プ が 発 達 し て 、 副 鼻 腔 か ら の 正 常 な 排 液 を 遮 る ま で に な っ た 場 合 に は 、 副 鼻 腔 炎
を 引 き 起 こ す 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ＜ 副 鼻 腔 炎 ＞
　 「 副 鼻 腔 炎 」 と い う 語 は 、 一 般 に 、 副 鼻 腔 の 炎 症 ま た は 感 染 症 を 意 味 す る 。 副 鼻 腔 炎 は
バ ク テ リ ア 、 ウ イ ル ス 、 菌 類 （ カ ビ ） 、 ア レ ル ギ ー 、 ま た は 、 こ れ ら の 組 合 せ が 原 因 で 起
こ る こ と が あ る 。 慢 性 副 鼻 腔 炎 （ 例 え ば 、 ３ ヶ 月 程 度 以 上 も 継 続 す る ） の 結 果 と し て 、 米
国 で は 年 間 の 病 医 院 診 療 件 数 が 1800万 な い し 2200万 件 と 推 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 副 鼻 腔 炎 に 罹 っ て い る 患 者 は 、 通 例 、 次 の よ う な 症 候 の う ち の 少 な く と も 幾 つ か を 経 験
し て い る 。
　 　 　 ・ 　 頭 痛 ま た は 顔 面 痛
　 　 　 ・ 　 鼻 腔 鬱 血 ま た は 後 鼻 漏
　 　 　 ・ 　 一 方 ま た は 両 方 の 鼻 孔 の 呼 吸 困 難

10

20

30

40

50

(12) JP 2007-537784 A 2007.12.27



　 　 　 ・ 　 口 臭
　 　 　 ・ 　 上 顎 の 歯 痛
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ＜ 鼻 洞 痛 の メ カ ニ ズ ム と 診 断 ＞
　 鼻 洞 は 、 一 連 の 空 洞 が 通 路 で つ な が り 、 最 終 的 に は 鼻 腔 へ と 通 じ て い る も の か ら 構 成 さ
れ て い る 。 前 述 の と お り 、 こ の よ う な 通 路 と 空 洞 は 骨 で で き て い る が 、 粘 膜 で 被 覆 さ れ て
い る 。 こ の よ う な 通 路 の う ち の １ つ の 粘 膜 が 何 ら か の 理 由 で 炎 症 を 起 こ す と 、 通 路 を 通 し
て 排 液 を し て い る 空 洞 は 遮 断 状 態 と な る 。 粘 液 が こ の よ う に 滞 留 す る の は 周 期 的 で あ る 場
合 も あ れ ば （ そ の 結 果 、 痛 み の 症 状 が 発 現 す る ） 、 慢 性 的 で あ る 場 合 も あ る 。 慢 性 的 に 遮
断 さ れ た 通 路 は 感 染 症 の 治 療 対 象 と な る 。 最 終 的 に 、 鼻 洞 の 諸 症 候 の 持 続 期 間 と 酷 さ を 物
語 る の は 、 骨 性 通 路 の 広 が り と 、 そ の 上 に 位 置 す る 粘 膜 の 厚 み と 、 そ の 慢 性 状 態 で あ る 。
従 っ て 、 鼻 洞 治 療 の 主 た る 目 標 は 通 路 で あ り 、 主 た る 達 成 目 標 点 は 排 液 を 再 開 す る こ と で
あ る 。 CTで は こ の よ う な 空 間 的 問 題 を 明 ら か に す る こ と が で き な い こ と が 多 く 、 と り わ け
、 患 者 が 目 下 の と こ ろ 酷 い 症 候 を 見 せ て い な い 場 合 に は 、 そ の こ と が 言 え る 。 よ っ て 、 興
味 の あ る 刺 激 に 反 応 し て 、 正 常 な 状 態 に あ る 鼻 洞 通 路 を ダ イ ナ ミ ッ ク に 評 価 す る 必 要 が あ
る 。 本 件 で 提 案 さ れ て い る よ う に 、 鼻 洞 疾 患 お よ び そ の ダ イ ナ ミ ッ ク な 成 分 を 査 定 す る こ
と が で き る の で あ れ ば 、 副 鼻 腔 炎 の 治 療 を 目 標 に 決 め て 、 よ り 集 中 的 か つ 観 血 を 最 小 限 に
押 さ え た 様 式 で 患 者 治 療 に あ た る こ と が で き る か も し れ な い 。 こ の よ う に 通 路 に 注 目 し て
、 可 撓 性 に 富 む 器 具 を 使 用 す る こ と で 、 鼻 洞 介 在 処 置 に 全 く 新 し い 取 組 み を 提 案 す る こ と
が で き る が 、 す な わ ち 、 可 撓 性 に 富 む カ テ ー テ ル お よ び ガ イ ド 器 具 を 利 用 し 、 そ れ ら を 、
周 囲 組 織 に 対 し て 最 小 限 の 損 傷 で 搬 送 す る こ と の で き る 通 路 お よ び 空 洞 の 修 正 装 置 と 併 用
す る と い う 取 組 み で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ＜ 鼻 中 隔 ＞
　 鼻 中 隔 は 、 鼻 の 一 方 側 を 他 方 側 と 分 割 す る 軟 骨 性 の 解 剖 学 的 構 造 で あ る 。 通 例 、 こ の 鼻
中 隔 は 比 較 的 真 っ 直 ぐ で あ る 。 偏 向 鼻 中 隔 は 、 隔 壁 を 形 成 し て い る 軟 骨 が 以 上 に 湾 曲 ま た
は 屈 曲 し て い る 状 態 で あ る 。 偏 向 し た 鼻 中 隔 は 鼻 を か む と 発 生 す る こ と が あ り 、 或 い は 、
場 合 に よ っ て は 、 鼻 に 外 傷 が 生 じ た 結 果 と し て 発 生 す る こ と が あ る 。 偏 向 鼻 中 隔 は 適 切 な
呼 吸 を 妨 害 し 、 鼻 汁 の 正 常 な 排 液 の 障 害 と な る こ と が あ り 、 特 に 、 ア レ ル ギ ー 、 鬱 血 緩 和
剤 の 濫 用 な ど が 原 因 で 鼻 介 骨 が 膨 張 ま た は 拡 張 し て い る 患 者 に つ い て は あ り が ち で あ る 。
鼻 洞 の 排 液 が こ の よ う に 阻 害 さ れ る こ と で 、 患 者 は 鼻 洞 感 染 症 に 罹 り や す く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 鼻 が 適 切 に 機 能 す る の を 阻 害 す る 鼻 腔 の 偏 向 鼻 中 隔 は 、 鼻 中 隔 形 成 術 と し て 周 知 の 処 置
に よ り 、 外 科 手 術 で 矯 正 す る こ と が で き る 。 典 型 的 な 鼻 中 隔 形 成 処 置 で は 、 内 視 鏡 を 鼻 に
挿 入 し て 、 医 者 が 鼻 の 内 部 に 切 開 部 を 設 け 、 鼻 中 隔 の 内 層 を 持 ち 上 げ て 、 そ の 下 に 位 置 す
る 、 異 常 に 偏 向 し た 硬 骨 お よ び 軟 骨 を 除 去 し て 真 っ 直 ぐ に す る 。 そ の よ う な 外 科 手 術 に よ
る 鼻 中 隔 形 成 処 置 は 偏 向 鼻 中 隔 を 効 果 的 に 真 っ 直 ぐ に す る こ と が で き る が 、 鼻 の 軟 骨 に は
あ る 種 の 形 状 記 憶 が あ り 、 鼻 中 隔 は そ の 元 の 偏 向 形 状 に 戻 ろ う と す る 傾 向 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ＜ 鼻 介 骨 の 削 減 ／ 除 去 ＞
　 内 視 鏡 外 科 手 術 を 含 む 多 様 な 外 科 手 術 技 術 を 利 用 し て 、 下 位 鼻 介 骨 が 慢 性 的 に 拡 張 し て
い る せ い で 正 常 な 呼 吸 や 副 鼻 腔 か ら の 正 常 な 排 液 が 阻 害 さ れ て い る 患 者 の 下 位 鼻 介 骨 の 削
減 お よ び ／ ま た は 除 去 を す る こ と は 既 に 実 施 さ れ て い る 。 通 例 、 下 位 鼻 介 骨 の 慢 性 的 拡 張
は ア レ ル ギ ー や 慢 性 的 炎 症 の 結 果 で あ る 。 下 位 鼻 介 骨 の 肥 大 は 、 鼻 介 骨 の 柔 組 織 を 押 し や
り 、 ま た は 、 そ こ に 衝 突 す る 偏 向 鼻 中 隔 を 患 っ て い る 患 者 に と っ て は 特 に 問 題 と な る 。 従
っ て 、 偏 向 鼻 中 隔 を 真 っ 直 ぐ に す る た め の 鼻 中 隔 形 成 術 は 、 し ば し ば 、 下 位 鼻 介 骨 の 削 減
と 同 時 に 実 施 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ＜ 鼻 洞 腫 瘍 ＞
　 大 抵 の ポ リ ー プ は 良 性 で あ る が 、 転 位 乳 頭 腫 と し て 周 知 の 鼻 ポ リ ー プ の 一 形 態 は 悪 性 腫
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瘍 と し て 発 生 す る こ と が あ る 。 鼻 の 両 側 に 発 生 す る の が 通 例 で あ る 大 抵 の 良 性 ポ リ ー プ と
は 異 な り 、 転 位 乳 頭 腫 は 一 方 側 だ け に 見 ら れ る の が 普 通 で あ る 。 従 っ て 、 片 側 の み の ポ リ
ー プ が 見 ら れ る よ う な 場 合 は 、 生 検 に 付 し て 悪 性 で あ る か 否 か を 判 定 す る の が 普 通 で あ る
。 転 位 乳 頭 腫 は 、 悪 性 に な る 前 に 見 つ か っ て 完 全 に 除 去 さ れ て し ま え ば 、 通 例 は 再 発 す る
こ と が な い 。 し か し 、 こ れ ま で の と こ ろ 利 用 で き た 技 術 を 利 用 し た 場 合 、 長 期 に 亘 る 術 後
追 跡 調 査 で ポ リ ー プ の 再 生 が 見 ら れ な い 限 り 、 ま た 、 ポ リ ー プ 再 生 が 見 つ か る ま で は 、 乳
頭 腫 が 完 全 に 除 去 さ れ た か 否 か を 判 定 す る こ と が 難 し い 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 多 様 な 良 性 の 鼻 洞 腫 瘍 の 発 生 が こ れ ま で に 分 か る よ う に な っ て き た が 、 現 在 で は 比 較 的
稀 有 で あ る 。 悪 性 の 鼻 洞 腫 瘍 の 最 も あ り ふ れ た 形 態 は 増 殖 上 皮 細 胞 癌 で あ る 。 外 科 手 術 や
放 射 線 治 療 や っ た と し て も 、 副 鼻 腔 の 増 殖 上 皮 細 胞 癌 は 比 較 的 悲 観 的 な 予 後 を 伴 う 。 副 鼻
腔 を 侵 す 、 上 記 以 外 の 悪 性 腫 瘍 と し て は 腺 癌 が あ り 、 そ れ よ り は 稀 な も の と し て リ ン パ 腺
腫 が あ り 、 更 に 稀 な も の と し て 黒 色 腫 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ＜ 顔 面 骨 折 ＞
　 顔 面 の 骨 折 の 最 も あ り ふ れ た 原 因 は 自 動 車 事 故 で あ る が 、 顔 面 骨 折 は ま た 、 ス ポ ー ツ 傷
害 、 産 業 事 故 、 落 下 、 暴 行 、 銃 撃 に よ る 負 傷 な ど を 原 因 と す る こ と が 多 い 。 顔 面 骨 折 の 或
る も の は 、 鼻 腔 ま た は 副 鼻 腔 の 内 部 か ら 接 近 で き る 骨 に 関 与 し て い る 。 注 目 す べ き こ と に
、 鼻 は 顔 の 中 で 突 出 し た 位 置 に あ る た め 、 顔 面 構 造 部 の 中 で も 最 も 負 傷 し や す い 部 位 で あ
る 。 従 っ て 、 鼻 の 骨 折 は （ そ の 結 果 と し て 偏 向 鼻 中 隔 を 伴 う 場 合 も 、 伴 わ な い 場 合 も ） 稀
有 な こ と で は な い 。 眼 窩 床 お よ び ／ ま た は 篩 骨 洞 や 前 頭 洞 の 骨 折 な ど の 、 上 記 以 外 の 顔 面
骨 折 も 鼻 ま た は 鼻 洞 の 内 側 か ら 接 近 で き る 。 よ く あ る タ イ プ の 眼 窩 床 骨 折 が 「 破 裂 」 骨 折
で あ り 、 こ れ は 通 例 、 目 に 加 え ら れ た 鈍 い 外 傷 が 原 因 で あ り 、 力 が 下 向 き に 伝 達 さ れ て 、
眼 窩 床 を 形 成 し て い る 比 較 的 薄 い 骨 が 下 方 向 に 砕 け る と い う も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 眼
窩 周 辺 組 織 は 上 顎 洞 の 中 に 脱 漏 し 、 し ば し ば 、 下 方 向 に 延 び て 上 顎 洞 に 入 り 込 む 、 骨 の 「
捕 獲 穴 」 を 作 っ て し ま う こ と も あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ＜ 内 視 鏡 に よ る 鼻 洞 外 科 手 術 と そ れ 以 外 の 現 在 の 処 置 ＞
　 <<機 能 的 内 視 鏡 鼻 洞 外 科 手 術 >>
　 慢 性 副 鼻 腔 炎 の も っ と も あ り ふ れ た 矯 正 外 科 手 術 は 機 能 的 内 視 鏡 鼻 腔 外 科 手 術 （ FESS）
で あ る 。 FESSで は 、 内 視 鏡 が 鼻 に 挿 入 さ れ 、 内 視 鏡 を 介 し て 視 認 し な が ら 、 医 者 は 罹 患 組
織 ま た は 罹 患 骨 、 ま た は 、 肥 大 組 織 ま た は 肥 厚 骨 を 除 去 し 、 鼻 腔 の 小 口 を 拡 大 し て 、 鼻 腔
の 正 常 な 排 液 を 回 復 さ せ る 。 FESS処 置 は 副 鼻 腔 炎 の 治 療 と 腫 瘍 除 去 、 ポ リ ー プ 除 去 、 お よ
び 、 そ れ 以 外 の 異 常 増 殖 の 除 去 に 効 果 を 有 す る 。 上 記 以 外 の 内 視 鏡 に よ る 鼻 腔 内 処 置 を 採
用 し て 、 脳 下 垂 体 腫 瘍 を 除 去 し 、 グ レ ー ヴ ズ 病 （ す な わ ち 、 甲 状 腺 亢 進 症 の 合 併 症 で 、 眼
球 の 突 出 を 生 じ る ） の 治 療 、 お よ び 、 鼻 に 脳 脊 髄 液 が 漏 出 す る （ す な わ ち 、 脳 脊 髄 液 鼻 漏
） 稀 有 な 症 状 の 外 科 手 術 に よ る 修 復 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 下 位 鼻 介 骨 の 寸 法 を 低 減 す る 外 科 手 術 は 、 内 視 鏡 に よ り 視 認 し な が ら （ 所 望 部 位 を 拡 大
し な が ら ） 達 成 さ れ る が 、 通 例 は 、 患 者 に 全 身 麻 酔 を 施 し た 状 態 で 実 施 さ れ る 。 切 開 部 は
、 通 例 、 鼻 介 骨 の 垣 と な る 粘 膜 中 に 設 け ら れ 、 そ の 下 に 位 置 す る 骨 を 露 出 さ せ る 。 下 に 位
置 す る 骨 の う ち 或 る 分 量 が 除 去 さ れ る 。 粘 膜 と 柔 組 織 の う ち 幾 ら か を 選 択 的 に 除 去 す る こ
と が 望 ま し い 場 合 で も 、 そ の よ う な 柔 組 織 は 嵩 減 ら し や 除 去 を 行 え る が 、 そ の 場 合 の 手 段
と し て 、 従 来 の 外 科 手 術 切 除 処 置 を 利 用 し た り 、 マ イ ク ロ 創 面 切 除 装 置 や レ ー ザ ー な ど の
よ う な 組 織 融 除 装 置 ま た は 組 織 の 嵩 減 ら し 装 置 を 使 用 す る こ と が で き る 。 そ れ ほ ど 頻 繁 で
は な い が 、 慢 性 肥 大 状 態 の 下 位 鼻 介 骨 が 寒 冷 治 療 法 に よ り 処 置 さ れ て い る 。 正 常 な 呼 吸 や
正 常 な 鼻 汁 排 出 を 回 復 す る の に 必 要 な 量 だ け を 除 去 す る の が 普 通 は 望 ま し い が 、 そ れ は 、
過 剰 な 組 織 を 鼻 介 骨 か ら 除 去 す る こ と で 、 吸 気 を 暖 め て 湿 り 気 を 与 え た り 吐 息 か ら 温 度 と
水 分 が 逃 げ な い よ う に す る と い う 鼻 介 骨 本 来 の 生 理 学 的 機 能 を 鼻 介 骨 が 実 施 す る 能 力 を 損
な う 恐 れ が あ る か ら で あ る 。 下 位 鼻 介 骨 外 科 手 術 に 付 随 す る 合 併 症 と し て は 、 出 血 、 硬 皮
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成 長 、 脱 水 、 お よ び 、 傷 痕 残 留 な ど が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 患 者 に よ っ て は 、 中 位 鼻 介 骨 は 侵 入 含 気 蜂 巣 細 胞 （ 水 疱 性 甲 介 ） が 存 在 す る せ い で 肥 大
し 、 或 い は 、 中 位 鼻 介 骨 は 形 成 異 常 （ 奇 異 屈 曲 ） を 呈 す る こ と が あ る 。 酷 い 篩 骨 洞 炎 や 鼻
ポ リ ー プ も 、 中 位 鼻 介 骨 の 肥 大 ま た は 形 成 異 常 を 生 じ る こ と が あ る 。 副 鼻 腔 か ら の か な り
の 量 の 鼻 汁 排 出 は 中 位 鼻 道 （ す な わ ち 、 中 位 鼻 介 骨 に 沿 っ て 延 び る 通 路 ） を 通 過 す る た め
、 中 位 鼻 介 骨 の 如 何 な る 肥 大 、 如 何 な る 形 成 異 常 も 鼻 腔 で 生 じ る 問 題 の 原 因 と な り 、 外 科
手 術 に よ る 矯 正 が 必 要 で あ る 。 従 っ て 、 副 鼻 腔 炎 を 治 療 す る た め に 実 施 す る 或 る FESS処 置
で は 、 中 位 鼻 道 が 空 い た 状 態 に さ れ る （ 例 え ば 、 ポ リ ー プ ま た は 肥 厚 組 織 が 除 去 さ れ る ）
こ と で 、 鼻 腔 排 液 の 改 善 を 図 っ て い る 。 し か し 、 中 位 鼻 介 骨 は 、 患 者 の 嗅 覚 に 寄 与 す る 嗅
神 経 末 端 の う ち の 幾 ら か を 含 む こ と が あ る 。 こ の た め 、 中 位 鼻 介 骨 の 削 減 は 、 通 例 は 、 で
き る 限 り 多 く の 組 織 を 残 す よ う に 配 慮 し な が ら 、 極 め て 保 存 志 向 的 態 様 で 実 施 さ れ る 。 水
疱 性 甲 介 に 罹 患 し て い る 患 者 で は 、 こ れ は 、 侵 入 含 気 嚢 の 一 方 側 に あ る 骨 を 除 去 す る こ と
を 含 む 。 中 位 鼻 介 骨 が 形 成 異 常 で あ る 場 合 に は 、 鼻 介 骨 の 邪 魔 に な る 部 分 だ け が 除 去 さ れ
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 <<拡 張 内 視 鏡 前 頭 洞 外 科 手 術 >>
　 前 頭 洞 の 炎 症 は 、 同 部 位 の 狭 い 解 剖 学 的 形 状 の せ い で 、 そ れ 以 外 の 副 鼻 腔 各 部 の 炎 症 を
外 科 手 術 お よ び ／ ま た は 医 学 的 治 療 が 解 消 し た 後 で す ら 、 特 に 持 続 す る 恐 れ が あ る 。 前 頭
洞 の 炎 症 が 宿 存 す る 場 合 、 中 隔 横 断 前 頭 洞 切 開 術 と し て 周 知 の 外 科 手 術 、 ま た は 、 修 正 ロ
ス ロ ッ プ 処 置 が し ば し ば 実 施 さ れ る 。 こ の 処 置 で は 、 医 者 は 鼻 中 隔 の 一 部 や 洞 と 洞 の 間 の
骨 隔 壁 を 除 去 し 、 １ つ の 大 き な 共 通 排 液 路 を 形 成 す る こ と で 、 前 頭 洞 の 排 液 を 鼻 に 流 す よ
う 図 る 。 こ の 複 雑 な 処 置 は 、 何 か 他 の 、 耳 、 鼻 、 喉 の 外 科 手 術 処 置 と 同 様 に 、 頭 蓋 を 刺 し
通 し て 脳 脊 髄 液 （ CSF） を 漏 出 さ せ て し ま う 危 険 を 担 う 恐 れ が あ る 。 ま た 、 或 る 鼻 腔 外 科
手 術 は 、 そ れ 以 外 の 耳 、 鼻 、 喉 の 処 置 手 順 と 同 様 に 、 視 神 経 、 眼 球 、 脳 に 近 接 し て 実 施 さ
れ る た め 、 そ の よ う な 構 造 体 に 損 傷 を 生 じ る 恐 れ が あ る 。 そ の よ う な 厄 介 な 合 併 症 や 損 傷
の 潜 在 的 可 能 性 を 最 小 限 に 抑 え る た め に 、 画 像 支 援 外 科 手 術 シ ス テ ム を 利 用 し て 、 複 雑 な
頭 部 お よ び 頚 部 の 処 置 を 実 施 し て き た 。 画 像 支 援 外 科 手 術 で は 、 統 合 的 解 剖 学 情 報 が 術 前
に 取 得 さ れ た CTス キ ャ ン 画 像 ま た は そ れ 以 外 の 解 剖 学 的 マ ッ ピ ン グ デ ー タ に よ り 供 給 さ れ
る 。 術 前 CTス キ ャ ン ま た は そ れ 以 外 の 解 剖 学 的 マ ッ ピ ン グ 処 置 に 由 来 す る デ ー タ は コ ン ピ
ュ ー タ に 読 み 込 ま れ 、 ロ ー カ ラ イ ザ と し て 周 知 の 特 殊 セ ン サ ー が 外 科 手 術 器 具 に 装 着 さ れ
る 。 斯 様 に し て 、 コ ン ピ ュ ー タ を 使 用 し 、 ロ ー カ ラ イ ザ 装 備 の 外 科 手 術 器 具 の 各 々 が ど の
点 に あ っ て も 、 そ の 厳 密 な 位 置 を 適 時 に 医 者 は 確 認 す る こ と が で き る 。 こ の 情 報 は 、 標 準
内 視 鏡 に よ り 行 わ れ た 目 視 観 察 記 録 と 連 動 さ せ ら れ て 、 医 者 が 外 科 手 術 器 具 を 注 意 深 く 設
置 し て 、 CSF漏 出 を 生 じ る の を 防 止 し 、 神 経 ま た は そ の 他 の 重 要 な 構 造 体 に 損 傷 を 与 え る
の を 回 避 す る の を 助 け る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 <<FESSの 短 所 >>
　 FESSは 今 も 尚 、 酷 い 副 鼻 腔 炎 の 一 等 級 治 療 で あ る が 、 い く つ か の 欠 点 が あ る 。 患 者 が 処
置 に 付 随 す る 術 後 の 痛 み や 出 血 を 訴 え る こ と が 多 く 、 多 数 の 外 科 手 術 を 受 け た 後 で さ え 、
相 当 な 患 者 集 団 が 依 然 と し て 症 候 が 残 っ た ま ま で あ る 。 FESSは 極 め て 深 刻 な 事 例 （ CTス キ
ャ ン で 異 常 が 確 認 さ れ て い る も の 等 の よ う な ） に つ い て の み の 選 択 肢 で あ る と 考 え ら れ て
い る の で 、 処 方 さ れ た 治 療 薬 に 我 慢 が で き ず に 外 科 手 術 を 志 願 し た い と 考 え る て い る 患 者
は か な り 大 勢 存 在 す る 。 更 に 、 副 鼻 腔 炎 を 査 定 す る 方 法 論 が 主 と し て 静 止 測 定 （ CT、 MRI
） で あ る た め 、 症 候 が 慢 性 的 で は な い 患 者 は 、 実 際 に 潜 伏 す る 瑣 末 要 因 が 重 要 な 役 割 を 演
じ る 場 合 に は 、 ク ス リ 治 療 を 提 供 さ れ る だ け で あ る 場 合 が 多 い 。 こ れ ま で 、 こ の よ う な 患
者 に 提 供 さ れ る 瑣 末 治 療 と い う も の は 存 在 せ ず 、 薬 剤 治 療 を 見 限 っ て も 、 そ れ 以 外 に 取 る
べ き 道 は 明 確 で は な い 。 こ れ に よ り 、 救 済 を 必 要 と す る か な り の 数 の 患 者 が ス テ ロ イ ド 服
用 を 望 ま な い 、 ま た は 、 そ の 服 用 に 懸 念 を 抱 い た ま ま で あ る が 、 外 科 手 術 を 施 す の に 適 格
と い え る ほ ど の 重 病 で も な い 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 FESSと 鼻 洞 外 科 手 術 の 観 血 性 が 高 い う え に 痛 み を 伴 う 理 由 の １ つ は 、 剛 性 シ ャ フ ト を 設
け た 直 状 の 器 具 類 が 使 用 さ れ る と い う 事 実 に 関 連 し て い る 。 副 鼻 腔 の 各 洞 は 脳 や そ の 他 の
重 要 構 造 体 の 至 近 に 位 置 し て い る と い う 事 実 の せ い で 、 医 者 は 直 状 の 器 具 と 画 像 支 援 を 利
用 し て 望 ま し く な い 領 域 へ 刺 し 通 し て し ま う 恐 れ を 低 減 す る 技 術 を 開 発 し て き た 。 解 剖 学
的 構 造 の 深 層 領 域 を 標 的 に し よ う と 努 力 す る う ち に 、 直 状 の 器 具 類 に 上 記 の よ う に 依 存 し
た 結 果 と し て 、 器 具 類 の 経 路 に 存 在 し て い る 解 剖 学 的 構 造 体 を 部 分 切 除 し て 取 除 き 、 或 い
は 、 そ れ 以 外 の 方 法 で 対 処 す る 必 要 が 生 じ た が 、 そ の 場 合 、 そ の 解 剖 学 的 構 造 体 が 罹 患 部
の 一 部 で あ る か 否 か と は 無 関 係 で あ っ た 。 カ テ ー テ ル ベ ー ス の 技 術 と 心 臓 血 管 系 の た め に
開 発 さ れ た 画 像 化 の 進 歩 に 伴 い 、 可 撓 性 の 器 具 お よ び 支 援 装 置 を 利 用 す る こ と で 、 副 鼻 腔
介 入 措 置 が 罹 患 状 態 を 緩 和 す る 機 会 は 相 当 に 増 え て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 副 鼻 腔 介 入 措 置 を 実 施 す る に あ た り 、 観 血 と 術 後 の 痛 み を 以 前 よ り も 抑 え る こ と が で き
る よ う に 可 撓 性 の 器 具 を 開 発 す る こ と が で き る の で あ れ ば 、 こ の よ う な 処 置 は よ り 多 数 の
患 者 に 適 用 で き る よ う に す る こ と が で き る だ ろ う 。 更 に 、 本 件 に 記 載 さ れ て い る よ う に 、
可 撓 性 の 器 具 類 は 、 以 前 に は 決 し て で き な か っ た 新 し い 診 断 様 式 や 治 療 法 の 適 用 が で き る
よ う に す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 <<レ ー ザ ー ま た は 高 周 波 数 に よ る 鼻 介 骨 削 減 >>
　 鼻 介 骨 の 下 に 位 置 す る 骨 を 改 造 す る 必 要 が 無 い 場 合 に は 、 医 者 は 鼻 介 骨 内 （ ま た は 、 そ
の 上 ） の 凝 血 異 常 部 を 生 じ さ せ る よ う に 、 延 い て は 、 鼻 介 骨 の 柔 組 織 を 収 縮 さ せ る よ う に
設 計 さ れ た レ ー ザ 処 置 ま た は 高 周 波 処 置 を 実 施 す る こ と を 選 ぶ こ と が あ る 。 ま た 、 場 合 に
よ っ て は 、 プ ラ ズ マ 発 生 装 置 ワ ン ド を 利 用 し て 、 鼻 介 骨 に 隣 接 し て 高 エ ネ ル ギ ー プ ラ ズ マ
を 生 じ さ せ 、 鼻 介 骨 の 寸 法 を 削 減 さ せ る こ と も あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 肥 大 し た 下 位 鼻 介 骨 を 収 縮 さ せ る た め に 利 用 で き る 高 周 波 数 処 置 の 一 例 が 、 米 国 カ リ フ
ォ ル ニ ア 州 サ ニ ー ヴ ェ イ ル の ソ ム ナ ス ・ メ デ ィ カ ル ・ テ ク ノ ロ ジ ー ズ （ Somnus Medical T
echnologies） の ソ ム ノ プ ラ ス テ ィ ー （ Somnoplasty： 登 録 商 標 ） シ ス テ ム 高 周 波 組 織 容 積
削 減 法 （ RFVTR） で あ る 。 ソ ム ノ プ ラ ス テ ィ ー シ ス テ ム は 探 針 に 高 周 波 発 生 装 置 が 装 着 さ
れ て い る 。 探 針 は 粘 膜 を 通 し て 、 そ の 下 に 位 置 す る 鼻 介 骨 柔 組 織 に 挿 入 さ れ る が 、 こ れ は
通 常 、 直 接 視 認 環 境 で 実 施 さ れ る 。 次 い で 、 高 周 波 エ ネ ル ギ ー が 伝 搬 さ れ 、 探 針 の 周 囲 の
粘 膜 下 組 織 を 加 熱 す る こ と で 、 粘 膜 を 無 傷 の ま ま 残 存 さ せ な が ら 粘 膜 下 の 凝 血 異 常 部 を 生
じ さ せ る 。 凝 血 異 常 部 が 治 癒 す る に つ れ て 、 粘 膜 下 組 織 が 収 縮 す る こ と で 、 鼻 介 骨 の 全 体
的 寸 法 を 低 減 す る 。 高 周 波 組 織 体 積 削 減 法 （ RFVTR） は 、 局 所 麻 酔 を 利 用 し た 小 規 模 病 院
内 処 置 と し て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 上 述 の 処 置 お よ び 技 術 の 大 半 が 、 観 血 を 最 小 限 に 抑 え た ア プ ロ ー チ お よ び ／ ま た は 可 撓
性 器 具 類 の 使 用 に 対 し て 適 用 す る こ と が で き る 。 当 該 技 術 で は 、 こ の よ う な 観 血 を 最 小 限
に 抑 え た 処 置 お よ び 技 術 と 、 そ の よ う な 処 置 お よ び 技 術 を 実 施 す る た め に 使 用 す る こ と が
で き る 器 具 類 （ 例 え ば 、 可 撓 性 器 具 ま た は 可 撓 性 カ テ ー テ ル な ど ） も 開 発 す る 必 要 が あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 一 般 に 、 本 発 明 は 副 鼻 腔 炎 ま た は そ れ 以 外 の 、 耳 、 鼻 、 喉 の 諸 症 状 を 診 断 お よ び ／ ま た
は 治 療 す る 方 法 、 装 置 、 お よ び 、 シ ス テ ム を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 本 件 で 先 に 述 べ た よ う な １ 本 以 上 の 可 撓 性 の カ テ ー テ ル ま た は そ れ 以
外 の 可 撓 性 の 長 手 装 置 を 鼻 、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 、 中 耳 、 ま た は 、 こ れ ら に 付 随 す る 解 剖 学 的
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経 路 に 挿 入 し 、 介 入 措 置 ま た は 外 科 手 術 処 置 を 実 施 す る 方 法 が 提 示 さ れ る 。 こ の よ う な 可
撓 性 カ テ ー テ ル ま た は そ れ 以 外 の 可 撓 性 の 長 手 装 置 を 使 用 し な が ら 実 施 す る こ と が で き る
処 置 の 具 体 例 と し て 次 の も の が 挙 げ ら れ る が 、 そ れ ら に 限 定 さ れ る 訳 で は な い 。 す な わ ち
、 造 影 剤 を 搬 送 す る 工 程 、 治 療 有 効 量 の 治 療 物 質 を 搬 送 す る 工 程 、 ス テ ン ト 、 組 織 改 造 装
置 、 物 質 搬 送 移 植 片 、 ま た は 、 上 記 以 外 の 治 療 装 置 を 移 植 す る 工 程 、 鼻 ポ リ ー プ 、 異 常 組
織 、 肥 大 組 織 、 奇 形 組 織 な ど の 組 織 を 切 除 し 、 融 除 し 、 嵩 減 ら し し 、 焼 灼 し 、 加 熱 し 、 凍
結 さ せ 、 レ ー ザ 処 理 し 、 拡 張 さ せ 、 或 い は 、 上 記 以 外 の 修 正 を 施 す 工 程 と 、 細 胞 ま た は 組
織 を 補 綴 ま た は 移 植 し 、 骨 折 を 緩 和 し 、 据 付 け 、 ネ ジ 留 め し 、 粘 着 剤 を 塗 布 し 、 固 定 し 、
減 圧 し 、 ま た は 、 上 記 以 外 の 治 療 を 施 す 工 程 と 、 遺 伝 子 ま た は 遺 伝 子 治 療 試 料 を 搬 送 し 、
副 鼻 腔 内 ま た は そ れ 以 外 の 鼻 の 内 部 の 硬 骨 性 組 織 ま た は 軟 骨 性 組 織 を 切 除 し 、 融 除 し 、 嵩
減 ら し し 、 焼 灼 し 、 加 熱 し 、 凍 結 さ せ 、 レ ー ザ ー 処 理 し 、 截 骨 領 域 ま た は 穿 孔 を 設 け 、 ま
た は 、 上 記 以 外 の 修 正 を 施 す 工 程 と 、 副 鼻 腔 の １ 個 以 上 の 洞 か ら の 排 液 に 影 響 す る 副 鼻 腔
小 口 ま た は そ れ 以 外 の 解 剖 学 的 構 造 の 形 状 、 寸 法 、 ま た は 、 構 造 を 修 復 ま た は 変 更 す る 工
程 と 、 副 鼻 腔 ま た は そ れ 以 外 の 鼻 の 内 部 に 由 来 す る 膿 ま た は 異 所 迷 入 物 質 を 除 去 す る 工 程
と 、 副 鼻 腔 の 内 部 に 沿 っ て 存 在 す る 細 胞 を 掻 き 落 し 、 ま た は 、 他 の 態 様 で 除 去 す る 工 程 と
、 腫 瘍 の 全 部 ま た は 一 部 を 除 去 す る 工 程 と 、 ポ リ ー プ を 除 去 す る 工 程 と 、 ヒ ス タ ミ ン 、 ア
レ ル ゲ ン 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 副 鼻 腔 の 内 部 の 組 織 に よ っ て 粘 膜 の 分 泌 の 原 因 と な る 物
質 を 搬 送 し て 副 鼻 腔 か ら の 排 液 を 査 定 で き る よ う に す る 工 程 と 、 移 植 蝸 牛 刺 激 装 置 、 体 内
留 置 式 の 補 聴 装 置 ま た は 音 増 幅 装 置 な ど を 移 植 す る 工 程 と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 更 に 本 発 明 に よ れ ば 、 副 鼻 腔 の 諸 症 状 を 診 断 お よ び 査 定 す る 方 法 が 提 示 さ れ る が 、 そ の
具 体 例 と し て 、 空 洞 に 造 影 剤 を 搬 送 す る 方 法 、 粘 膜 液 を 査 定 す る 方 法 、 通 路 抵 抗 と 繊 毛 機
能 を 査 定 す る 方 法 と 、 或 る 領 域 に 抗 原 投 与 す る 方 法 な ど を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 更 に 本 発 明 に よ れ ば 、 本 件 記 載 の 処 置 の う ち の 幾 つ か ま た は 全 部 を 実 施 す る 新 規 な 装 置
が 提 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 以 外 の 本 発 明 の 局 面 、 詳 細 、 お よ び 、 実 施 形 態 は 、 本 発 明 の 後 段 の 詳 細 な 説 明 と 添
付 図 面 と を 見 れ ば 、 当 業 者 な ら 理 解 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 後 段 の 詳 細 な 説 明 と 添 付 図 面 は 、 本 発 明 の 具 体 例 す な わ ち 実 施 形 態 の 幾 つ か を 説 明 し た
に す ぎ ず 、 必 ず し も 全 部 を 説 明 し た も の で は な い と 解 釈 す る べ き で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 を
限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 特 許 出 願 の 図 面 の 多 く が 耳 、 鼻 、 お よ び 、 喉 の 解 剖 学 的 構 造 を 例 示 し て い る 。 一 般 に
、 こ の よ う な 解 剖 学 的 構 造 は 次 の よ う な 参 照 符 号 で 表 示 さ れ て い る 。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鼻 腔 　 　 　 　 　 NC
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 鼻 咽 頭 　 　 　 　 NP
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上 位 鼻 介 骨 　 　 ST
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 中 位 鼻 介 骨 　 　 MT
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 下 位 鼻 介 骨 　 　 IT
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 前 頭 洞 　 　 　 　 FS
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 篩 骨 洞 　 　 　 　 ES
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蝶 形 骨 洞 　 　 　 SS
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 蝶 形 骨 洞 小 口 　 SSO
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 上 顎 洞 　 　 　 　 MS
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 人 間 の 鼻 に は 左 右 の 鼻 孔 ま た は 外 鼻 孔 が あ り 、 こ れ ら は 左 右 別 個 の 鼻 孔 に 通 じ て い る 。
左 右 の 鼻 孔 は 鼻 中 隔 に よ っ て 分 離 さ れ て お り 、 鼻 中 隔 は 実 質 的 に 軟 骨 と 硬 骨 か ら 形 成 さ れ
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て い る 。 鼻 中 隔 の 後 ろ で は 、 複 数 の 鼻 腔 が 集 束 し て 鼻 咽 喉 に な っ て い る 。 左 右 の エ ウ ス タ
キ オ 管 （ す な わ ち 、 耳 管 ） は 頭 部 の 両 側 で 中 耳 か ら 、 鼻 咽 頭 の 左 右 両 側 に 位 置 す る 開 口 部
ま で 延 び て い る 。 鼻 咽 頭 は 口 蓋 垂 を 越 え て 下 位 側 に 延 び て 咽 頭 に 入 る 。 図 １ Aお よ び 図 １ B
に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 顔 面 の 両 側 の 顔 面 骨 に 副 鼻 腔 が 形 成 さ れ て い る 。 副 鼻 腔 は 個 々
の 開 口 部 す な わ ち 小 口 を 通 し て 鼻 腔 の 中 へ 開 い て い る 。 副 鼻 腔 は 、 前 頭 洞 FS、 篩 骨 洞 ES、
蝶 形 骨 洞 SS、 お よ び 、 上 顎 洞 MSか ら な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 、 現 行 の 取 組 み よ り も 観 血 を 少 な く し た 態 様 で 、 耳 、 鼻 、 お よ び 、 喉 の 疾 病 を
診 断 お よ び 治 療 す る 各 種 装 置 と そ れ ら に 付 随 す る 各 種 方 法 か ら な る 包 括 的 シ ス テ ム を 提 供
す る も の で あ る 。 詳 細 に 述 べ る と 、 後 段 で 具 体 的 に 説 明 さ れ る が 、 本 発 明 は 、 手 術 場 （ 例
え ば 、 鼻 咽 頭 お よ び ／ ま た は １ 個 以 上 の 鼻 腔 ま た は 局 所 の 管 な ど ） の 液 体 封 鎖 を 全 体 的 ま
た は 部 分 的 に 実 施 す る 装 置 を 提 供 す る 。 こ の よ う な 手 術 場 の 液 体 封 鎖 に よ り 、 多 様 な 画 像
化 様 式 と 組 合 わ せ た 流 体 ベ ー ス ま た は 気 体 ベ ー ス の 薬 剤 を 利 用 し て 鼻 腔 、 管 、 通 路 を 画 像
化 す る こ と が で き る よ う に な る と 同 時 に 、 手 術 場 か ら 液 体 を 吸 引 す る 危 険 や 、 か か る 液 体
の 漏 出 を 抑 制 で き な く な る 危 険 を 回 避 す る こ と が で き る 。 更 に 、 手 術 場 を こ の よ う に 液 体
封 鎖 す る こ と で 、 処 置 途 中 に 放 出 さ れ た 血 液 ま た は 洗 浄 液 の 保 持 と 収 集 を 行 え る よ う に な
る 。 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 は 、 副 鼻 腔 の 静 的 性 質 と 動 的 性 質 を 査 定 す る と と も に 、 特 定 の
副 鼻 腔 ま た は 特 定 の 標 的 領 域 （ 例 え ば 、 狭 窄 し た 鼻 腔 小 口 、 鼻 腔 内 の 感 染 組 織 、 腫 瘍 、 そ
の 他 の 標 的 構 造 体 な ど ） に 対 す る 特 殊 治 療 を 支 援 す る た め に も 利 用 す る こ と が で き る 、 １
組 の 方 法 お よ び 装 置 で あ る 。 本 発 明 の ま た 別 な 局 面 は 、 画 像 支 援 お よ び ／ ま た は 内 視 鏡 支
援 を 受 け な が ら 、 鼻 腔 通 路 ま た は 局 所 の 管 へ の 観 血 を 最 小 限 に 抑 え た 進 入 に 適 す る よ う に
設 計 さ れ る こ と で 、 問 題 の 領 域 に 対 し て 拡 張 、 融 除 、 部 分 切 除 、 注 入 、 移 植 な ど の よ う な
局 所 治 療 を 施 す よ う に し た 各 種 の 装 置 お よ び 方 法 の 用 途 で あ る 。 こ の よ う な 装 置 お よ び 方
法 は 使 い 捨 て 可 能 で あ り 、 或 い は 、 一 時 的 に 適 用 す る だ け で 済 む か 、 或 い は 、 進 行 中 の 機
能 部 材 （ 移 植 可 能 な 薬 物 搬 送 シ ス テ ム 、 蝸 牛 移 植 片 な ど ） と 一 緒 に 移 植 す る こ と が で き る
。 多 数 の 実 施 形 態 で 、 本 発 明 は 、 可 撓 性 の カ テ ー テ ル と 、 細 長 い 可 撓 性 部 材 ま た は カ テ ー
テ ル に 搭 載 さ れ る か 、 そ れ ら を 通 し て 搬 送 さ れ る 多 様 な 作 業 装 置 を 活 用 し 、 広 範 な 鼻 疾 病
お よ び 喉 疾 病 を 診 断 お よ び 治 療 す る こ と を 含 み 、 こ れ ら 疾 病 と し て 、 鼻 ポ リ ー プ 、 副 鼻 腔
炎 、 肥 大 鼻 介 骨 、 偏 向 鼻 中 隔 、 腫 瘍 、 感 染 、 変 形 な ど が あ る 。 後 段 に は 、 本 発 明 に 従 っ て
使 用 す る こ と が で き る 、 多 数 の 特 殊 装 置 お よ び 方 法 が 記 載 さ れ て い る 。 後 段 に 記 載 さ れ て
い る 特 定 の 装 置 ま た は 方 法 の い ず れ か と 関 連 づ け て 説 明 さ れ て い る 構 成 要 素 、 素 子 、 制 約
、 属 性 、 ま た は 、 工 程 は い ず れ も 、 本 発 明 の 他 の 装 置 ま た は 方 法 の い ず れ か に 組 み 込 ま れ
、 或 い は 、 そ れ ら の い ず れ か と 併 用 す る こ と が で き る が 、 但 し 、 そ う す る こ と で 結 果 と し
て 得 ら れ た 装 置 ま た は 方 法 が 利 用 す る に あ た っ て 個 々 に 意 図 さ れ た 目 的 に 適 っ て い る 場 合
に 限 ら れ る も の と 理 解 す る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 A.　 閉 塞 接 近 ポ ー ト 装 置
　 本 発 明 の 処 置 の 大 半 は 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 中 耳 、 ま た は 、 副 鼻 腔 の 内 部 に １ 本 以 上 の 可 撓 性
カ テ ー テ ル ま た は そ れ 以 外 の 可 撓 性 の 細 長 い 作 業 装 置 （ そ の 具 体 例 は 、 図 ５ Aか ら 図 ５ Y''
'''に 例 示 さ れ て お り 、 後 段 で 説 明 さ れ る ） を 挿 入 し て 設 置 す る こ と を 要 件 と し て い る 。
こ の よ う な カ テ ー テ ル お よ び ／ ま た は そ れ 以 外 の 細 長 い 作 業 装 置 を 容 易 に 挿 入 で き る よ う
に し て 適 切 に 設 置 す る た め に 、 ま た 、 血 液 ま た は 堆 積 物 が 手 術 部 位 か ら 排 出 さ れ る と い う
望 ま し く な い 出 来 事 を 防 止 す る た め に 、 本 発 明 は 、 多 数 の 異 な る 閉 塞 部 材 お よ び ／ ま た は
接 近 ポ ー ト 装 置 を 含 ん で い る が 、 そ れ ら の 具 体 例 が 図 ２ Aか ら 図 ２ Rに 例 示 さ れ て お り 、 こ
れ ら は 、 鼻 お よ び ／ ま た は 口 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ て 、 ａ ） 液 体 （ 例 え ば 、 ガ ス ま た は 液 体
な ど ） が 排 出 さ れ た り 漏 出 す る と い う 望 ま し く な い 出 来 事 を 防 止 し 、 ｂ ） ガ イ ド や 作 業 装
置 の 挿 入 と 設 置 を 容 易 に す る が 、 ガ イ ド お よ び 作 業 装 置 の 具 体 例 は 図 ５ Ａ か ら 図 ５ Ｙ ''''
'と 図 ６ Ａ か ら 図 ６ Ｅ に 例 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ２ Ａ な い し 図 ２ Ｂ は 、 前 後 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ が 右 鼻 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ て い る と と も
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に 前 閉 塞 接 近 装 置 １ ２ が 左 鼻 腔 の 前 領 域 に 設 置 さ れ て い る 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 両 側 の 部 分
断 面 図 で あ る 。 詳 細 に は 、 図 ２ Ａ は 、 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 右 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副
鼻 腔 と 、 こ れ ら の 部 位 に 本 発 明 の 前 後 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ が 挿 入 さ れ て い る の と を 例 示 し て
い る 。 前 後 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ は 、 鼻 中 隔 の 右 側 の 右 鼻 腔 を 閉 鎖 す る 前 閉 塞 部 材 １ ４ と 、 鼻
中 隔 の 背 後 で （ し か し 、 通 例 は 、 声 門 の 上 で ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 を 閉 鎖 す る
後 閉 塞 部 材 １ ８ と 、 前 閉 塞 部 材 １ ５ と 後 閉 塞 部 材 １ ８ の 間 で 延 在 し て い る 管 材 １ ６ と を 備
え て い る 。 後 閉 鎖 の 装 置 と 前 閉 鎖 の 装 置 は 単 独 で 使 用 さ れ て も よ い し 、 組 合 わ せ て 使 用 さ
れ て も よ い 。 こ れ ら は 同 軸 に 配 備 さ れ て も よ い が 、 代 替 例 と し て 、 一 開 口 部 ご と に １ 個 、
単 独 様 式 で 配 備 さ れ て も よ い 。 こ れ ら 閉 鎖 様 式 の ど の よ う な 組 合 せ を 採 用 し て も １ つ 以 上
の 上 述 の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る 点 に 、 注 目 す る べ き で あ る 。 管 １ ６ の 横 断 面 が 図 ２
Ｃ に 例 示 さ れ て い る 。 こ れ 以 外 の 断 面 形 状 も 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 多 数 の 装 置 ま た は 複 数
の 流 体 （ 具 体 的 に は 、 液 体 と 気 体 ） が 通 過 す る こ と が で き る よ う に し た 、 よ り 多 く の 管 腔
を 備 え て い る も の が 挙 げ ら れ る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 装 置 １ ０ （ ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 本
件 に 記 載 さ れ て い る 閉 塞 接 近 装 置 の い ず れ か ） が 注 入 用 と 吸 引 用 に 別 個 の 管 腔 を 有 し て い
る こ と に よ り 、 潅 注 液 ま た は そ れ 以 外 の 流 体 の 注 入 と 、 潅 注 液 ま た は そ れ 以 外 の 手 術 場 に
由 来 す る 流 体 の 吸 引 と を 同 時 に 行 う こ と が で き る よ う に す る の が 望 ま し い 場 合 が あ る 。 こ
の よ う に 、 封 鎖 さ れ た 手 術 場 の 内 側 で 流 体 が 連 続 し て 方 向 転 換 す る こ と は 、 手 術 場 か ら 血
液 ま た は 堆 積 物 を 洗 浄 し 、 内 視 鏡 を 利 用 す る 場 合 や そ れ 以 外 の 様 々 な 理 由 か ら 、 解 剖 学 的
構 造 を 支 障 な く 容 易 に 視 認 で き る よ う に す る の に 有 用 と な る 。 ポ ー ト 本 体 部 ２ ８ は 管 １ ６
の 近 位 端 に 取 り 付 け ら れ る 。 装 置 挿 入 開 口 ３ ０ は ポ ー ト 本 体 部 ２ ８ を 通 っ て 延 び 、 管 １ ６
の 作 業 管 腔 に 入 る 。 １ 個 以 上 の 出 口 開 口 ２ ２ 、 ２ ４ が 管 の 各 部 に 置 か れ て 、 装 置 （ 例 え ば
、 カ テ ー テ ル 、 流 体 注 入 装 置 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｙ '''''に 例 示 さ
れ て い る と と も に 後 段 で 説 明 さ れ て い る 長 手 の 装 置 例 な ど ） が 装 置 入 口 開 口 ３ ０ に 挿 入 さ
れ て 作 業 管 腔 ５ ０ を 通 っ て 前 進 さ せ ら れ 、 出 口 開 口 ２ ２ 、 ２ ４ の う ち の 選 択 さ れ た 一 方 か
ら 外 に 出 て 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 副 鼻 腔 内 の 一 点 へ 至 る よ う に す る 。 図 ２ Ａ に 例 示 さ れ
て い る 特 定 の 実 施 形 態 で は 、 前 閉 塞 部 材 １ ４ お よ び 後 閉 塞 部 材 １ ８ は バ ル ー ン を 有 し て い
る が 、 こ れ ら 以 外 の 多 種 多 様 な 閉 塞 部 材 が バ ル ー ン の 代 用 に さ れ て も よ い が 、 そ の 具 体 例
は 図 ３ Ａ な い し 図 ３ Ｋ に 例 示 さ れ て い る と と も に 後 段 で 説 明 さ れ る 。 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮
管 腔 ５ ２ 、 ５ ６ は 近 位 ル ア ー コ ネ ク タ ３ ２ 、 ２ ６ か ら 管 １ ６ を 通 り 、 前 閉 塞 部 材 １ ４ お よ
び 後 閉 塞 部 材 １ ８ へ と そ れ ぞ れ に 延 び て い る 。 従 っ て 、 注 射 器 ま た は そ れ 以 外 の 流 体 放 出
／ 回 収 装 置 を コ ネ ク タ ３ ２ に 接 続 し て 、 前 閉 塞 部 材 １ ４ を 選 択 的 に 膨 張 お よ び ／ ま た は 収
縮 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 別 な 注 射 器 ま た は そ れ 以 外 の 流 体 放 出 ／ 回 収 装 置 を コ ネ ク タ
３ ６ に 接 続 し て 、 後 閉 塞 部 材 １ ８ を 選 択 的 に 膨 張 お よ び ／ ま た は 収 縮 さ せ る よ う に し て も
よ い 。 図 ２ Ｂ の 例 示 か ら 明 ら か に な る よ う に 、 後 閉 塞 部 材 は （ 十 分 に 膨 張 す る と ） 鼻 中 隔
の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 、 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 を 完 全 に 閉 塞 す る
よ う な 寸 法 お よ び 形 状 に な る た め 、 血 液 ま た は そ れ 以 外 の 液 体 や 堆 積 物 が 患 者 の 右 鼻 腔 ま
た は 左 鼻 腔 の い ず れ か か ら 咽 頭 に 排 出 さ れ る の を 阻 止 す る こ と が で き る 。 装 置 １ ０ の 前 閉
塞 部 材 １ ４ は 、 十 分 に 膨 張 す る と 、 右 鼻 腔 の み を 閉 塞 し 、 手 術 処 置 中 に 血 液 ま た は そ れ 以
外 の 液 体 や 堆 積 物 が 管 １ ６ の 周 囲 で 排 出 さ れ て 右 鼻 孔 か ら 外 に 漏 れ る の を 阻 止 す る よ う に
働 く 。 フ ラ ッ パ ー バ ル ブ 、 ダ ッ ク ビ ル バ ル ブ 、 止 血 バ ル ブ の よ う な 逆 止 弁 、 ま た は 、 そ れ
以 外 の バ イ オ 医 療 装 置 設 計 の 分 野 で 従 来 公 知 の タ イ プ の 逆 止 弁 が ポ ー ト 本 体 部 ２ ８ の 内 側
に 設 置 さ れ て 、 カ テ ー テ ル ま た は そ れ 以 外 の 長 手 装 置 （ そ の 具 体 例 は 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｔ
に 例 示 さ れ て い る と と も に 後 段 で 説 明 さ れ る ） に 挿 入 ポ ー ト ３ ０ を 通 し て 遠 位 方 向 に 前 進
さ せ 、 ポ ー ト 本 体 部 ２ ８ を 通 り 抜 け て か ら 作 業 管 腔 ５ ０ を 通 過 さ せ な が ら も 、 血 液 ま た は
そ れ 以 外 の 液 体 や 堆 積 物 が 作 業 管 腔 ５ ０ を 通 し て 排 出 さ れ て 装 置 挿 入 ポ ー ト ３ ０ か ら 外 へ
漏 れ る の を 阻 止 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 態 様 で 、 装 置 １ ０ は 右 鼻 腔 の 前 面 で は 実 質
的 に 液 体 封 鎖 式 の 前 シ ー ル を 形 成 し 、 鼻 中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 、 声 門 の 上 の ） 後 鼻
孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 で は 実 質 的 に 液 体 封 鎖 式 の 後 シ ー ル を 形 成 し て い る 。 実 質 的 に
液 体 封 鎖 式 の シ ー ル が 形 成 さ れ る た め 、 １ 個 以 上 の バ ル ブ （ 図 示 せ ず ） が 設 け ら れ て 、 術
場 へ 物 質 （ 例 え ば 、 造 影 剤 、 潅 注 溶 液 、 薬 剤 な ど ） を 注 入 し た 結 果 と し て 、 か つ ／ ま た は
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、 術 場 か ら 物 質 （ 例 え ば 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 液 体 、 堆 積 物 な ど ） を 吸 引 ま た は 排 除 し た 結
果 と し て 、 前 閉 塞 部 材 １ ４ と 後 閉 塞 部 材 １ ８ の 間 に 生 成 さ れ た 正 圧 ま た は 負 圧 を 緩 和 す る
こ と が で き る 。 更 に 、 吸 引 管 腔 ５ ４ は 吸 引 ル ア ー コ ネ ク タ ３ ４ か ら 延 び て 、 作 業 管 腔 ５ ０
を 通 っ て 、 管 １ ６ に 形 成 さ れ た 吸 引 開 口 ２ ６ に 至 る 。 吸 引 ポ ン プ が 吸 引 コ ネ ク タ ３ ４ に 接
続 さ れ て 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 液 体 、 お よ び ／ ま た は 、 堆 積 物 を 吸 引 し て 、 前 閉 塞 部 材 １ ４
と 後 閉 塞 部 材 １ ８ の 間 に 画 定 さ れ て い る 右 鼻 手 術 領 域 か ら 外 へ 排 出 さ れ る 。 図 面 に 例 示 さ
れ て い る と と も に 本 件 で 説 明 さ れ て い る 閉 塞 接 近 装 置 は 比 較 的 広 い 術 場 （ 例 え ば 、 鼻 腔 と
副 鼻 腔 の う ち 一 方 ま た は 両 方 、 鼻 腔 か ら 鼻 咽 頭 ま で な ど ） を 隔 絶 す る よ う に 設 計 さ れ て い
る が 、 特 殊 な 問 題 が 診 断 さ れ て し ま う と 、 か つ ／ ま た は 、 特 殊 な 標 的 領 域 が 識 別 さ れ て し
ま う と 、 閉 塞 部 材 １ ４ 、 １ ８ は 別 の 場 所 に 移 さ れ 、 か つ ／ ま た は 、 ま た 別 な 閉 塞 装 置 を そ
う ニ ュ し て 元 の 術 場 の 一 部 の み （ 例 え ば 、 １ 個 の 鼻 腔 の み 、 １ 個 の 副 鼻 腔 の み 、 １ 個 の エ
ウ ス タ キ オ 管 の み な ど ） を 隔 絶 し て 液 体 封 鎖 式 の シ ー ル を 形 成 す る こ と が で き る た め 、 鼻
、 鼻 咽 頭 、 副 鼻 腔 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 封 鎖 さ れ 、 か つ ／ ま た は 、 器 具 設 置 さ れ た 構 造 体
の 必 要 な 領 域 （ 単 数 お よ び 複 数 ） の み に つ い て 処 置 を 進 め る こ と が で き る よ う に な り 、 外
傷 を 最 小 限 に 抑 え る と と も に 患 者 の 快 適 さ を 増 す こ と が で き る こ と が 分 か る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ２ Ａ お よ び 図 ２ Ｂ に 例 示 さ れ て い る 装 置 １ ０ の よ う な 前 後 閉 塞 接 近 装 置 の 実 施 形 態 の
ど れ に つ い て も 、 前 閉 塞 部 材 １ ４ と 後 閉 塞 部 材 １ ８ の 間 の 距 離 は 、 解 剖 学 的 構 造 お よ び ／
ま た は 特 殊 な 標 的 領 域 も し く は 興 味 の 対 象 で あ る 隔 絶 さ れ た 術 場 の 変 化 に 適 応 す る よ う に
調 節 可 能 で あ る こ と が 分 か る 。 前 閉 塞 部 材 １ ４ お よ び 後 閉 塞 部 材 １ ８ は 分 離 可 能 な 装 置 で
あ り 、 前 閉 塞 部 材 は 、 複 数 の 管 腔 （ 例 え ば 、 膨 張 用 管 腔 、 作 業 チ ャ ネ ル 用 管 腔 、 潅 注 用 管
腔 な ど ） を 設 け る こ と の で き る 後 閉 塞 部 材 の 一 本 の 管 腔 を 通 っ て 滑 動 ま た は 通 過 す る こ と
が で き 、 ま た 、 前 閉 塞 部 材 は 後 閉 塞 部 材 と 一 体 型 に し て も よ い し 、 そ う で な く て も よ い 。
後 閉 塞 部 材 は ま た 、 複 数 の 管 腔 （ 例 え ば 、 膨 張 用 管 腔 、 作 業 チ ャ ネ ル 用 管 腔 、 潅 注 用 管 腔
な ど ） を 設 け る よ う に し て も よ い 。 更 に 、 前 閉 塞 部 材 と 後 閉 塞 部 材 の 両 方 に つ い て 全 て の
管 腔 に 弁 が 設 け ら れ て 、 気 体 、 液 体 、 血 液 な ど の 漏 出 ま た は 流 動 を 阻 止 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 前 出 口 開 口 ２ ２ と 後 出 口 開 口 ２ ４ を 設 け た 実 施 形 態 で は （ 図 ２ Ａ か ら 図 ２ Ｂ の 実 施 例 に
示 さ れ て い る よ う に ） 、 器 具 、 器 具 類 、 お よ び 、 流 体 は 前 出 口 開 口 ２ ２ と 後 出 口 開 口 ２ ４
の い ず れ か を 介 し て 搬 送 す る こ と が で き る こ と が 更 に 分 か る 。 或 る 事 例 で は 、 標 的 の 解 剖
学 的 管 腔 ま た は 篩 骨 細 胞 に 至 る 開 口 部 な ど の 管 腔 を よ り 良 好 に 視 認 で き る よ う に す る た め
に は 、 後 出 口 開 口 ２ ４ を 通 っ て 接 近 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ２ Ｂ お よ び 図 ２ Ｄ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 前 後 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ が 一 方 の 鼻 腔 を 通
し て 挿 入 さ れ る 処 置 で は 、 両 方 の 鼻 腔 の 内 部 に 別 個 の 前 後 閉 塞 接 近 装 置 １ ２ を 設 置 し て 、
血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 残 り の 鼻 孔 か ら 排 出 さ れ る の を 阻 止 す る と と も
に 、 カ テ ー テ ル ま た は そ れ 以 外 の 長 手 装 置 （ そ の 具 体 例 は 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｔ に 例 示 さ れ
て い る と と も に 後 段 で 説 明 さ れ る ） を 左 鼻 腔 お よ び 副 鼻 腔 か ら 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 残
り の 鼻 腔 か ら 接 近 す る こ と の で き る 解 剖 学 的 構 造 に 容 易 に 挿 入 す る こ と が で き る よ う に す
る の が 望 ま し い こ と が あ る 。 図 ２ Ｂ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 前 閉 塞 接 近 装 置 １ ２ に は 、
前 閉 塞 部 材 ４ ０ お よ び ポ ー ト 本 体 部 ４ ２ が 取 り 付 け ら れ た 管 材 ４ １ が 設 け ら れ て い る 。 装
置 挿 入 開 口 ４ ４ は ポ ー ト 本 体 部 ４ ２ を 通 り 、 更 に 、 管 材 ４ １ の 作 業 管 腔 ５ ８ を 通 っ て 延 び
、 管 材 ４ １ の 遠 位 端 の 出 口 開 口 に 至 る 。 逆 止 弁 （ 例 え ば 、 前 後 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ と 関 連 づ
け て 前 段 で 説 明 さ れ た 弁 な ど ） が 任 意 で ポ ー ト 本 体 部 ４ ２ の 内 部 に 設 け ら れ 、 血 液 、 そ れ
以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 挿 入 開 口 ４ ４ か ら 排 出 さ れ る の を 阻 止 す る こ と が で き る 。
図 ２ Ｂ お よ び 図 ２ Ｄ に 例 示 さ れ て い る 特 定 の 実 施 形 態 で は 、 前 閉 塞 部 材 ４ ０ は バ ル ー ン で
あ る が 、 そ の よ う な 閉 塞 具 ４ ０ は そ れ 以 外 に も 多 様 な 構 造 か ら な っ て い て も よ く 、 そ の 具
体 例 が 図 ３ Ａ な い し 図 ３ Ｍ ''に 例 示 さ れ て い る と と も に 、 後 段 で 説 明 さ れ る 。 バ ル ー ン 型
の 前 閉 塞 部 材 ４ ０ を 膨 張 お よ び 収 縮 さ せ る た め に 、 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 管 腔 ６ ０ は ル ア ー
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コ ネ ク タ ４ ８ か ら 管 材 ４ １ を 通 っ て 延 び 、 バ ル ー ン 型 の 前 閉 塞 部 材 ４ ０ に 至 る 。 注 射 器 ま
た は そ れ 以 外 の 流 体 放 出 ／ 吸 引 装 置 が コ ネ ク タ ４ ８ に 接 続 さ れ 、 前 閉 塞 部 材 ４ ０ を 選 択 的
に 膨 張 お よ び ／ ま た は 収 縮 さ せ る た め に 使 用 さ れ る 。 任 意 で 、 サ イ ド チ ュ ー ブ お よ び ル ア
ー コ ネ ク タ ４ ６ が 管 材 ４ １ の 作 業 管 腔 ５ ８ に 接 続 さ れ て 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 お よ び
、 堆 積 物 を 左 鼻 腔 か ら 管 材 ４ １ の 作 業 管 腔 ５ ８ を 通 し て 吸 引 す る こ と が で き る よ う に し て
い る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 専 用 の 吸 引 管 腔 ／ 潅 注 管 腔 に 別 個 の 吸 引 ポ ー ト と 潅 注 ポ ー ト を
設 け た も の が 管 材 ４ １ に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 態 様 は 、 前 後 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ に 関 し て 先
に 説 明 し た も の に 類 似 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ２ Ｅ な い し 図 ２ Ｈ は 閉 塞 接 近 用 の 代 替 の シ ス テ ム を 例 示 し て い る が 、 こ の 場 合 、 前 閉
塞 接 近 装 置 （ 単 数 ま た は 複 数 ） １ ２ が 鼻 孔 ま た は 鼻 腔 の 一 方 ま た は 両 方 に 設 置 さ れ 、 口 腔
に 挿 入 可 能 な 後 閉 塞 装 置 ３ ０ ０ が 患 者 の 口 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ て か ら 、 鼻 中 隔 の 後 ろ の （
但 し 、 通 例 は 、 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 を 閉 塞 す る よ う に 設 置 さ れ る
。 図 ２ Ｅ な い し 図 ２ Ｇ に 例 示 さ れ て い る 口 腔 に 挿 入 可 能 な 後 閉 塞 装 置 ３ ０ ０ の 実 施 形 態 に
は 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ４ が 遠 位 端 ま た は そ の 付 近 に 設 置 さ れ た 湾 曲 管 ３ ０ ２ が 設 け ら れ て い る
。 装 置 ３ ０ ０ の 形 状 は 、 患 者 の 口 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ て か ら 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ４ が 内 部 に 配
置 さ れ て い る 位 置 へ 至 り 、 鼻 中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、
ま た は 、 咽 頭 を 実 質 的 に 閉 塞 す る こ と が で き る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 後 閉 塞 部 材 ３ ０ ４
は ま た 、 エ ウ ス タ キ オ 管 の 隣 に 設 置 さ れ て エ ウ ス タ キ オ 管 を 遮 断 す る こ と で 、 処 置 途 中 で
（ エ ウ ス タ キ オ 管 ま た は 中 耳 も し く は 内 耳 へ の 接 近 が 望 ま し く な い 場 合 は ） 流 体 が エ ウ ス
タ キ オ 管 を 辿 っ て 入 り 込 む の を 阻 止 す る こ と も で き る 。 更 に 、 （ 涙 管 、 エ ウ ス タ キ オ 管 な
ど ） で 介 在 さ せ た く な い 管 ま た は 経 路 に 特 殊 な 標 的 バ ル ー ン ま た は 閉 塞 部 材 を 設 置 す る こ
と が 必 要 に な る こ と が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に は 、 こ の よ う な 予 備 の 管 閉 塞 部 材 の 働 き で
流 体 ／ 気 体 の 異 所 迷 入 喪 失 を 防 止 し 、 か つ ／ ま た は 、 管 腔 の 保 全 を 保 ち 、 そ の 間 に 、 近 隣
の 構 造 体 の 修 復 が 実 施 さ れ る 。 図 ２ Ｅ か ら 図 ２ Ｇ に 例 示 さ れ て い る 特 定 の 具 体 例 で は 、 閉
塞 部 材 ３ ０ ４ は バ ル ー ン を 有 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 閉 塞 部 材 ３ ０ ４ は 多 様
な 代 替 の 方 法 で 構 築 す る こ と が で き 、 そ の 具 体 例 が 図 ３ Ａ な い し 図 ３ Ｋ に 例 示 さ れ て い る
と と も に 後 段 で 説 明 さ れ て い る 。 図 ２ Ｆ の 断 面 図 か ら 分 か る よ う に 、 こ の 具 体 例 で は 、 バ
ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 管 腔 ３ １ ８ は ル ア ー コ ネ ク タ ３ １ ４ か ら 管 材 ３ ０ ２ を 通 っ て バ ル ー ン 型
の 閉 塞 部 材 ３ ０ ４ ま で 延 び て い る 。 注 射 器 ま た は そ れ 以 外 の 膨 張 ／ 収 縮 装 置 が ル ア ー コ ネ
ク タ ３ １ ４ に 取 り 付 け ら れ て 、 バ ル ー ン ３ ０ ４ を 膨 張 お よ び 収 縮 さ せ る た め に 使 用 さ れ る
。 止 め 栓 ま た は そ れ 以 外 の 弁 （ 図 示 せ ず ） を バ ル ー ン 膨 張 管 材 ３ １ ８ の 上 に 設 け て 、 所 望
さ れ る 時 に バ ル ー ン の 膨 張 を 維 持 す る よ う に し て も よ い 。 定 常 使 用 で は 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ４
が ま ず 収 縮 さ れ て か ら 、 鼻 中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま
た は 、 咽 頭 の 内 部 に 収 縮 さ れ た 閉 塞 部 材 が 設 置 さ れ た 状 態 で 、 装 置 ３ ０ ０ が 口 腔 を 通 し て
挿 入 さ れ 、 所 望 の 位 置 ま で 前 進 さ せ ら れ る 。 そ の 後 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ４ は 拡 張 さ れ （ 例 え ば
、 膨 張 状 態 に な る ） 、 鼻 中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た
は 、 咽 頭 を 閉 塞 ま た は 遮 断 す る こ と が で き る た め 、 処 置 中 に 血 液 、 そ れ 以 外 の 液 体 、 ま た
は 、 堆 積 物 が 患 者 の 食 道 ま た は 気 管 に 排 出 さ れ る の を 実 質 的 に 阻 止 す る こ と が で き る よ う
に し て い る 。 場 合 に よ っ て は 、 図 ２ Ｅ な い し 図 ２ Ｈ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 管 材 ３ ０ ２
は 閉 塞 部 材 ３ ０ ４ を 通 っ て 延 び て い る １ 本 以 上 の 管 腔 ３ １ ０ を 有 し て い る と と も に 、 バ ル
ー ン よ り 遠 位 に 位 置 す る 開 口 部 ３ １ ０ を 通 し て 開 放 し て い る 。 カ テ ー テ ル 、 ま た は 、 そ れ
以 外 の 長 手 装 置 の よ う な （ そ の 具 体 例 は 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｙ '''''に 例 示 さ れ て い る と と
も に 後 段 で 説 明 さ れ て い る ） 作 業 装 置 は 、 上 述 の よ う な 管 腔 ３ １ ０ を 通 し て 前 進 さ せ ら れ
て 、 患 者 の 鼻 咽 頭 、 鼻 腔 、 副 鼻 腔 、 中 耳 な ど に 入 る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 上 述 の よ う
な 管 腔 ３ １ ０ に 吸 引 が 施 さ れ 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 を 閉 塞 部 材 よ り 上
位 の 領 域 か ら 吸 引 す る よ う に し て も よ い 。 或 る 事 例 で は 、 例 示 の 管 腔 ３ １ ０ は 作 業 管 腔 と
吸 引 管 腔 に 分 割 さ れ て も よ い 。 吸 引 管 腔 は 管 材 の 遠 位 端 の 別 個 の 吸 引 ポ ー ト （ 単 数 ま た は
複 数 、 図 示 せ ず ） お よ び 近 位 端 の コ ネ ク タ （ 図 示 せ ず ） で 終 端 し て お り 、 作 業 装 置 （ 単 数
ま た は 複 数 ） が 中 を 通 さ れ る 管 腔 と は 別 個 の 管 腔 を 通 し て 、 吸 引 が 施 さ れ る よ う に し て も
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よ い 。 ポ ー ト 本 体 部 ３ ０ ６ は 管 材 ３ ０ ２ の 近 位 端 に 設 置 す る こ と が で き る 。 装 置 挿 入 ポ ー
ト ３ ０ ８ は ポ ー ト 本 体 部 ３ ０ ６ を 通 っ て 延 び て 、 管 材 ３ ０ ２ の 管 腔 ３ １ ０ に 入 る 。 フ ラ ッ
パ ー バ ル ブ 、 ダ ッ ク ビ ル バ ル ブ 、 止 血 バ ル ブ の よ う な 逆 止 弁 か 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 バ
イ オ 医 学 装 置 設 計 の 分 野 で 従 来 公 知 の タ イ プ の 逆 止 弁 が ポ ー ト 本 体 部 ３ ０ ６ の 内 部 に 設 置
さ れ て 、 カ テ ー テ ル ま た は そ れ 以 外 の 長 手 装 置 を 挿 入 ポ ー ト ３ ０ ８ を 通 し て 遠 位 方 向 へ 前
進 さ せ た の ち 、 ポ ー ト 本 体 部 ３ ０ ６ を 通 っ て か ら 管 腔 ３ １ ０ を 通 過 さ せ る こ と が で き る よ
う に し な が ら も 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 管 腔 ３ １ ０ を 通 っ て 装 置 挿 入
ポ ー ト ３ ０ ８ か ら 外 へ 排 出 さ れ る の を 阻 止 す る こ と が で き る 。 或 る 事 例 で は 、 口 腔 に 挿 入
可 能 な 後 閉 塞 装 置 ３ ０ ０ を 使 用 す る に あ た り 、 前 閉 塞 装 置 （ 単 数 ま た は 複 数 ） を 鼻 孔 （ 一
方 ま た は 両 方 ） ま た は 鼻 腔 （ 単 数 ま た は 複 数 ） に 設 置 せ ず に 済 む 。 ま た 別 な 事 例 で は 、 こ
の よ う な 口 腔 に 挿 入 可 能 な 後 閉 塞 装 置 ３ ０ ０ を 図 ２ Ｇ お よ び 図 ２ Ｈ の 具 体 例 に 例 示 さ れ て
い る よ う な １ 個 ま た は ２ 個 の 前 閉 塞 接 近 装 置 １ ２ と 組 合 わ せ て 使 用 す る の が 望 ま し い こ と
が あ る 。 こ の よ う な 装 置 ３ ０ ０ お よ び 装 置 １ ２ を 組 合 わ せ て 使 用 す る こ と で 、 後 閉 塞 部 材
３ ０ ４ と 前 閉 塞 部 材 （ 単 数 ま た は 複 数 ） ４ ０ の 間 に 実 質 的 に 液 体 封 鎖 式 の 術 場 を 確 立 す る
働 き が あ る と 同 時 に 、 多 様 な カ テ ー テ ル や そ れ 以 外 の 手 術 器 具 を 任 意 の 接 近 ポ ー ト ４ ４ お
よ び ／ ま た は ポ ー ト ３ ０ ８ を 通 し て 術 場 に 挿 入 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ２ Ｉ か ら 図 ２ Ｌ は 、 前 閉 塞 部 材 を 全 く 備 え て い な い 、 経 鼻 挿 入 可 能 な 後 閉 塞 装 置 ３ ０
１ を 例 示 し て い る 。 装 置 ３ ０ １ は 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ５ が 管 材 の 遠 位 端 ま た は そ の 付 近 に 設 置
さ れ た 湾 曲 管 材 ３ ０ ３ を 有 し て い る 。 図 ２ Ｋ か ら 図 ２ Ｌ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の 装
置 ３ ０ １ は 右 鼻 腔 ま た は 左 鼻 腔 の い ず れ か を 通 し て 挿 入 さ れ て か ら 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ５ が 鼻
中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 を 実 質 的 に 閉 塞
す る 位 置 ま で 前 進 さ せ ら れ る 。 例 示 の 特 定 の 具 体 例 で は 、 こ の 閉 塞 部 材 ３ ０ ５ は バ ル ー ン
を 有 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 閉 塞 部 材 ３ ０ ５ は 多 様 な 代 替 の 方 法 で 構 築 す る
こ と が で き 、 そ の 具 体 例 が 図 ３ Ａ な い し 図 ３ Ｋ に 例 示 さ れ て い る と と も に 後 段 で 説 明 さ れ
て い る 。 図 ２ Ｊ の 断 面 図 か ら 分 か る よ う に 、 こ の 具 体 例 で は 、 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 管 腔 ３
１ ７ は ル ア ー コ ネ ク タ ３ １ １ か ら 延 び て 管 材 ３ ０ ３ を 通 り 、 バ ル ー ン 型 の 閉 塞 部 材 ３ ０ ５
に 至 る 。 注 射 器 ま た は そ れ 以 外 の 膨 張 ／ 収 縮 装 置 が ル ア ー コ ネ ク タ ３ １ １ に 取 り 付 け ら れ
、 バ ル ー ン 型 の 閉 塞 部 材 ３ ０ ５ を 膨 張 お よ び 収 縮 さ せ る た め に 使 用 さ れ る 。 止 め 栓 ま た は
そ れ 以 外 の 弁 （ 図 示 せ ず ） が バ ル ー ン 膨 張 管 腔 ３ １ ７ 上 に 設 け ら れ て 、 所 望 さ れ れ ば 、 バ
ル ー ン の 膨 張 を 維 持 す る も で き る 。 定 常 使 用 で は 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ５ が ま ず 収 縮 さ れ て か ら
、 装 置 ３ ０ １ が 右 鼻 腔 ま た は 左 鼻 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ 、 更 に 、 収 縮 状 態 の 閉 塞 部 材 ３ ０ ５
が 鼻 中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 の 内 部 に 設
置 さ れ る 所 望 の 位 置 ま で 前 進 さ せ ら れ る 。 そ の 後 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ５ が 拡 張 さ れ （ 例 え ば 、
膨 張 状 態 に な る ） 、 鼻 中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は
、 咽 頭 を 閉 塞 ま た は ブ ロ ッ ク す る こ と が で き る よ う に す る こ と で 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体
、 ま た は 、 堆 積 物 が 処 置 中 に 患 者 の 食 道 ま た は 気 管 に 排 出 さ れ る の を 実 質 的 に 阻 止 す る こ
と が で き る 。 任 意 で 、 遠 位 吸 引 ポ ー ト ３ ０ ９ お よ び ／ ま た は 近 位 吸 引 ポ ー ト ３ ０ ７ が 管 材
３ ０ ３ の 管 腔 内 へ と 開 放 さ れ 、 こ の よ う な 管 腔 ３ １ ５ が 吸 引 コ ネ ク タ ３ １ ３ に 取 り 付 け ら
れ る よ う に し て も よ い 。 こ の よ う な 態 様 で は 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ５ の 上 の 鼻 咽 頭 か ら 、 か つ ／
ま た は 、 装 置 ３ ０ １ が 中 に 挿 入 さ れ る 鼻 腔 か ら 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物
を 除 去 す る た め に 吸 引 が 施 さ れ る 。 図 ２ Ｋ お よ び 図 ２ Ｌ の 例 示 か ら 分 か る よ う に 、 こ の 具
体 例 で は 、 経 鼻 後 閉 塞 装 置 ３ ０ １ は 右 鼻 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 カ テ ー テ ル ま た は そ れ 以
外 の 長 手 の 手 術 装 置 （ そ の 具 体 例 は 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｙ '''''に 例 示 さ れ て い る と と も に
後 段 で 説 明 さ れ る ） の よ う な 作 業 装 置 Ｗ Ｄ は 管 材 ３ ０ ３ に 隣 接 し て い る 右 鼻 腔 に 進 入 さ せ
ら れ 、 或 い は 、 経 鼻 後 閉 塞 装 置 ３ ０ １ に よ っ て 前 閉 塞 が 施 さ れ な い せ い で 開 い た ま ま に な
っ て い る 左 鼻 腔 を 通 し て 進 入 さ せ ら れ る 。 こ の よ う な 構 成 は 、 図 ２ Ｋ な い し 図 ２ Ｌ に 例 示
さ れ て い る よ う な 上 位 鼻 介 骨 IT、 中 位 鼻 介 骨 MT、 下 位 鼻 介 骨 STの よ う な 鼻 の 内 部 の 解 剖 学
的 構 造 を 鼻 孔 （ 一 方 ま た は 両 方 ） を 介 し て 直 接 視 認 化 す る の を 医 者 が 望 ん で い る よ う な 処
置 に つ い て 、 特 に 好 適 で あ る か も し れ な い 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ２ Ｍ な い し 図 ２ Ｎ は 、 図 ２ Ｉ な い し 図 ２ Ｌ に 例 示 さ れ て い る 経 鼻 後 閉 塞 装 置 ３ ０ １ に
関 連 し て 説 明 さ れ た 先 に 説 明 さ れ た 構 成 要 素 を 全 部 備 え て い る 経 鼻 後 閉 塞 部 材 ３ ０ １ ａ の
み な ら ず 、 閉 塞 部 材 ３ ０ ５ よ り 遠 位 ま で 延 び て い る 管 材 ３ ０ ３ の 遠 位 拡 張 部 ３ ０ ３ ａ と 付
加 的 な 近 位 コ ネ ク タ ３ １ ９ の 修 正 版 を 例 示 し て い る 。 別 個 の 管 腔 （ 図 示 せ ず ） が コ ネ ク タ
３ １ ９ か ら 管 材 ３ ０ ３ を 通 し て 延 び て い る と と も に 、 遠 位 管 材 拡 張 部 ３ ０ ３ ａ を 更 に 通 過
し て お り 、 こ の 遠 位 管 材 拡 張 部 は 遠 位 端 開 口 ３ ２ １ で 終 端 し て い る 。 斯 く し て 、 コ ネ ク タ
３ １ ９ に 吸 引 が 施 さ れ て 、 遠 位 開 口 部 ３ ２ １ を 通 し 、 遠 位 管 材 拡 張 部 ３ ０ ３ ａ を 通 し 、 更
に 、 管 材 ３ ０ ３ を 通 し て 物 質 を 吸 引 す る 。 こ の よ う な 遠 位 管 材 拡 張 部 ３ ０ ３ ａ と 付 加 的 な
管 腔 は 、 上 述 の と お り に や っ て も 装 置 を 意 図 し た 応 用 例 に 適 合 さ せ る こ と が で き な い よ う
な 場 合 に 、 本 件 で 説 明 さ れ て い る よ う な 他 の 後 閉 塞 装 置 に 任 意 で 追 加 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ２ Ｏ か ら 図 ２ Ｐ は 鼻 孔 に 挿 入 さ れ る 鼻 腔 内 カ テ ー テ ル ４ ０ ２ と 、 例 示 の よ う に 、 鼻 腔
内 カ テ ー テ ル ４ ０ ２ を 通 し て 挿 入 さ れ る 閉 塞 部 材 カ テ ー テ ル ４ ０ ４ と を 備 え て い る 。 後 閉
塞 部 材 ４ ０ ６ は 閉 塞 部 材 カ テ ー テ ル ４ ０ ４ の 遠 位 端 ま た は そ の 付 近 に 配 置 さ れ る 。 図 ２ Ｏ
な い し 図 ２ Ｐ に 例 示 さ れ て い る 特 定 の 実 施 形 態 で は 、 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ は 鼻 中 隔 の 後 ろ の （
但 し 、 通 例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 を 閉 塞 す る よ う な 寸 法 お よ び 形
状 に 設 定 さ れ て い る 。 例 示 さ れ て い る 特 定 の 具 体 例 で は 、 こ の 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ は バ ル ー ン
を 備 え て い る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ は 多 様 な 代 替 の 方 法 で 構 築 さ れ
て い て も よ い が 、 そ の 具 体 例 が 図 ３ Ａ な い し 図 ３ Ｋ に 例 示 さ れ て い る と と も に 後 段 で 説 明
さ れ て い る 。 こ の 具 体 例 で は 、 バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 管 腔 は ル ア ー コ ネ ク タ ４ ０ ８ か ら 延 び
て 閉 塞 部 材 カ テ ー テ ル ４ ０ ４ を 通 り 、 バ ル ー ン 型 の 近 位 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ に 至 る 。 注 射 器 ま
た は そ れ 以 外 の 膨 張 ／ 収 縮 装 置 は ル ア ー コ ネ ク タ ４ ０ ８ に 取 り 付 け ら れ て 、 バ ル ー ン 型 の
後 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ を 膨 張 お よ び 収 縮 さ せ る た め に 使 用 さ れ る 。 止 め 栓 ま た は そ れ 以 外 の 弁
（ 図 示 せ ず ） が バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 管 腔 上 に 設 け ら れ て 、 所 望 さ れ た 場 合 に は 、 バ ル ー ン
型 の 後 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ の 膨 張 を 維 持 す る こ と も で き る 。 任 意 で 、 遠 位 管 状 拡 張 部 ４ １ ２ が
後 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ よ り 遠 位 に 延 び て 、 別 個 の 管 腔 が 任 意 の 第 ２ コ ネ ク タ ４ １ ０ か ら 遠 位 管
状 拡 張 部 ４ １ ２ を 通 っ て 延 び 、 更 に 、 開 口 部 ４ １ ４ を 通 過 す る こ と で 、 物 質 が 後 閉 塞 部 材
４ ０ ６ よ り 遠 位 の 領 域 か ら 吸 引 さ れ る よ う に し て も よ い 。 ポ ー ト 本 体 部 ４ １ ８ が 鼻 腔 内 管
材 ４ ０ ２ の 近 位 端 に 形 成 さ れ て い る 。 挿 入 ポ ー ト ４ ２ ０ は ポ ー ト 本 体 部 ４ １ ８ を 通 っ て 延
び て 、 鼻 腔 内 管 材 の 管 腔 ４ ２ ２ に 入 り 込 む 。 側 部 吸 引 ポ ー ト ４ １ ６ が 鼻 腔 内 管 材 ４ ０ ２ の
管 腔 に 接 続 さ れ て い て も よ い 。 定 常 動 作 で は 、 鼻 腔 内 管 材 ４ ０ ２ は 鼻 孔 を 通 し て 鼻 腔 に 挿
入 さ れ て か ら 、 遠 位 端 が 後 鼻 孔 ま た は 鼻 咽 頭 内 ま た は そ の 付 近 に 存 在 す る 位 置 ま で 進 入 さ
せ ら れ る 。 後 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ が 折 り 畳 ま れ た （ 例 え ば 、 収 縮 状 態 の ） 形 状 を 呈 し て い る 場
合 に は 、 閉 塞 部 材 カ テ ー テ ル ４ ０ ４ は 鼻 腔 内 カ テ ー テ ル ４ ０ ２ の 管 腔 ４ ２ ２ を 通 っ て 前 進
さ せ ら れ て 、 後 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、
ま た は 、 咽 頭 に 配 置 さ れ て い る 位 置 に 至 る 。 そ の 後 、 後 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ が 拡 張 さ せ ら れ （
例 え ば 、 膨 張 状 態 と な る ） 、 鼻 中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通 例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭
、 ま た は 、 咽 頭 を 閉 塞 ま た は 遮 断 す る よ う に し た こ と で 、 処 置 の 途 中 で 患 者 の 食 道 ま た は
気 管 に 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 排 出 さ れ る の を 阻 止 す る こ と が で き る 。
そ の 後 、 吸 引 ポ ー ト ４ １ ６ に 吸 引 が 施 さ れ 、 後 閉 塞 部 材 ４ ０ ６ よ り 近 位 の 領 域 か ら 血 液 、
そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 を 吸 引 す る こ と が で き る 。 こ の よ う な 吸 引 作 業 中 に 、 鼻
腔 内 管 材 ４ ０ ２ が 図 ２ Ｏ の 矢 印 で 示 さ れ る よ う に 前 お よ び ／ ま た は 後 ろ に 移 動 さ せ ら れ 、
そ の 間 、 閉 塞 部 材 カ テ ー テ ル ４ ０ ４ は 静 止 し た ま ま で あ る 。 吸 引 プ ロ セ ス の 最 中 に 鼻 腔 内
カ テ ー テ ル ４ ０ ２ を 移 動 さ せ る こ と の で き る 上 述 の よ う な 能 力 は 、 術 場 か ら 血 液 、 そ れ 以
外 の 流 体 、 お よ び ／ ま た は 、 堆 積 物 を 完 全 に 除 去 す る の を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ２ Ｑ お よ び 図 ２ Ｒ は 、 上 述 の 後 閉 塞 シ ス テ ム ４ ０ ０ と 同 じ 素 子 や 同 じ 構 成 要 素 を 備 え
て い る 修 正 さ れ た 後 閉 塞 シ ス テ ム ４ ３ ０ を 例 示 し て い る が 、 こ こ で は 、 鼻 腔 内 管 材 ４ ０ ２
ａ の 遠 位 端 ４ ３ ４ は 先 細 り 状 に さ れ 、 ま た 、 複 数 の 側 部 開 口 ４ ３ ２ が 鼻 腔 内 管 材 ４ ０ ２ ａ
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に 形 成 さ れ て 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 上 述 の よ う な 側 部 開 口 ４ ３ ２ を
通 し て 鼻 腔 内 管 材 ４ ０ ２ ａ の 管 腔 ４ ２ ２ ａ に 吸 引 さ れ る よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｂ ． 　 閉 塞 部 材 設 計 と 吸 引 装 置 の 変 形 例
　 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ 、 １ ２ 、 ３ ０ ０ 、 ４ ０ ０ の 上 述 の 具 体 例 は 本 質 的 に 膨 張 可 能 な バ ル ー
ン で あ る 閉 塞 部 材 を 例 示 し て い る が 、 こ の よ う な 閉 塞 部 材 は バ ル ー ン に 限 定 さ れ ず 、 ま た
、 こ れ 以 外 の 多 様 な 設 計 や 種 類 で あ っ て も よ い こ と が 分 か る 。 更 に 、 接 近 吸 引 管 、 接 近 吸
引 ポ ー ト の 多 様 な 構 成 を 利 用 し て 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 を 閉 塞 部 材 （
単 数 ま た は 複 数 ） に 隣 接 し て い る 領 域 か ら 、 か つ ／ ま た は 、 術 場 の ど こ か 他 の 部 位 か ら 完
全 に 除 去 す る の を 容 易 に す る こ と が で き る と と も に 、 術 場 の 内 部 に 作 業 装 置 を 最 適 設 置 す
る の を 容 易 に す る こ と が で き る も の と 理 解 す る こ と が で き る 。 事 実 、 或 る 閉 塞 部 材 設 計 お
よ び ／ ま た は 吸 引 接 近 管 設 計 や 吸 引 接 近 ポ ー ト 設 計 は 、 外 科 手 術 中 に 患 者 の 頭 部 の 位 置 決
め 処 理 や 、 患 者 が 全 身 麻 酔 を 受 け る の か 否 か 、 気 管 内 管 材 が 挿 入 さ れ る の か 否 か な ど を 含
む 多 数 の 要 因 次 第 で 、 或 る 処 置 に つ い て は 他 の 処 置 よ り は 望 ま し い こ と が あ る 。 或 る 事 例
で は 、 後 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 後 ろ の 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 の 内 部 に 設 置 さ れ て い
る 場 合 は 、 後 閉 塞 部 材 に 隣 接 し て い る 領 域 か ら 外 へ 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積
物 が 吸 引 さ れ る 完 璧 さ の 度 合 い は 、 閉 塞 部 材 そ の も の の 形 状 お よ び ／ ま た は 設 計 で 決 ま る
ほ か に 、 血 液 、 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 中 を 通 っ て 吸 引 さ れ る こ と に な る 吸 引 管 腔 （ 単 数
ま た は 複 数 ） や ポ ー ト （ 単 数 ま た は 複 数 ） の 形 状 お よ び 位 置 で 決 ま る 。 最 適 化 さ れ た 流 体
制 御 の ほ か に も 、 後 閉 塞 部 材 お よ び ／ ま た は 付 随 す る 接 近 管 材 も 装 置 の 不 可 欠 な 案 内 部 材
と し て 機 能 し 、 特 殊 な 構 造 体 に 接 近 す る に は 代 替 の 形 状 お よ び 軌 跡 が 特 に 有 用 と な る こ と
が あ る 。 図 ３ Ａ な い し 図 ３ Ｋ は 、 多 様 な 閉 塞 部 材 の 種 類 の 変 形 例 と 、 閉 塞 部 材 に 隣 接 し て
い る 領 域 か ら 、 ま た は 、 術 場 内 の ど こ か 他 の 部 位 か ら 血 液 、 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 中 を
通 っ て 吸 引 さ れ る 吸 引 管 腔 （ 単 数 ま た は 複 数 ） お よ び 吸 引 ポ ー ト （ 単 数 ま た は 複 数 ） の 配
置 の 変 形 例 の 具 体 例 を 例 示 し て い る 。 図 ３ Ａ お よ び 図 ３ Ｋ に 例 示 さ れ て い る 具 体 例 は 、 適
当 な ら ば 、 図 ２ Ａ な い し 図 ２ Ｒ に 例 示 さ れ て い る 閉 塞 接 近 装 置 に 組 み 込 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ３ Ａ は 管 材 ４ ４ ２ に 搭 載 さ れ て い る 閉 塞 部 材 ４ ４ ６ を 例 示 し て い る が 、 こ こ で は 、 概
ね Ｕ 字 型 の 湾 曲 部 が 管 材 の 遠 位 端 に 形 成 さ れ て お り 、 管 材 ４ ４ ２ の 遠 位 部 が 閉 塞 部 材 ４ ４
６ の 上 面 ４ ４ ９ の 下 を 通 っ て か ら 上 方 向 に 湾 曲 し 、 管 材 ４ ４ ２ の 遠 位 端 が 閉 塞 部 材 ４ ４ ６
の 上 面 ４ ４ ９ と 同 一 平 面 上 に あ る 開 口 部 ４ ４ ４ で 終 端 す る よ う に な っ て い る 。 こ の 態 様 で
、 閉 塞 部 材 ４ ４ ６ の 上 面 ４ ４ ９ に 隣 接 し て 蓄 積 さ れ た 流 体 は い ず れ も 、 開 口 部 ４ ４ ４ に 吸
引 さ れ て 管 材 ４ ４ ２ を 通 さ れ る 。 閉 塞 部 材 が バ ル ー ン を 有 し て い る 実 施 形 態 で は 、 バ ル ー
ン 膨 張 管 腔 は 管 材 を 通 っ て 延 び て か ら 、 開 口 部 ４ ４ ７ を 通 っ て バ ル ー ン の 内 部 に 向 か っ て
開 放 さ れ 、 バ ル ー ン の 膨 張 ／ 収 縮 を 行 え る よ う に す る こ と が で き る 。 任 意 で 、 可 撓 性 カ テ
ー テ ル ま た は 長 手 の 装 置 （ そ の 具 体 例 は 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｔ に 例 示 さ れ て い る と と も に 後
段 で 説 明 さ れ る ） の よ う な 作 業 装 置 ４ ４ ８ は 管 材 の 吸 引 管 腔 を 通 し て 前 進 さ せ ら れ て か ら
、 図 ３ Ａ に 示 さ れ て い る よ う な 開 口 ４ ４ ４ か ら 外 へ 出 る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 図 ３ Ｂ は ま た 別 な 代 替 例 を 示 し て お り 、 こ の 場 合 、 閉 塞 部 材 ４ ５ ０ に は 上 面 に 陥 凹 部 ま
た は ウ エ ル ４ ５ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 管 材 ４ ５ ２ は 、 取 付 け 部 材 ４ ５ ６ に よ り 閉 塞 部 材 に
取 り 付 け ら れ 、 管 材 ４ ５ ２ の 遠 位 端 は ウ エ ル ４ ５ ４ の 中 に 突 出 し て い る た め 、 ウ エ ル ４ ５
４ の 内 部 に 集 ま る 血 液 、 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 は い ず れ も 、 管 材 ４ ５ ２ を 通 し て 吸 引 さ れ
る 。 閉 塞 部 材 ４ ５ ０ が バ ル ー ン を 備 え て い る 実 施 形 態 で は 、 管 材 ４ ５ ２ は 、 膨 張 ／ 収 縮 副
次 管 材 ４ ５ ８ を 通 っ て バ ル ー ン の 中 ま で 延 ば す こ と が で き る バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 管 腔 を 組
み 入 れ て 、 バ ル ー ン の 膨 張 お よ び 収 縮 を 容 易 に す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ３ Ｃ お よ び 図 ３ Ｃ 'は ま た 別 な 実 施 形 態 を 例 示 し て お り 、 こ の 場 合 、 閉 塞 部 材 ４ ６ ０
の 上 面 に 陥 凹 部 ま た は ウ エ ル ４ ６ ２ が 形 成 さ れ て お り 、 図 示 の よ う に 管 材 ４ ６ ４ が 閉 塞 部
材 ４ ６ ０ に 取 り 付 け ら れ て い る 。 管 材 ４ ６ ４ の 管 腔 は ウ エ ル の 床 に 隣 接 し て い る 領 域 と 連
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絡 状 態 に な っ て お り 、 ウ エ ル の 内 部 に 集 ま っ た 血 液 、 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 の 吸 引 を 容 易
に し て い る 。 閉 塞 部 材 ４ ６ ０ が バ ル ー ン を 有 し て い る 実 施 形 態 で は 、 管 材 ４ ６ ４ は 吸 引 管
腔 ４ ６ ８ と バ ル ー ン 膨 張 ／ 収 縮 管 腔 ４ ７ ０ を 組 み 入 れ る こ と が で き る 。 小 型 の 湾 曲 し た （
例 え ば 、 略 Ｕ 字 型 の ） 吸 引 管 材 ４ ６ ６ は 吸 引 管 腔 ４ ６ ８ の 遠 位 端 お よ び ウ エ ル ４ ６ ２ の 内
部 に 封 鎖 接 続 状 態 で 連 結 さ れ て お り 、 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が ウ エ ル ４
６ ２ か ら 吸 引 管 材 ４ ６ ６ を 通 し て 、 更 に 、 吸 引 管 腔 ４ ６ ８ を 通 し て 吸 引 さ れ る よ う に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 ３ Ｄ は 、 超 伸 縮 性 ま た は 弾 性 の メ ッ シ ュ 材 （ 例 え ば 、 ニ ッ ケ ル チ タ ン 合 金 の ワ イ ヤ メ
ッ シ ュ な ど ） か ら 形 成 さ れ た バ ス ケ ッ ト の よ う な 自 己 拡 張 型 の 陥 凹 構 造 体 ４ ７ ２ を 備 え て
い る 凹 状 の 閉 塞 部 材 ４ ７ １ を 例 示 し て い る 。 拡 張 型 の 凹 状 構 造 体 ４ ７ ２ は 可 撓 性 の ポ リ マ
ー （ 例 え ば 、 発 泡 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 テ レ フ タ
レ ー ト な ど ） か ら 形 成 さ れ た ス キ ン の よ う な 流 体 不 透 過 性 の 可 撓 性 被 覆 材 ４ ７ ４ で 覆 わ れ
て い る 。 凹 状 の 閉 塞 部 材 ４ ７ １ は 、 十 分 に 拡 張 さ れ る と 、 設 置 部 位 で あ る 肉 体 管 腔 （ 例 え
ば 、 鼻 腔 、 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 咽 頭 な ど ） を 閉 塞 し 、 凹 状 の ウ エ ル ４ ７ ９ を 形 成 す る 。 管 材
４ ８ ０ は 凹 状 の 閉 塞 部 材 ４ ７ １ の ウ エ ル の 中 ま で 延 び て 、 ウ エ ル ４ ７ ９ か ら 血 液 、 流 体 、
ま た は 、 堆 積 物 を 吸 引 す る た め に 使 用 さ れ る 。 閉 塞 部 材 ４ ７ １ は 搬 送 カ テ ー テ ル ４ ７ ８ か
ら 前 進 さ せ ら れ 、 ま た 、 同 カ テ ー テ ル 内 に 引 き 込 ま れ る 。 支 柱 ４ ７ ２ は 凹 状 の 閉 塞 部 材 ４
７ １ を 搬 送 カ テ ー テ ル ４ ７ ８ の 内 部 の 搬 送 部 材 （ 図 示 せ ず ） に 連 結 す る こ と が で き る が 、
こ の と き 同 時 に 、 搬 送 部 材 は 搬 送 カ テ ー テ ル ４ ７ ８ か ら 外 へ 閉 塞 部 材 ４ ７ １ を 押 し 出 す よ
う に 前 進 さ せ る こ と が で き る と と も に 、 搬 送 カ テ ー テ ル ４ ７ ８ の 中 へ 塞 栓 部 材 ４ ７ １ を 引
き 込 む よ う に 後 退 さ せ る こ と が で き る 。 閉 塞 部 材 ４ ７ １ は 、 搬 送 カ テ ー テ ル の 内 側 に あ る
時 に は 、 収 縮 し た 形 状 を 呈 し て い る が 、 閉 塞 部 材 は 、 搬 送 カ テ ー テ ル か ら 外 へ 放 出 さ れ て
し ま う と 、 弾 性 的 に 弾 け て 、 図 ３ Ｄ に 例 示 さ れ て い る よ う な 拡 張 し た 凹 状 の 形 状 に な る ま
で 自 己 拡 張 す る 。 吸 引 カ テ ー テ ル ４ ８ ０ は 、 閉 塞 部 材 ４ ７ １ と 同 時 に 、 或 い は 、 閉 塞 部 材
４ ７ １ と は 別 々 に 、 搬 送 カ テ ー テ ル ４ ７ ８ か ら 前 進 し 、 か つ ／ ま た は 、 搬 送 カ テ ー テ ル の
中 へ 後 退 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 図 ３ Ｅ 'な い し 図 ３ Ｅ '''は 更 に ま た 別 な 閉 塞 吸 引 構 成 を 例 示 し て お り 、 閉 塞 部 材 ４ ８ ４
は 、 搬 送 吸 引 カ テ ー テ ル ４ ８ ６ か ら 前 進 さ せ る こ と の で き る 外 翻 型 の 管 状 部 材 を 備 え て い
る 。 外 翻 型 の 管 状 部 材 は 被 覆 材 ５ ０ ０ で 被 覆 さ れ て い る 枠 ４ ８ ８ を 有 し て い る 。 初 期 的 に
、 外 翻 型 の 管 状 部 材 は 、 搬 送 吸 引 カ テ ー テ ル ４ ８ ６ の 管 腔 内 で は 、 実 質 的 に 円 筒 状 の 形 状
を 呈 し て い る 。 枠 は 弾 性 ま た は 超 伸 縮 性 の 素 材 で あ り 、 図 ３ Ｅ '''に 例 示 さ れ て い る 外 翻
さ れ た 形 状 ま で 偏 倚 さ れ る 。 こ の よ う な フ レ ー ム ４ ８ ８ メ ッ シ ュ 材 （ 例 え ば 、 ニ ッ ケ ル チ
タ ン 合 金 の ワ イ ヤ メ ッ シ ュ な ど ） か ら 形 成 さ れ る 。 被 覆 材 ５ ０ ０ は 可 撓 性 の ポ リ マ ー （ 例
え ば 、 発 泡 ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 テ レ フ タ レ ー ト
な ど ） か ら 形 成 す る こ と が で き る 。 動 作 中 は 、 搬 送 吸 引 カ テ ー テ ル ４ ８ ６ は 、 閉 塞 部 材 ４
８ ４ を 設 置 す る の に 望 ま し い 位 置 ま で 前 進 さ せ ら れ る 。 続 い て 、 外 翻 型 の 管 材 が 、 図 ３ Ｅ
'お よ び 図 ３ Ｅ ''に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 搬 送 吸 引 管 材 ４ ８ ６ の 遠 位 端 開 口 部 か ら 前 進
さ せ ら れ る 。 外 翻 型 の 管 材 は 、 カ テ ー テ ル ４ ８ ６ か ら 外 へ 出 て 前 進 す る に つ れ て 、 外 翻 形
状 を 呈 す る よ う に な り 、 図 ３ Ｅ '''に 例 示 さ れ て い る よ う な 凹 状 の 閉 塞 部 材 ４ ８ ４ を 形 成
す る 。 閉 塞 部 材 ４ ８ ４ は 、 十 分 に 外 翻 さ れ る と 、 設 置 部 位 で あ る 肉 体 管 腔 （ 例 え ば 、 鼻 腔
、 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 咽 頭 な ど ） を 閉 塞 し 、 凹 状 の ウ エ ル ５ ０ ４ を 形 成 す る 。 搬 送 吸 引 カ テ
ー テ ル ４ ８ ６ が 凹 状 の ウ エ ル ５ ０ ４ の 中 に 前 進 さ せ ら れ た 結 果 、 凹 状 の ウ エ ル ５ ０ ４ の 内
部 に 集 ま っ た 血 液 、 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 は 吸 引 ポ ー ト ５ ０ ２ を 通 し て 吸 引 さ れ 、 更 に 、
搬 送 吸 引 カ テ ー テ ル ４ ８ ６ の 遠 位 端 を 通 し て 吸 引 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ３ Ｆ な い し 図 ３ Ｆ '''は ま た 別 な 実 施 形 態 を 例 示 し て お り 、 こ の 場 合 、 閉 塞 部 材 ５ １
０ は 管 材 ５ １ ２ の 端 部 に 設 置 さ れ て い る 。 閉 塞 部 材 ５ １ ０ に は 弧 状 の 上 面 が 設 け ら れ て お
り 、 閉 塞 部 材 ５ １ ０ と 、 閉 塞 部 材 の 設 置 部 位 で あ る 肉 体 管 腔 （ 例 え ば 、 鼻 腔 、 後 鼻 孔 、 鼻
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咽 頭 、 咽 頭 な ど ） の 隣 接 壁 と の 間 の 領 域 に 、 略 Ｖ 字 状 の 環 状 収 集 空 間 ５ １ ８ が 設 け ら れ る
。 吸 引 管 材 ５ １ ６ は 管 材 ５ １ ２ か ら 環 状 の 収 集 空 間 ５ １ ８ の 中 ま で 延 び て 、 環 状 の 収 集 空
間 ５ １ ８ に 集 ま っ た 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 吸 引 管 材 ５ １ ６ を 通 し て 吸
引 さ れ 、 更 に 、 管 材 ５ １ ２ の 管 腔 を 通 し て 吸 引 さ れ る こ と で 、 閉 塞 部 材 ５ １ ０ の 上 面 に 隣
接 し て 実 質 的 に 乾 い た 環 境 を 維 持 す る 。 閉 塞 部 材 ５ １ ０ は バ ル ー ン 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の
、 本 件 で 説 明 さ れ た よ う な 、 ま た は 、 当 該 技 術 で 周 知 の 好 適 な 閉 塞 部 材 を 備 え て い て も よ
い 。 図 ３ Ｆ 'な い し 図 ３ Ｆ '''に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 吸 引 管 材 ５ １ ６ は 、 開 放 遠 位 端 を
設 け た 簡 単 な 管 材 を 備 え て い る こ と も あ れ ば 、 そ の 代 替 例 と し て 、 装 置 は 、 複 数 の 側 部 開
口 ５ ２ ０ が 遠 位 端 に 形 成 さ れ て い る 吸 引 管 材 ５ １ ６ ａ を 組 み 入 れ 、 か つ ／ ま た は 、 吸 引 ポ
ー ト ま た は 開 口 を 覆 う 位 置 に ス ク リ ー ン の よ う な 保 護 部 材 ５ ２ ２ が 形 成 さ れ た 吸 引 管 ５ １
６ ｂ を 組 み 入 れ て 、 固 形 物 質 （ 例 え ば 、 血 餅 や そ れ 以 外 の 堆 積 物 な ど ） が 吸 引 ポ ー ト ま た
は 開 口 を 詰 ま ら せ る こ と が 無 い よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ３ Ｇ は 管 材 ５ ３ ２ に 取 り 付 け ら れ た 閉 塞 部 材 ５ ３ ０ を 例 示 し て お り 、 こ の 管 材 は 閉 塞
部 材 の 内 部 に は 突 出 し て い な い 湾 曲 し た （ 例 え ば 、 略 Ｕ 字 形 の ） 遠 位 端 が 設 け ら れ て い る
。 管 材 ５ ３ ２ の 遠 位 部 に は 吸 引 開 口 ５ ３ ６ が 形 成 さ れ て お り 、 閉 塞 部 材 ５ ３ ０ の 上 面 に 隣
接 し て 集 ま る 血 液 、 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 管 材 ５ ３ ２ を 通 し て 吸 引 さ れ る よ う に 図 っ て
い る 。 閉 塞 部 材 が バ ル ー ン で あ る 実 施 形 態 で は 、 バ ル ー ン ／ 膨 張 管 腔 は 管 材 ５ ３ ２ を 通 っ
て 延 び 、 小 型 の バ ル ー ン 膨 張 管 材 ５ ３ ８ が バ ル ー ン の 内 部 に 延 び て 入 り 、 バ ル ー ン を 膨 張
お よ び 収 縮 さ せ る こ と が で き る 。 任 意 で 、 或 る 実 施 形 態 で は 、 別 個 の 管 材 ５ ４ ０ が 管 材 ５
３ ２ を 通 っ て 延 び 、 更 に 、 閉 塞 部 材 ５ ３ ０ を 通 過 す る こ と で 、 閉 塞 部 材 ５ ３ ０ よ り 遠 位 の
領 域 に 接 近 し て 、 吸 引 、 器 具 類 の 導 入 、 或 い は 、 そ れ 以 外 の 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ３ Ｈ は ま た 別 な 実 施 形 態 を 例 示 し て お り 、 こ の 場 合 、 閉 塞 部 材 ５ ４ ６ は 管 材 ま た は 長
手 の 部 材 ５ ５ ０ に 接 続 さ れ て お り 、 拡 張 型 の （ 例 え ば 、 ト ラ ン ペ ッ ト 型 な ど の ） 遠 位 端 を
設 け た 吸 引 管 材 ５ ４ ８ が 、 閉 塞 部 材 の 上 面 に 隣 接 し て い る 領 域 か ら 血 液 、 流 体 、 ま た は 、
堆 積 物 を 吸 引 す る た め に 利 用 す る こ と が で き る 。 図 ３ Ｈ で 分 か る よ う に 、 同 図 で は 、 閉 塞
部 材 の 上 面 が 弧 状 で あ る と と も に 環 状 の 収 集 空 間 が 閉 塞 部 材 ５ ４ ６ の 周 囲 を 廻 っ て 設 け ら
れ て お り 、 こ の 場 合 、 閉 塞 部 材 ５ ４ ６ は 設 置 部 位 で あ る 解 剖 学 的 構 造 （ 例 え ば 、 鼻 腔 、 後
鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 咽 頭 な ど ） の 壁 と 接 合 し 、 ま た 、 吸 引 管 材 ５ ４ ８ の 拡 張 端 ５ ５ ２ の 寸 法 と
形 状 は 、 閉 塞 部 材 ５ ４ ６ の 弧 状 の 上 面 を 受 容 す る と と も に 、 環 状 の 収 集 空 間 か ら 血 液 、 流
体 、 ま た は 、 堆 積 物 を 吸 引 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 閉 塞 部 材 が バ ル ー ン で あ る 実 施 形
態 で は 、 バ ル ー ン ／ 膨 張 管 腔 は 管 材 ５ ４ ８ を 通 っ て 延 び 、 小 型 の バ ル ー ン 膨 張 管 材 は バ ル
ー ン の 内 部 へ 延 び て 入 り 、 バ ル ー ン を 膨 張 お よ び 収 縮 さ せ る こ と が で き る 。 任 意 で 、 或 る
実 施 形 態 で は 、 別 個 の 管 材 ５ ５ ０ が 管 材 ５ ４ ８ を 通 っ て 延 び 、 更 に 、 閉 塞 部 材 ５ ４ ６ を 通
過 し て 、 閉 塞 部 材 ５ ４ ６ よ り 遠 位 の 領 域 に 接 近 す る こ と が で き る よ う に す る こ と で 、 吸 引
、 器 具 類 や 液 体 注 入 装 置 の 導 入 、 或 い は 、 そ れ 以 外 の 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 図 ３ Ｉ は 、 閉 塞 部 材 ５ ７ ０ が タ ン ポ ン （ 例 え ば 、 綿 、 ガ ー ゼ 、 ヒ ド ロ ゲ ル 、 ま た は 、 そ
れ 以 外 の 流 体 を 吸 収 し て 所 望 の 肉 体 管 腔 を 閉 塞 す る 単 一 素 材 ま た は 複 数 素 材 の 複 合 材 な ど
） の よ う な 吸 収 剤 の 塊 を 包 含 し て い る の を 例 示 し て い る 。 例 示 さ れ た 特 定 の 具 体 例 で は 、
閉 塞 部 材 は 、 湾 曲 し た （ 例 え ば 、 略 Ｕ 字 型 の ） 先 端 部 を 設 け た 管 材 ５ ７ ２ に 形 成 さ れ た 開
口 ５ ７ ８ か ら 外 へ 前 進 さ せ ら れ る 。 吸 引 開 口 ５ ７ ６ が 管 材 ５ ７ ２ の 遠 位 部 に 形 成 さ れ て 、
閉 塞 部 材 ５ ７ ０ の 上 面 に 隣 接 し て 集 ま る 血 液 、 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 が 管 材 ５ ７ ２ を 通 し
て 吸 引 さ れ る よ う に し て い る 。 こ の 処 置 が 完 了 し た 後 、 ま た は 、 閉 塞 が も は や 不 要 と な っ
た 後 で 、 管 材 ５ ７ ２ お よ び 流 体 で 濡 れ た 閉 塞 部 材 ５ ７ ０ が 体 内 か ら 引 き 出 さ れ る が 、 こ の
と き 、 閉 塞 部 材 ５ ７ ０ を 管 材 ５ ７ ２ の 中 に 後 退 さ せ る こ と は し な い 。 任 意 で 、 遠 位 端 開 口
部 ５ ７ ４ が 管 材 ５ ７ ２ に 形 成 さ れ て も よ く 、 ま た 、 そ の よ う な 遠 位 端 開 口 部 は 開 口 部 ５ ７
６ と 同 じ 管 腔 に 接 続 さ れ て も よ い し 、 或 い は 、 任 意 の 遠 位 端 開 口 部 ５ ７ ４ に 至 る 別 個 の 管
腔 に 接 続 さ れ て 、 吸 引 、 潅 注 、 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｙ '''''に 例 示 さ れ て い る と と も に 後 段
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で 説 明 さ れ る も の の よ う な 作 業 装 置 ５ ８ ０ の 導 入 を 図 る よ う に 利 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ３ Ｊ は 、 図 ２ Ｏ お よ び 図 ２ Ｐ に 例 示 さ れ て い る と と も に 後 段 で 説 明 さ れ る 装 置 の 閉 塞
部 材 に 類 似 し て い る 閉 塞 部 材 の 実 施 形 態 を 例 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 閉 塞 部 材 ６
０ ０ は 管 材 ま た は 長 手 の 部 材 ６ ０ ４ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 ま た 、 吸 引 管 材 ６ ０ ２ は 管 材
ま た は 長 手 部 材 ６ ０ ４ の 上 を 前 後 に 移 動 し て 、 閉 塞 部 材 ６ ０ ０ の 上 面 に 隣 接 し て い る 領 域
か ら 、 ま た は 、 閉 塞 部 材 ６ ０ ０ が 設 置 さ れ て い る 肉 体 管 腔 の ど こ か 別 な 部 位 か ら 、 血 液 、
流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 を 吸 引 す る こ と が で き る 。 閉 塞 部 材 ６ ０ ０ が バ ル ー ン で あ る 実 施 形
態 で は 、 バ ル ー ン ／ 膨 張 管 腔 は 管 材 ま た は 長 手 部 材 ６ ０ ４ を 通 っ て 延 び て バ ル ー ン に 入 り
込 み 、 バ ル ー ン を 膨 張 お よ び 収 縮 さ せ る こ と が で き る 。 任 意 で 、 或 る 実 施 形 態 で は 、 別 個
の 管 材 ６ ０ ６ は 管 材 ま た は 長 手 部 材 ６ ０ ４ を 通 っ て 延 び て か ら 、 更 に 閉 塞 部 材 ６ ０ ０ を 通
過 し て 、 閉 塞 部 材 ６ ０ ０ よ り 遠 位 の 領 域 に 接 近 す る こ と で 、 吸 引 、 器 具 類 の 導 入 、 ま た は
、 そ れ 以 外 の 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 図 ３ Ｋ は 、 図 ２ Ｑ お よ び 図 ２ Ｒ に 例 示 さ れ て い る と と も に 後 段 で 説 明 さ れ る 装 置 に 組 み
込 ま れ た 閉 塞 部 材 に 類 似 し て い る 閉 塞 部 材 の 実 施 形 態 を 例 示 し て い る 。 こ の 実 施 形 態 で は
、 閉 塞 部 材 ６ １ ０ は 管 材 ま た は 長 手 部 材 ６ １ ４ に 取 り 付 け ら れ て お り 、 １ 個 以 上 の 吸 引 開
口 ６ １ ６ が 形 成 さ れ た 先 細 り 状 の 吸 引 管 材 ６ １ ２ が 管 材 ま た は 長 手 部 材 ６ １ ４ の 上 を 前 後
に 移 動 し て 、 閉 塞 部 材 ６ １ ０ の 上 面 に 隣 接 し て い る 領 域 か ら 、 ま た は 、 閉 塞 部 材 ６ ０ ０ が
設 置 さ れ て い る 肉 体 管 腔 の ど こ か 別 な 部 位 か ら 、 血 液 、 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 を 吸 引 す る
こ と が で き る 。 勿 論 、 潅 注 溶 液 ま た は そ れ 以 外 の 流 体 を 上 述 の よ う な 開 口 ６ １ ６ を 介 し て
搬 送 し て も よ い し 、 或 い は 、 別 個 の 潅 注 ／ 膨 張 開 口 （ 単 数 ま た は 複 数 、 図 示 せ ず ） を 通 っ
て 開 放 し て い る 別 個 の 潅 注 ／ 膨 張 管 腔 を 介 し て 搬 送 し て も よ い 。 閉 塞 部 材 ６ １ ０ が バ ル ー
ン で あ る 実 施 形 態 で は 、 バ ル ー ン ／ 膨 張 管 腔 は 管 材 ま た は 長 手 部 材 ６ １ ４ を 通 っ て 延 び て
バ ル ー ン の 中 に 入 り 込 み 、 バ ル ー ン を 膨 張 お よ び 収 縮 さ せ る よ う に し て も よ い 。 任 意 で 、
或 る 実 施 形 態 で は 、 別 個 の 管 材 ６ １ ８ は 管 材 ま た は 長 手 部 材 ６ １ ４ を 通 っ て 延 び て か ら 、
更 に 閉 塞 部 材 ６ １ ０ を 通 過 し て 、 閉 塞 部 材 ６ １ ０ よ り 遠 位 の 領 域 に 接 近 す る こ と が で き る
よ う に す る こ と で 、 吸 引 、 器 具 類 の 導 入 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 目 的 を 達 成 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ３ Ｌ 'な い し 図 ３ Ｌ ''は ま た 別 な 閉 塞 管 状 装 置 １ ０ ０ ０ を 例 示 し て お り 、 か か る 装 置
は 、 外 側 管 材 １ ０ ０ ２ と 、 外 側 管 材 １ ０ ０ ２ の 内 部 に 同 軸 配 置 さ れ た 内 側 管 材 １ ０ ０ ４ と
を 備 え て い る 。 外 方 向 に 屈 曲 自 在 な 領 域 １ ０ ０ ６ が 外 側 管 材 １ ０ ０ ２ の 壁 の 遠 位 端 の 付 近
に 形 成 さ れ て い る 。 外 側 管 材 １ ０ ０ ２ の 遠 位 端 は 内 側 管 材 １ ０ ０ ４ に 固 着 さ れ て い る 。 通
路 １ ０ １ ０ は 外 側 管 材 １ ０ ０ ２ と 内 側 管 材 １ ０ ０ ４ の 間 に 延 在 し て お り 、 開 口 １ ０ ０ ８ が
外 側 管 材 １ ０ ０ ２ の 壁 に 形 成 さ れ て い る 。 定 常 動 作 で は 、 こ の 装 置 １ ０ ０ ０ は 、 初 期 的 に
図 ３ Ｌ 'に 例 示 さ れ て い る 形 状 で 配 置 さ れ て か ら 、 所 望 の 通 路 に 挿 入 さ れ る 。 そ の 後 、 外
側 管 材 １ ０ ０ ２ は 静 止 状 態 の ま ま で 、 内 側 管 材 １ ０ ０ ４ が 近 位 方 向 に 引 き 込 ま れ る こ と で
、 外 向 き に 屈 曲 自 在 な 領 域 １ ０ ０ ６ を 図 ３ Ｌ ''に 例 示 さ れ て い る よ う に 外 向 き に 突 出 さ せ
、 そ の 結 果 、 装 置 １ ０ ０ ０ の 遠 位 部 が 設 置 さ れ て い る 肉 体 管 腔 を 閉 塞 さ せ る 。 通 路 １ ０ １
０ に 吸 引 を 施 す こ と で 、 外 向 き に 突 出 し た 屈 曲 自 在 領 域 １ ０ ０ ６ の 上 面 １ ０ ０ ７ に 隣 接 し
て い る 領 域 か ら 血 液 、 流 体 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 堆 積 物 を 除 去 す る こ と が で き る 。 こ の 点
で 、 開 口 １ ０ ０ ８ は 外 向 き に 突 出 し た 屈 曲 自 在 な 領 域 １ ０ ０ ６ の 上 面 １ ０ ０ ７ に 近 接 し て
形 成 し て も よ い し 、 か つ ／ ま た は 、 上 面 １ ０ ０ ７ に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ３ Ｍ 'お よ び 図 ３ Ｍ ''は 、 外 側 管 材 １ ０ ２ ２ お よ び 内 側 管 材 １ ０ ２ ４ を 備 え て い る ま
た 別 な 閉 塞 管 状 装 置 １ ０ ２ ０ を 例 示 し て い る 、 内 側 管 材 １ ０ ２ ４ は 外 側 管 材 １ ０ ２ ２ の 遠
位 端 か ら 外 へ 前 進 す る こ と が で き 、 内 側 管 材 １ ０ ２ ４ の 遠 位 部 は 、 内 側 管 材 か ら 外 へ 出 た
際 に 拡 張 さ れ て 、 図 ３ Ｍ ''に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 設 置 部 位 で あ る 肉 体 管 腔 ま た は 肉 体
通 路 を 閉 鎖 す る 閉 塞 部 材 を 形 成 す る 。 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、 ま た は 、 堆 積 物 は 外 側 管 材
１ ０ ２ ２ の 開 放 遠 位 端 を 通 し て 、 か つ ／ ま た は 、 任 意 の 側 部 開 口 １ ０ ２ ６ を 介 し て 、 閉 塞
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部 材 の 上 面 に 隣 接 し て い る 領 域 か ら 吸 引 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ４ は 、 本 発 明 の 鼻 咽 頭 閉 塞 気 管 内 管 材 装 置 ６ ２ ０ が 右 鼻 腔 を 通 し て 気 管 に 挿 入 さ れ て
い る の 例 示 し て い る 。 装 置 ６ ２ ０ は 湾 曲 し た 管 材 ６ ２ ２ を 備 え て い る が 、 後 閉 塞 部 材 ６ ２
６ が 管 材 ６ ２ ２ の 遠 位 端 ま た は そ の 付 近 に 設 置 さ れ て お り 、 装 置 は ま た 、 任 意 で 、 管 材 ６
２ ２ の 近 位 端 付 近 に 前 閉 塞 部 材 （ 図 ４ に 点 線 で 例 示 さ れ て い る ） が 形 成 さ れ て い る 。 気 管
内 管 材 ６ ２ ４ は 湾 曲 管 材 ６ ２ ２ を 通 っ て 延 び 、 更 に 後 閉 塞 部 材 を 通 過 し て 患 者 の 気 管 に 入
る 。 任 意 で 、 帯 部 材 ６ ２ ８ を 気 管 内 管 材 ６ ２ ４ に 形 成 し て 、 患 者 の 気 管 内 で 正 門 の 上 の 位
置 に 第 ２ の 実 質 的 に 流 体 封 鎖 シ ー ル を 設 け る よ う に し て も よ い 。 ハ ブ ６ ３ ０ が 管 材 ６ ２ ２
の 近 位 端 に 形 成 さ れ る 。 換 気 管 材 ６ ３ ４ が ハ ブ か ら 延 び て 、 気 管 内 管 材 ６ ２ ４ に 接 続 さ れ
る と と も に 、 換 気 装 置 、 麻 酔 装 置 、 ｔ 字 型 チ ュ ー ブ 、 救 急 車 用 バ ッ グ な ど に 装 着 す る こ と
が で き る 。 後 閉 塞 部 材 ６ ２ ６ が バ ル ー ン で あ る 実 施 形 態 で は 、 後 閉 塞 膨 張 ／ 収 縮 コ ネ ク タ
６ ３ ２ は ハ ブ ６ ３ ０ か ら 延 び て お り 、 ま た 、 後 閉 塞 部 材 ６ ２ ６ の 膨 張 ／ 収 縮 を 目 的 と し え
管 材 ６ ２ ２ を 通 っ て 延 び る 膨 張 ／ 収 縮 管 腔 に 接 続 さ れ て い る 。 帯 状 の 膨 張 ／ 収 縮 コ ネ ク タ
６ ３ ４ も ハ ブ ６ ３ ０ か ら 延 び て 気 管 内 管 材 ６ ２ ４ を 通 り 、 気 管 内 管 材 帯 部 材 ６ ２ ８ の 膨 張
／ 収 縮 を 達 成 す る 。 任 意 で 、 吸 引 ポ ー ト お よ び ／ ま た は 装 置 挿 入 用 ポ ー ト が ハ ブ ６ ３ ０ に
形 成 さ れ て い れ も よ い が 、 こ れ は 、 他 の 閉 塞 接 近 装 置 と 関 連 し て 先 に 説 明 さ れ た と お り で
あ る 。 定 常 動 作 で は 、 こ の 装 置 ６ ２ ０ は 、 後 閉 塞 部 材 ６ ２ ６ が 鼻 中 隔 の 後 ろ の （ 但 し 、 通
例 は 声 門 の 上 の ） 後 鼻 孔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 咽 頭 を 閉 塞 す る 位 置 ま で 挿 入 さ れ 、 気 管 内 管
材 ６ ２ ４ は 、 任 意 の 帯 部 材 が 声 門 の 上 の 位 置 で 気 管 に 設 置 さ れ た 状 態 で 、 患 者 の 気 管 の 中
に 入 り 込 む 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 Ｃ ． 　 物 質 搬 送 用 の 作 業 装 置 、 ま た は 、 骨 も し く は 柔 組 織 の 切 断 用 、 融 除 用 、 改 造 用 ま
た は 拡 張 用 の 作 業 装 置
　 本 発 明 は 、 鼻 腔 、 副 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 中 耳 に 挿 入 さ れ て 診 断 書 地 ま た は 治 療 処 置
を 施 す こ と が で き る 多 様 な 装 置 を 提 供 す る 。 こ の よ う な 装 置 は 可 撓 性 カ テ ー テ ル ま た は 可
撓 性 の 棒 状 シ ャ フ ト を 通 し て 搬 送 さ れ 、 或 い は 、 そ れ ら カ テ ー テ ル や シ ャ フ ト に 組 み 込 む
こ と が で き る 。 こ の よ う な 可 撓 性 の 構 造 の お か げ で 、 装 置 を 搬 送 お よ び 設 置 し て 所 望 の 診
断 処 置 ま た は 治 療 処 置 を 施 し な が ら 、 同 時 に 、 先 行 技 術 の 方 法 論 に よ れ ば 剛 性 の 視 認 用 機
器 お よ び 剛 性 の 器 具 類 が 原 因 で 生 じ る 恐 れ の あ っ た 他 の 組 織 へ の 外 傷 を 最 小 限 に 抑 え る こ
と が で き る 。 こ の よ う な 装 置 が 部 分 的 に 可 撓 性 に 富 ん で い る 、 或 い は 、 装 置 に 剛 性 部 分 と
可 撓 性 部 分 が 設 け ら れ て 、 適 切 な 領 域 ま で 制 御 お よ び 案 内 す る の を 容 易 に す る こ と は 、 こ
の 取 組 み の 範 囲 に 入 る 。 更 に 、 処 置 の 或 る 部 分 で 、 所 望 に 応 じ て 、 こ の よ う な 装 置 を 他 の
標 準 的 な 剛 性 装 置 （ 例 え ば 、 視 認 用 機 器 な ど ） と 関 連 し て 、 ま た は 、 結 合 さ せ て 使 用 し て
も よ い 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 全 て の 処 置 で は な い に し て も 幾 つ か の 処 置 で は 、 こ の よ う な 作 業 装 置 （ お よ び ／
ま た は 、 作 業 装 置 を 搬 送 す る た め に 使 用 さ れ る カ テ ー テ ル ） は 、 図 ２ Ａ な い し 図 ２ Ｒ に 例
示 さ れ て い る と と も に 先 に 説 明 さ れ た よ う な 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ 、 １ ２ 、 ３ ０ ０ 、 ３ ０ １ 、
４ ０ ０ 、 ４ ３ ０ の 管 腔 を 通 し て 挿 入 す る こ と が で き る 。 上 述 の と お り 、 独 立 型 ガ イ ド カ テ
ー テ ル を 通 し て 、 或 い は 、 バ ル ー ン ま た は そ れ 以 外 の 閉 塞 部 材 を 備 え た 、 ま た は 、 備 え て
い な い 二 次 選 択 的 な ガ イ ド カ テ ー テ ル を 通 し て 、 接 近 お よ び 閉 塞 を も っ と 小 規 模 な 領 域 に
収 束 さ せ る の が 望 ま し い こ と も あ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 任 意 で 、 本 件 に 記 載 さ れ て い る 作 業 装 置 お よ び ガ イ ド カ テ ー テ ル の い ず れ も が 、 ガ イ ド
ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て 受 容 し 、 前 進 さ せ ら れ る よ う な 形 状 に な っ て い る が 、 こ れ は 、 そ う す る
こ と で 装 置 が 意 図 さ れ た 目 的 達 成 の た め に 作 動 さ せ る こ と が で き る 場 合 に 限 ら れ る 。 本 件
に 記 載 さ れ て い る 特 殊 な 具 体 例 の う ち の 或 る も の は ガ イ ド ワ イ ヤ を 備 え て い る が 、 ガ イ ド
ワ イ ヤ を 使 用 し 、 更 に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 を 組 み 入 れ る こ と は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ま た は ガ イ
ド ワ イ ヤ 管 腔 が 例 示 さ れ て い る 特 殊 な 具 体 例 の み に 限 定 さ れ る わ け で は な い こ と が 分 か る
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。 本 発 明 で 使 用 さ れ る ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 心 臓 病 学 の 分 野 で よ く 知 ら れ て い る と お り に 構 築
さ れ 、 被 覆 さ れ る 。 こ れ は 、 コ イ ル 、 先 細 り 状 コ ア ワ イ ヤ ま た は 非 先 細 り 状 コ ア ワ イ ヤ 、
放 射 線 不 透 過 性 先 端 部 お よ び ／ ま た は 放 射 線 不 透 過 性 全 長 部 、 成 形 リ ボ ン 、 多 様 な 硬 度 、
PTFE（ ポ リ テ ト ラ フ ル オ ロ エ チ レ ン ） 、 シ リ コ ー ン 、 親 水 性 皮 膜 、 ポ リ マ ー 皮 膜 な ど を 使
用 す る こ と を 含 ん で い る 。 本 発 明 の 範 囲 に つ い て は 、 こ の よ う な ワ イ ヤ は 5セ ン チ か ら 75
セ ン チ の 長 さ と 0.005イ ン チ か ら 0.050イ ン チ の 外 径 と い う 寸 法 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 、 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｙ '''''に 例 示 さ れ て い る と と も に こ こ に 説 明 さ れ て い る 作 業
装 置 の 幾 つ か は 各 種 の 組 立 体 、 構 成 要 素 、 ま た は 、 機 構 （ 例 え ば 、 回 転 式 カ ッ タ ー 、 高 周
波 電 極 、 電 気 焼 灼 装 置 、 物 を 回 収 す る 容 器 、 寒 冷 外 科 手 術 装 置 、 バ ル ー ン 、 ス テ ン ト 、 放
射 性 皮 膜 ま た は 物 質 溶 離 性 皮 膜 、 係 蹄 、 電 気 解 剖 学 的 マ ッ ピ ン グ 支 援 、 光 フ ァ イ バ ー 、 レ
ン ズ お よ び そ れ 以 外 の 内 視 鏡 装 置 、 シ ー ル 、 止 血 弁 な ど ） を 組 み 入 れ て い る 。 こ の よ う な
各 種 の 構 成 要 素 お よ び 組 立 体 の 設 計 お よ び 構 造 は 当 該 技 術 で 従 来 公 知 で あ る 。 こ の よ う な
設 計 お よ び 構 成 の 無 制 限 な 具 体 例 が 次 の 米 国 特 許 に 明 示 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 米 国 特 許
第 5,722,984号 （ フ ィ ッ シ ェ ル ほ か ） 、 第 5,775,327号 （ ラ ン ド ル フ ほ か ） 、 第 5,685,838
号 （ ピ ー タ ー ス ほ か ） 、 第 6,013,019号 （ フ ィ ッ シ ェ ル ほ か ） 、 第 5,356,418号 （ シ ュ ツ ル
マ ン ） 、 第 5,634,908号 （ ル ー マ ス ） 、 第 5,255,679号 （ イ ム ラ ン ） 、 第 6,048,299号 （ ホ
フ マ ン ） 、 第 6,585,794号 （ ラ イ ト ほ か ） 、 第 6,503,185号 （ バ ク ス マ ン ） 、 第 6,669,689
号 （ レ ー マ ン ほ か ） 、 第 6,638,233号 （ コ ル ヴ ィ ほ か ） 、 第 5,026,384号 （ フ ァ ー ル ほ か ）
、 第 4,669,469号 （ ジ フ ォ ー ド ほ か ） 、 第 6,685,648号 （ フ ラ ハ ー テ ィ ほ か ） 、 第 5,250,05
9号 （ ア ン ド レ ア ス ほ か ） 、 第 4,708,834号 （ ツ ノ ） 、 第 5,171,233号 （ ア ン プ ラ ッ ツ ） 、
第 6,468,297号 （ ウ イ リ ア ム ス ほ か ） 、 お よ び 、 第 4,748,869号 （ ウ オ ー ド ル ） に 明 示 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｙ '''''の 具 体 例 に 示 さ れ て い る よ う に 、 こ の よ う な 作 業 装 置 と し て
は 、 各 種 の ガ イ ド カ テ ー テ ル 、 物 質 搬 送 カ テ ー テ ル 、 視 認 用 機 器 類 、 注 入 装 置 、 カ ッ タ ー
、 骨 破 壊 装 置 、 バ ル ー ン お よ び そ れ 以 外 の 拡 張 装 置 、 レ ー ザ ー ／ 熱 の 搬 送 装 置 、 固 定 具 類
、 移 植 片 、 ス テ ン ト 、 係 蹄 、 生 検 器 具 、 鉗 子 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ５ Ａ は 、 可 撓 性 の カ テ ー テ ル 本 体 部 ７ ２ に 側 部 開 口 ７ ４ が 設 け ら れ た 側 部 吸 引 切 除 カ
テ ー テ ル ７ ０ を 例 示 し て い る 。 カ テ ー テ ル ７ ２ は 、 鼻 孔 、 鼻 腔 、 開 口 、 小 口 、 鼻 腔 の 内 部
な ど の 通 路 の 中 を 前 進 さ せ ら れ て か ら 、 除 去 す る べ き 物 質 （ 例 え ば 、 ポ リ ー プ 、 病 巣 、 堆
積 物 片 、 組 織 、 血 餅 な ど ） に 隣 接 し た 位 置 に 開 口 ７ ４ が く る よ う に 設 置 さ れ る 。 カ テ ー テ
ル ７ ２ の 管 腔 を 介 し て 吸 引 が 施 さ れ 、 開 口 ７ ４ を 通 し て カ テ ー テ ル ７ ２ の 中 へ 物 質 を 吸 引
す る こ と が で き る 。 或 る 事 例 で は 、 回 転 式 カ ッ タ ー 、 直 線 ス ラ イ サ ー 、 ピ ン チ ャ ー 、 レ ー
ザ ー ビ ー ム 、 電 気 外 科 手 術 用 カ ッ タ ー な ど の よ う な カ ッ タ ー を カ テ ー テ ル ７ ２ の 中 に 組 み
込 ん で 、 側 部 開 口 ７ ４ の 中 に 置 か れ た 組 織 ま た は 物 質 を 剪 断 ま た は 融 除 す る の を 助 け る こ
と が で き る 。 こ の カ テ ー テ ル は 、 興 味 の 対 象 で あ る 組 織 に 対 し て カ テ ー テ ル の 開 口 部 を 押
し 付 け る こ と の で き る 偏 向 自 在 な 先 端 部 、 ま た は 、 湾 曲 し た 遠 位 端 を 組 み 入 れ て い て も よ
い 。 更 に 、 こ の 装 置 ７ ０ で は 、 任 意 の 安 定 化 バ ル ー ン （ 図 ５ Ｍ に 例 示 さ れ て い る と と も に
後 段 で 説 明 さ れ る も の に 類 似 し て い る ） が カ テ ー テ ル ７ ２ の 一 方 側 に 組 み 込 ま れ て 、 興 味
の 対 象 で あ る 組 織 に 対 し て 装 置 を 押 し 付 け る こ と が で き る よ う に し て も よ い し 、 ま た 、 超
音 波 、 フ ァ イ バ ー ま た は デ ィ ジ タ ル 光 学 系 、 光 干 渉 断 層 撮 像 法 （ OCT） 、 高 周 波 （ RF） 、
電 磁 セ ン サ ー 、 エ ミ ッ タ ー な ど の よ う な １ 個 以 上 の 実 装 画 像 化 機 能 を 備 え て い て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ５ Ｂ は 、 １ 個 以 上 の 注 入 装 置 ８ ０ を 有 し て い る 可 撓 性 カ テ ー テ ル シ ャ フ ト ７ ８ を 設 け
た 注 入 カ テ ー テ ル ７ ６ を 例 示 し て お り 、 こ の 注 入 装 置 は 、 カ テ ー テ ル ７ ８ の 設 置 部 位 で あ
る 肉 体 管 腔 の 壁 の 中 、 ま た は 、 壁 の 上 に 置 か れ た 組 織 ま た は 物 質 の 中 へ 進 入 さ せ る こ と が
で き る 。 カ テ ー テ ル ７ ８ は 、 注 入 装 置 を カ テ ー テ ル 本 体 部 の 中 に 後 退 さ せ た ま ま で 、 鼻 孔
、 鼻 腔 、 開 口 、 小 口 、 鼻 腔 の 内 部 な ど の よ う な 通 路 を 通 し て 前 進 さ せ ら れ て か ら 、 診 断 物
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質 ま た は 治 療 物 資 が 注 入 さ れ る べ き 領 域 に 隣 接 し て 設 置 さ れ る 。 そ の 後 、 注 入 装 置 （ 単 数
ま た は 複 数 ） が 隣 接 組 織 ま た は 隣 接 物 質 の 中 に 進 入 さ せ ら れ て 、 所 望 の 物 質 が 注 入 さ れ る
。 レ ー ザ ー 、 Ｒ Ｆ 、 熱 の よ う な エ ネ ル ギ ー か 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の エ ネ ル ギ ー が こ の よ う
な 注 入 装 置 ８ ０ を 通 し て 搬 送 さ れ 、 或 い は 、 エ ネ ル ギ ー 放 射 移 植 片 （ ガ ン マ 放 射 線 種 ま た
は ベ ー タ 放 射 線 種 な ど ） も こ の よ う な 注 入 装 置 ８ ０ を 介 し て 搬 送 さ れ る が 、 そ の 場 合 、 移
植 片 単 独 で 搬 送 さ れ る か 、 ま た は 、 流 体 担 体 か 、 或 い は 、 そ れ 以 外 の 、 診 断 用 物 質 ま た は
治 療 用 物 質 （ 本 件 で 規 定 さ れ て い る よ う な ） な ど の 物 質 と 結 合 さ せ て 搬 送 さ れ る か 、 い ず
れ か で あ る 。 こ の 装 置 ７ ６ ば か り か 、 そ れ 以 外 の 作 業 装 置 や 本 発 明 の 方 法 （ 本 件 で 説 明 さ
れ て い る 多 様 な 移 植 可 能 な 装 置 ） が 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 を 搬 送 す る た め に 利 用 す
る こ と が 出 来 る 点 は 、 注 目 に 値 す る 。 本 件 で 使 用 さ れ る よ う な 「 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用
物 質 」 と い う 語 は 広 く 解 釈 す る こ と に よ り 、 好 適 で あ れ ば ど の よ う な 薬 剤 、 プ ロ ド ラ ッ グ
、 遺 伝 子 治 療 試 料 、 細 胞 、 診 断 薬 、 造 影 剤 ま た は 画 像 化 用 薬 剤 、 生 物 製 剤 な ど で も 含 む も
の と す る 。 例 え ば 、 細 菌 感 染 を 治 療 ま た は 予 防 す る の が 望 ま し い 応 用 例 で は 、 搬 送 さ れ る
物 質 は 薬 学 的 に 容 認 で き る 塩 ま た は 抗 細 菌 剤 （ 例 え ば 、 抗 生 物 質 、 抗 ウ イ ル ス 剤 、 ア ン チ
パ ラ サ イ ト 剤 、 抗 真 菌 剤 な ど ） の 投 与 形 式 を 含 む 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 本 発 明 で 使 用 す る こ と の で き る 抗 細 菌 剤 の 無 制 限 な 具 体 例 と し て 、 ア シ ク ロ ビ ル 、 ア マ
ン タ ジ ン 、 ア ミ ノ グ リ コ シ ド （ 例 え ば 、 ア ミ カ シ ン 、 ゲ ン タ マ イ シ ン 、 ト ブ ラ マ イ シ ン な
ど ） 、 ア モ キ シ シ リ ン 、 ア モ キ シ シ リ ン ／ ク ラ ブ ラ ン 酸 、 ア ン フ ォ テ リ シ ン Ｂ 、 ア ン ピ シ
リ ン 、 ア ン ピ シ リ ン ／ ス ル バ ク タ ム 、 ア ト ヴ ァ ク オ ー ネ 、 ア ジ ス ロ マ イ シ ン 、 セ フ ァ ゾ リ
ン 、 セ フ ェ パ イ ム 、 セ フ ォ タ キ シ ム 、 セ フ ォ テ タ ン 、 セ フ ォ ド キ シ ム 、 セ フ ァ タ ジ デ ィ ン
、 セ フ チ ゾ キ シ ム 、 セ フ ト リ ア ク ソ ン 、 セ フ ロ キ シ ム 、 セ フ ロ キ シ ム ア キ セ チ ル 、 セ フ ァ
レ キ シ ン 、 ク ロ ラ ン フ ェ ニ コ ル 、 ク ロ ト リ マ ゾ ー ル 、 シ プ ロ フ ロ キ サ シ ン 、 ク ラ リ ス ロ マ
イ シ ン 、 ク リ ン ダ マ イ シ ン 、 ダ プ ゾ ン 、 ジ ク ロ キ サ シ リ ン 、 ド キ シ サ イ ク リ ン 、 エ リ ス ロ
マ イ シ ン 、 フ ル コ ナ ゾ ー ル 、 フ ォ ス カ ル ネ ッ ト 、 ガ ン シ ク ロ ビ ル 、 ガ チ フ ロ キ サ シ ン 、 イ
ミ ペ ネ ム ／ シ ラ ス タ チ ン 、 イ ソ ニ ア ジ ド 、 イ ト ラ コ ナ ゾ ー ル 、 ケ ト コ ナ ゾ ー ル 、 メ ト ロ ニ
ダ ゾ ー ル 、 ナ フ シ リ ン 、 ニ ス タ チ ン 、 ペ ニ シ リ ン 、 ペ ニ シ リ ン Ｇ 、 ペ ン タ ミ ジ ン 、 ピ ペ ラ
シ リ ン ／ タ ゾ バ ク タ ム 、 リ フ ァ ン ピ ン 、 キ ヌ プ リ ス チ ン ・ ダ ル ホ プ リ ス チ ン 、 チ カ ル シ リ
ン ／ ク ラ ブ ラ ン 酸 、 ト リ メ ト プ リ ム ／ ス ル フ ァ メ ト キ サ ゾ ー ル 、 バ ラ シ ク ロ ビ ル 、 バ ン コ
マ イ シ ン 、 マ フ ェ ナ イ ド 、 ス ル フ ァ ジ ア ジ ン 銀 、 ム ピ ロ シ ン 、 ナ イ ス タ チ ン 、 ト リ ア ム シ
ノ ロ ン ／ ナ イ ス タ チ ン 、 ク ロ ト リ マ ゾ ー ル ／ ベ タ メ タ ゾ ン 、 ク ロ ト リ マ ゾ ー ル 、 ケ ト コ ナ
ゾ ー ル 、 ブ ト コ ナ ゾ ー ル 、 ミ コ ナ ゾ ー ル 、 チ オ コ ナ ゾ ー ル 、 微 生 物 を 破 滅 さ せ る 、 ま た は
、 微 生 物 を 無 能 に す る 界 面 活 性 剤 様 の 化 学 物 質 （ 例 え ば 、 ノ ン オ キ シ ノ ル 9、 オ ク ト キ シ
ル 9、 塩 化 ベ ン ザ ル コ ニ ウ ム 、 メ ン フ ェ ゴ ー ル 、 N-ド コ サ ノ ー ル な ど ） 、 標 的 細 胞 に 微 生
物 が 付 着 す る の を 阻 止 し 、 か つ ／ ま た は 、 感 染 症 病 原 体 の 侵 入 を 阻 止 す る 化 学 物 質 （ 例 え
ば 、 PC-515（ カ ラ ギ ー ナ ン ） 、 Pro-2000、 お よ び 、 デ キ ス ト リ ン 2サ ル フ ェ ー ト の よ う な
硫 酸 塩 ポ リ マ ー ま た は ス ル ホ ン 酸 塩 ポ リ マ ー な ど ） 、 細 胞 内 で レ ト ロ ウ イ ル ス が 複 製 を 行
う の を 阻 止 す る 抗 レ ト ロ ウ イ ル ス 剤 （ 例 え ば 、 PMPAゲ ル な ど ） 、 「 植 物 性 抗 体 」 と し て 周
知 の 、 植 物 か ら 遺 伝 子 工 学 的 に 生 成 さ れ る 抗 ウ イ ル ス 性 抗 体 の よ う な 病 原 体 と 闘 う 、 遺 伝
子 工 学 的 に 生 成 さ れ た 抗 体 ま た は 自 然 発 生 す る 抗 体 、 組 織 の 状 態 を 変 化 さ せ て 組 織 を 病 原
体 と 敵 対 さ せ る 物 質 （ 上 述 の よ う な 病 原 体 と し て は 、 粘 膜 pHを 変 え る 物 質 （ 例 え ば 、 緩 衝
ゲ ル や 酸 形 成 物 質 な ど ） 、 非 病 原 性 バ ク テ リ ア す な わ ち 「 役 に 立 つ 」 バ ク テ リ ア 、 ま た は
、 そ れ 以 外 の 、 過 酸 化 水 素 ま た は そ れ 以 外 の 病 原 性 細 菌 （ 例 え ば 、 乳 酸 桿 菌 な ど ） を 殺 傷
ま た は そ の 成 長 を 抑 止 す る 物 質 を 生 成 す る 微 生 物 ） な ど が あ る 。 こ の 前 後 に リ ス ト に 挙 が
っ た 物 質 の い ず れ か に 適 用 す る こ と が で き る よ う に 、 こ の よ う な 物 質 は 、 各 種 の 薬 物 放 出
装 置 、 各 種 の ポ リ マ ー 、 コ ラ ー ゲ ン 、 ゲ ル の よ う な 分 子 構 造 物 、 移 植 可 能 な 浸 透 性 ポ ン プ
装 置 な ど の う ち の い ず れ か １ 個 ま た は 複 数 個 と 組 合 わ せ て 使 う こ と で 、 一 度 設 置 さ れ れ ば
、 よ り 長 期 間 に わ た っ て 物 質 を 放 出 し つ づ け る こ と が で き る 。 更 に 、 こ の よ う な 物 質 は ま
た 、 後 段 で 説 明 さ れ る 移 植 可 能 な 構 造 装 置 （ ス テ ン ト 、 拡 張 装 置 な ど ） の い ず れ か と 組 合
さ れ て 、 移 植 片 そ れ 自 体 が 感 染 し 、 堆 積 物 で 覆 わ れ 、 ま た は 、 封 じ 込 め ら れ る こ と が な い

10

20

30

40

50

(30) JP 2007-537784 A 2007.12.27



よ う に し 、 或 い は 、 粘 膜 中 ま た は 粘 膜 下 組 織 中 の 最 適 位 置 や 骨 の 中 に 薬 物 を 投 与 す る こ と
が で き る よ う に す る 。 本 発 明 で 使 用 す る こ と の で き る 移 植 可 能 な 物 質 の 搬 送 装 置 の 具 体 例
と し て は 、 図 ５ Ｙ 'な い し 図 ５ Ｙ '''''に 例 示 さ れ て い る と と も に 後 段 で 説 明 さ れ て い る も
の が あ る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 炎 症 を 治 療 し 、 ま た は 、 炎 症 を 防 止 す
る こ と が 望 ま し い 応 用 例 で は 、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る 物 質 は 多 様 な ス テ ロ イ ド を 含 む 。 例 え
ば 、 鼻 腔 内 投 与 に よ っ て 既 に 投 薬 さ れ て い る コ ル チ コ ス テ ロ イ ド を 利 用 す る こ と が で き る
が 、 そ の 具 体 例 と し て は 、 ベ ク ロ メ タ ゾ ン （ バ ン セ ナ ー ゼ （ Vancenase登 録 商 標 ） ま た は
ベ コ ナ ー ゼ （ Beconase登 録 商 標 ） ） 、 フ ル ニ ソ リ ド （ ネ イ ザ リ ド （ Nasalide登 録 商 標 ） ）
、 フ ル チ カ ゾ ン （ フ ロ ナ ー ゼ （ Flonase登 録 商 標 ） ） 、 ト リ ア ム シ ノ ロ ン （ ナ ザ コ ー ト （ N
asacort登 録 商 標 ） ） 、 モ メ タ ゾ ン （ ナ ゾ ネ ク ス （ Nasonex登 録 商 標 ） ） な ど が あ る 。 ま た
、 こ れ ら 以 外 の 、 本 発 明 で 利 用 す る こ と の で き る ス テ ロ イ ド と し て は ア ク ロ メ タ ゾ ン 、 デ
ソ ニ ド 、 ヒ ド ロ コ ル チ ゾ ン 、 ベ タ メ タ ゾ ン 、 ク ロ コ ル ト ロ ン 、 デ ソ キ シ メ タ ゾ ン 、 フ ル オ
シ ノ ロ ン 、 フ ル ラ ン ド レ ノ リ ド 、 モ メ タ ゾ ン 、 プ レ ド ニ カ ル ベ ー ト 、 ア ム シ ノ ニ ド 、 デ ソ
キ シ メ タ ゾ ン 、 ジ フ ロ ラ ゾ ン 、 フ ル オ シ ノ ロ ン 、 フ ル オ シ ノ ニ ド 、 ハ ル シ ノ ニ ド 、 ク ロ ベ
タ ゾ ル 、 増 強 ベ タ メ タ ゾ ン 、 ジ フ ロ ラ ゾ ン 、 ハ ロ ベ ー タ ゾ ル 、 プ レ ド ニ ゾ ン 、 デ キ サ メ タ
ゾ ン 、 メ チ ル プ レ ド ニ ソ ロ ン な ど が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 ア レ ル ギ ー 反 応 ま た は 免 疫 反 応 を 治 療
ま た は 阻 止 す る の が 望 ま し い よ う な 応 用 例 の 或 る も の で は 、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る 物 質 は 、
ａ ） 人 体 に 適 応 す る よ う に 改 良 さ れ た 抗 サ イ ト カ イ ン 抗 体 、 抗 サ イ ト カ イ ン 受 容 体 抗 体 、
組 換 え 型 の （ 遺 伝 子 組 換 え の 結 果 と し て 得 ら れ た 新 細 胞 ） 拮 抗 薬 、 ま た は 、 可 溶 性 レ セ プ
タ の よ う な 多 様 な サ イ ト カ イ ン 阻 害 剤 、 ｂ ） ザ フ ィ ル ル カ ス ト 、 モ ン テ ル カ ス ト 、 ザ イ リ
ュ ー ト ン な ど の よ う な 多 様 な リ ュ ー コ ト リ エ ン 変 更 因 子 、 ｃ ） オ マ リ ズ マ ブ （ 以 前 は rhuM
ab-E25と 呼 ば れ て い た 抗 免 疫 グ ロ ブ リ ン Ｅ 単 ク ロ ー ン 性 抗 体 ） な ど の 免 疫 グ ロ ブ リ ン Ｅ （
IgE） 阻 害 剤 や 、 分 泌 性 白 血 球 プ ロ テ ア ー ゼ 抑 制 剤 な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 粘 膜 組 織 を 収 縮 さ せ る こ と 、 鬱 血 を 緩
和 す る こ と 、 ま た は 、 止 血 を 実 施 す る こ と が 望 ま し い よ う な 応 用 例 の 或 る も の に つ い て は
、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る 物 質 と し て は 、 鬱 血 除 去 ま た は 止 血 を 目 的 と し た 多 様 な 血 管 収 縮 神
経 薬 を 含 み 、 そ の 具 体 例 と し て は 、 偽 性 エ フ ェ ド リ ン 、 キ シ ロ メ タ ゾ リ ン 、 オ キ シ メ タ ゾ
リ ン 、 フ ェ ニ レ フ リ ン 、 エ ピ ネ フ リ ン な ど が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 粘 液 の 流 れ を 促 進 す る の が 望 ま し い よ
う な 応 用 例 の 或 る も の で は 、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る 物 質 と し て は 、 粘 液 ま た は 類 粘 分 泌 液 の
粘 性 ま た は 粘 稠 度 を 修 正 す る 多 様 な 粘 液 溶 解 薬 ま た は そ れ 以 外 の 薬 剤 を 含 み 、 そ の 具 体 例
と し て は 、 ア セ チ ル シ ス テ イ ン （ ミ ュ ー コ マ イ ス ト （ Mucomyst商 標 ） 、 ミ ュ ー コ シ ル （ Mu
cosil商 標 ） な ど ） と グ ア イ フ ェ ネ シ ン な ど が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 ヒ ス タ ミ ン 放 出 を 阻 止 ま た は 抑 止 す る
の が 望 ま し い よ う な 応 用 例 の 或 る も の で は 、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る 物 質 と し て は 、 多 様 な マ
ス ト 細 胞 安 定 剤 、 ま た は 、 ヒ ス タ ミ ン の 放 出 を 阻 止 す る 薬 剤 を 含 み 、 例 え ば 、 ク ロ モ リ ン
（ 例 え ば 、 ネ イ ザ ル ク ロ ム （ Nasal Chrom登 録 商 標 ） や ネ ド ク ロ ミ ル な ど が あ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 ヒ ス タ ミ ン の 効 果 を 阻 止 ま た は 抑 制 す
る の が 望 ま し い よ う な 応 用 例 の 或 る も の で は 、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る 物 質 と し て は 多 様 な 抗
ヒ ス タ ミ ン 剤 を 含 ん で お り 、 例 え ば 、 ア ゼ ラ ス チ ン （ 例 え ば 、 ア ス チ リ ン （ Astylin登 録
商 標 ） ） 、 ジ フ ェ ニ ド ラ ミ ン 、 ロ ラ タ ジ ン な ど が あ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
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　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 硬 骨 ま た は 軟 骨 を 溶 解 し 、 分 解 し 、 切
断 し 、 破 断 し 、 ま た は 、 改 造 す る の が 望 ま し い よ う な 実 施 形 態 の 或 る も の で は 、 本 発 明 で
搬 送 さ れ る 物 質 と し て は 、 硬 骨 お よ び ／ ま た は 軟 骨 を 弱 化 ま た は 変 化 さ せ る こ と で 、 硬 骨
ま た は 軟 骨 の 改 造 、 再 成 形 、 破 断 、 ま た は 、 除 去 を 行 う 本 発 明 の 他 の 処 置 を 容 易 に す る 物
質 が 含 ま れ る 。 こ の よ う な 薬 剤 の 一 例 を 挙 げ る な ら ば 、 例 え ば EDTAな ど の よ う な 、 改 造 ま
た は 変 形 さ れ る べ き 骨 の 領 域 の 隣 に 注 入 す る こ と が で き る 、 ま た は 、 か か る 領 域 の 隣 に 物
質 搬 送 移 植 片 で 搬 送 す る こ と の で き る カ ル シ ウ ム キ レ ー ト 剤 が あ る 。 ま た 別 な 例 と し て 挙
げ る な ら ば 、 骨 分 解 細 胞 を 構 成 要 素 に 含 む 、 ま た は 、 骨 分 解 細 胞 を 含 有 す る 、 オ ス テ オ ク
ラ ス ト な ど の よ う な 製 剤 が あ る 。 こ れ 以 外 の 具 体 例 と し て は 、 骨 ま た は 軟 骨 を 軟 化 さ せ 、
ま た は 、 そ の 成 分 を 破 壊 す る こ と の で き る 多 様 な 酵 素 ま た は 物 資 が 含 ま れ る が 、 例 え ば 、
コ ラ ゲ ナ ー ゼ （ CGN） 、 ト リ プ シ ン 、 ト リ プ シ ン ／ EDTA、 ヒ ア ル ロ ニ ダ ー ゼ 、 ト シ ル リ シ
ル ク ロ ロ メ タ ン （ TLCM） な ど が あ る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 或 る 応 用 例 で は 、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る
物 質 と し て は 、 鼻 炎 、 鼻 ポ リ ー プ 、 鼻 の 炎 症 、 そ れ 以 外 の 耳 、 鼻 、 喉 の 疾 患 を 治 療 す る た
め に 使 用 さ れ る 、 上 記 以 外 の 分 類 の 物 質 を 含 み 、 そ の 具 体 例 に は 、 鼻 汁 を 脱 水 さ せ る 傾 向
に あ る 抗 コ リ ン 作 用 薬 で 、 例 え ば 、 イ プ ラ ト ロ ピ ウ ム （ ア ト ロ ヴ ェ ン ト ・ ネ イ ザ ル （ Atro
vent Nasal登 録 商 標 ） な ど の ほ か に 、 こ れ 以 外 の 本 件 に 挙 げ ら れ な い 多 数 の 薬 剤 が あ る が
、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 ポ リ ー プ ま た は 浮 腫 組 織 か ら 流 体 を 抜
き 取 る の が 望 ま し い よ う な 応 用 例 の 或 る も の で は 、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る 物 質 と し て は 、 フ
ロ セ ミ ド の よ う な 局 在 作 用 性 ま た は 局 所 作 用 性 の 利 尿 剤 、 お よ び ／ ま た は 、 塩 化 ナ ト リ ウ
ム ゲ ル ま た は そ れ 以 外 の 、 組 織 か ら 水 分 を 抜 き 取 る 塩 製 剤 の よ う な 超 浸 透 性 薬 剤 、 或 い は
、 粘 液 の 浸 透 性 含 有 物 を 直 接 的 ま た は 間 接 的 に 変 化 さ せ て よ り 多 く の 水 分 を 組 織 か ら 外 に
出 す こ と で ポ リ ー プ を そ の 部 位 で 直 接 的 に 収 縮 さ せ て し ま う 物 質 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 腫 瘍 ま た は 癌 病 巣 を 治 療 す る の が 望 ま
し い よ う な 応 用 例 の 或 る も の で は 、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る 物 質 と し て は 、 抗 腫 瘍 薬 （ 例 え ば
、 癌 化 学 療 法 薬 、 生 物 学 的 反 応 変 更 剤 、 血 管 新 生 抑 止 剤 、 ホ ル モ ン 受 容 体 遮 断 薬 、 寒 冷 治
療 剤 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 新 生 組 織 形 成 ま た は 腫 瘍 形 成 を 破 壊 ま た は 阻 害 す る 薬 剤 な ど
） が あ る が 、 そ の 具 体 例 に は 、 ア ル キ ル 化 薬 ま た は そ れ 以 外 の 、 癌 細 胞 の DNAを 攻 撃 す る
こ と に よ り 癌 細 胞 を 直 接 死 滅 さ せ る 薬 剤 （ 例 え ば 、 シ ク ロ フ ォ ス フ ァ ミ ド 、 イ ソ ホ ス フ ァ
ミ ド な ど ） 、 ナ イ ト ロ ソ ー リ ア ス （ nitrosoureas） ま た は そ れ 以 外 の 、 細 胞 の DNA修 復 に
必 要 な 変 化 を 阻 害 す る こ と に よ り 癌 細 胞 を 死 滅 さ せ る 薬 剤 （ 例 え ば 、 カ ル ム ス チ ン （ BCNU
） 、 ロ ム ス チ ン （ CCNU） な ど ） 、 代 謝 拮 抗 薬 お よ び そ れ 以 外 の 、 或 る 細 胞 機 能 （ 通 常 は DN
A合 成 ） に 干 渉 す る こ と に よ り 癌 細 胞 の 成 長 を 遮 断 す る 薬 剤 （ 例 え ば 、 6メ ル カ プ ト プ リ ン
、 5フ ル オ ロ ウ ラ シ ル （ 5FU） な ど ） 、 抗 腫 瘍 抗 生 物 質 お よ び そ れ 以 外 の 、 DNAを 結 合 す る
か 介 在 さ せ る か し て 、 RNA合 成 を 阻 害 す る こ と に よ り 作 用 す る 化 合 物 （ 例 え ば 、 ド ク ソ ル
ビ シ ン 、 ダ ウ ノ ル ビ シ ン 、 エ ピ ル ビ シ ン 、 イ ダ ル ビ シ ン 、 ミ ト マ イ シ ン Ｃ 、 ブ レ オ マ イ シ
ン な ど ） 、 植 物 （ ツ ル ニ チ ソ ウ 属 ヴ ィ ン カ ） ア ル カ ロ イ ド お よ び そ れ 以 外 の 植 物 由 来 の 抗
腫 瘍 薬 （ 例 え ば 、 ビ ン ク リ ス チ ン 、 ビ ン ブ ラ ス チ ン な ど ） 、 ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン 、 ホ ル モ
ン 阻 害 薬 、 ホ ル モ ン 受 容 体 拮 抗 薬 お よ び そ れ 以 外 の 、 ホ ル モ ン 反 応 性 癌 の 成 長 に 影 響 を 与
え る 薬 剤 （ 例 え ば 、 タ モ キ シ フ ェ ン 、 ヘ ル セ プ チ ン 、 ア ミ ノ グ ル テ サ ミ ド （ aminogluteth
amide） お よ び ホ ル メ ス タ ン の よ う な ア ロ マ タ ー ゼ 阻 害 薬 、 レ ト ロ ゾ ー ル お よ び ア ナ ス ト
ラ ゾ ー ル の よ う な ト リ ア ゾ ー ル 阻 害 薬 、 エ ク セ メ ス タ ン の よ う な ス テ ロ イ ド 阻 害 剤 な ど ）
、 抗 血 管 新 生 性 タ ン パ ク 質 、 小 型 分 子 の 遺 伝 子 治 療 薬 、 お よ び ／ ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 腫
瘍 の 血 管 新 生 ま た は 血 管 形 成 を 阻 害 す る 薬 剤 （ 例 え ば 、 メ チ ル １ 、 メ チ ル ２ 、 サ リ ド マ イ
ド な ど ） 、 ベ バ シ ズ マ ブ （ ア ヴ ァ ス チ ン ） 、 ス ク ア ラ ミ ン 、 エ ン ド ス タ チ ン 、 ア ン ジ オ ス
タ チ ン 、 ア ン ジ オ ザ イ ム 、 AE-941（ ネ オ バ ス タ ッ ト ） 、 CC-5013（ レ ビ ミ ド ） 、 medi-522
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（ ヴ ィ タ ク シ ン ） 、 2-メ ト キ シ エ ス ト ラ ジ オ ー ル （ 2ME2、 パ ン ゼ ム ） 、 カ ル ボ キ シ ア ミ ド
ト リ ア ゾ ー ル （ CAI） 、 コ ン ブ レ タ ス タ チ ン A4プ ロ ド ラ ッ グ （ CA4P） 、 SU6668、 SU11248、
BMS-275291、 COL3、 EMD121974、 IMC-1C11、 IM862、 TNP-470、 セ レ コ キ シ ブ （ セ レ ブ レ ッ
ク ス ） 、 ロ フ ェ コ キ シ ブ （ ヴ ィ オ ッ ク ス ） 、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン ア ル フ ァ 、 イ ン タ ー ル ー キ
ン -12（ IL-12） ま た は 引 例 に 挙 げ る こ と で 本 件 に 組 み 込 ま れ て い る の が 明 ら か で あ る サ イ
エ ン ス （ Science） 第 289巻 の 1197頁 か ら 1201頁 （ 2000年 8月 17日 刊 行 ） で 識 別 さ れ る 化 合
物 の う ち の い ず れ か 、 生 物 学 的 反 応 変 更 剤 （ 例 え ば 、 イ ン タ ー フ ェ ロ ン 、 カ ル メ ッ テ ・ ゲ
リ ン の バ チ ル ス 培 養 菌 （ BCG） 、 モ ノ ク ロ ナ ル 抗 体 、 イ ン タ ー ル ー ケ ン -2、 顆 粒 白 血 球 培
養 群 刺 激 因 子 （ GCSF） な ど ） 、 PGDF受 容 体 拮 抗 剤 、 ヘ ル セ プ チ ン 、 ア ス パ ラ ギ ナ ー ゼ 、 ブ
ス ル フ ァ ン 、 カ ル ボ プ ラ チ ン 、 シ ス プ ラ チ ン 、 カ ル ム ス チ ン 、 ク ロ ラ ン ブ シ ル 、 シ タ ラ ビ
ン 、 ダ カ ル バ ジ ン 、 エ ト ポ シ ド 、 フ ル カ ル バ ジ ン （ flucarbazine） 、 フ ル オ ロ ウ ラ シ ル 、
ゲ ム シ タ ビ ン 、 ハ イ ド ロ オ キ シ ウ レ ア 、 イ ホ ス フ ァ ミ ド 、 イ リ ノ テ カ ン 、 ロ ム ス チ ン 、 メ
ル フ ァ ラ ン 、 メ ル カ プ ト プ リ ン 、 メ ソ ト レ キ セ ー ト 、 チ オ グ ア ニ ン 、 チ オ テ パ 、 ト ミ ュ デ
ッ ク ス 、 ト ポ テ カ ン 、 ト レ オ ス ル フ ァ ン 、 ビ ン ブ ラ ス チ ン 、 ビ ン ク リ ス チ ン 、 ミ ト ア ジ ト
ロ ン （ mitoazitrone） 、 オ キ サ リ プ ラ チ ン 、 プ ロ カ ル バ ジ ン 、 ス ト レ プ ト シ ン 、 タ ク ソ ル
、 タ キ ソ テ ー ル 、 上 記 の よ う な 化 合 物 の 類 似 物 ／ 同 種 物 お よ び 派 生 物 、 こ れ ら に 加 え て 、
こ こ に 挙 が っ て い な い 上 記 以 外 の 抗 腫 瘍 薬 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 新 し い 細 胞 を 成 長 さ せ る か 、 ま た は 、
既 存 の 細 胞 を 改 変 す る の が 望 ま し い よ う な 応 用 例 の 或 る も の で は 、 本 発 明 で 搬 送 さ れ る 物
質 と し て は 、 各 種 の 細 胞 （ 粘 膜 細 胞 、 線 維 芽 細 胞 、 幹 細 胞 、 遺 伝 子 工 学 に よ り 生 成 さ れ た
細 胞 な ど ） の ほ か に 、 遺 伝 子 、 プ ラ ス ミ ド や ア デ ノ ウ イ ル ス ベ ク タ ー の よ う な 遺 伝 子 担 体
、 遺 伝 子 と 一 緒 に 注 入 さ れ て 抗 炎 症 物 質 の 遺 伝 子 コ ー ド を 指 定 す る 裸 の DNAや mRNAな ど と
、 上 述 の よ う に 、 望 ま し い 場 合 に は 骨 を 改 変 ま た は 軟 化 さ せ る 破 骨 細 胞 が 含 ま れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 装 置 お よ び ／ ま た は 物 質 放 出 機 能 と 組 合 わ せ る こ と に 加 え て 、 ま た は 、 そ れ に 代 わ る 例
と し て 、 粘 液 の 流 動 経 路 （ す な わ ち 、 前 頭 洞 ま た は 篩 骨 細 胞 ） の 上 流 側 の 特 殊 な 部 位 に 装
置 を 設 置 す る の が 理 想 的 で あ る 場 合 が あ る 。 こ れ に よ り 、 配 置 す る 薬 物 放 出 装 置 の 個 数 が
少 な く 済 ま せ る こ と が で き る と と も に 、 下 流 側 の 組 織 全 体 に 所 望 の 薬 物 を 「 浴 び さ せ る 」
こ と が で き る 。 粘 液 を 薬 物 の 担 体 と し て こ の よ う に 利 用 す る の が 理 想 的 で あ る が 、 特 に 、
粘 液 が 保 持 さ れ る 領 域 で 薬 物 の 濃 度 を 最 高 に す る こ と が で き る 一 方 で 、 粘 液 の 流 動 が 良 好
な 非 罹 患 領 域 が 薬 物 の 影 響 を そ れ ほ ど 受 け な く て 済 む か ら で あ る 。 こ れ は 、 慢 性 副 鼻 腔 炎
や 腫 瘍 な ど 、 そ の よ う な 特 殊 な 部 位 に よ り 高 い 濃 度 の 薬 剤 を 運 ぶ こ と で 治 療 の 恩 恵 が 高 ま
る よ う な 場 合 に は 特 に 有 用 と な る 。 こ の よ う な 事 例 で は 全 て 、 局 所 搬 送 す る こ と に よ り 、
薬 物 が 全 身 に 与 え る 衝 撃 の 度 合 い を 遥 か に 軽 減 す る こ と が で き る 。 更 に 、 薬 物 の 組 成 や 搬
送 シ ス テ ム の 構 成 を 設 定 す る に あ た り 、 そ の 組 成 や 構 成 が 粘 液 に 対 す る 親 和 性 を あ ま り 堅
牢 で な い よ う に 保 つ こ と で 、 組 成 や 構 成 が 流 動 中 に む ら な く 分 配 さ れ る よ う に す る の が 理
想 的 で あ る 場 合 も あ る 。 ま た 、 或 る 応 用 例 で は 、 薬 剤 で は な く む し ろ 、 塩 の よ う な 溶 質 や
そ れ 以 外 の 粘 液 性 可 溶 物 質 を 或 る 部 位 に 置 く こ と で 、 粘 液 が 物 質 に 接 触 し 、 或 る 量 の 物 質
が 粘 液 中 に 溶 解 す る こ と で 、 粘 液 の 或 る 特 性 （ 例 え ば 、 pH、 浸 透 性 な ど ） を 変 化 さ せ る こ
と が で き る 。 或 る 事 例 で は 、 こ の 技 術 を 利 用 し て 粘 液 を 超 浸 透 的 に す る こ と で 、 流 動 す る
粘 液 が ポ リ ー プ や 浮 腫 粘 膜 組 織 な ど か ら 水 分 を 抜 き 取 り 、 脱 水 治 療 効 果 を 供 与 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 局 所 搬 送 を 目 的 と し て 副 鼻 腔 内 の 変 化 に 影 響 を 及 ぼ す 物 質 に 加 え て 、 ま た は 、 そ れ に 代
わ る 例 と し て 、 鼻 腔 が 嗅 覚 神 経 系 へ の 特 殊 な 接 近 路 と な り 、 延 い て は 、 脳 へ の 特 殊 な 接 近
路 と な る 。 本 件 に 記 載 さ れ て い る 装 置 お よ び 方 法 の い ず れ か を 利 用 し て 、 脳 に 物 質 を 搬 送
し た り 、 嗅 覚 神 経 系 の 機 能 を 変 え る こ と が で き る 。 こ の よ う な 具 体 例 と し て 、 エ ネ ル ギ ー
の 搬 送 、 装 置 お よ び ／ ま た は 物 質 の 配 置 、 物 質 搬 送 移 植 片 の 設 置 に よ り 、 嗅 覚 を 妨 げ 、 ま
た は 、 嗅 覚 を 変 化 さ せ 、 食 欲 を 抑 え 、 或 い は 、 別 な 方 法 で 肥 満 治 療 を 実 施 し 、 癲 癇 を 抑 え
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（ 例 え ば 、 フ ェ ノ バ ル ビ タ ー ル ま た は メ フ ォ バ ル ビ タ ー ル の よ う な バ ル ビ ツ ー ル 剤 、 カ ル
バ マ ゼ ピ ン や オ ク ス カ ル バ ゼ ピ ン な ど の イ ミ ノ ス チ ル ベ ン 、 エ チ ル ス ク シ ミ ド な ど の サ ク
シ ン イ ミ ド 、 バ ル プ ロ イ ッ ク 酸 、 ク ロ ナ ゼ パ ン 、 ク ロ ラ ゼ ペ ー ト 、 ジ ア ゼ パ ン 、 ロ ラ ゼ パ
ン 、 ガ バ ペ ン ジ ン 、 ラ モ ト リ ジ ン 、 ア セ タ ゾ ラ ミ ド 、 フ ェ ル バ メ ー ト 、 レ ベ チ ラ セ タ ム 、
チ ア ガ ビ ン 、 ト ピ ラ メ ー ト 、 ゾ ニ サ ミ ド な ど の ベ ン ゾ ジ ア ゼ ピ ン ） 、 性 格 ま た は 心 的 障 害
を 治 療 し （ 例 え ば 、 抗 う つ 剤 、 抗 不 安 剤 、 抗 精 神 病 薬 な ど ） 、 慢 性 的 な 痛 み を 抑 え 、 パ ー
キ ン ソ ン 氏 病 を 治 療 し （ 例 え ば 、 ブ ロ モ ク リ プ チ ン 、 ペ ル ゴ リ ド 、 ロ ピ ニ ロ ー ル 、 プ ラ ミ
ペ キ ソ ー ル な ど の ド ー パ ミ ン 受 容 体 作 用 薬 、 レ ボ ド ー パ の よ う な ド ー パ ミ ン 前 駆 物 質 、 ト
ル カ ポ ン や エ ン タ カ ポ ン な ど の COMT阻 害 剤 、 セ レ ギ リ ン 、 ト リ へ キ シ フ ェ ニ ジ ル 、 ベ ン ズ
ト ロ ピ ン 、 ジ フ ェ ン ヒ ド ラ ミ ン な ど の ム ス カ リ ン 受 容 体 拮 抗 剤 ） 、 ア ル ツ ハ イ マ ー 病 、 ハ
ン テ ィ ン ト ン 病 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 痴 呆 症 、 認 知 障 害 を 、 慢 性 成 人 病 を 治 療 す る （ 例 え
ば 、 タ ク リ ン 、 ド ネ ペ ジ ル 、 リ バ ス チ グ ミ ン 、 ガ ラ ン タ ミ ン 、 フ ル オ キ セ チ ン 、 カ ル バ マ
ゼ ピ ン 、 ク ロ ザ ピ ン 、 ク ロ ナ ゼ パ ン 、 お よ び 、 ベ ー タ ア ミ ロ イ ド や 血 小 板 な ど の 形 成 を 阻
害 す る タ ン パ ク 質 ま た は 遺 伝 子 治 療 薬 ） も の が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 図 ５ Ｃ は 、 組 織 、 硬 骨 、 軟 骨 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 物 体 を 貫 い て 掘 削 し 、 孔 を 穿 ち 、 研
削 し 、 ま た は 、 切 除 す る た め の ド リ ル 、 螺 旋 錐 、 ま た は 、 バ リ ８ ６ を 設 け た 回 転 式 シ ャ フ
ト ８ ４ を 備 え て い る 装 置 ８ ２ を 例 示 し て い る 。 こ の 装 置 ８ ２ は 図 示 の よ う に 配 備 さ れ て も
よ い し 、 或 い は そ の 代 わ り に 、 装 置 ８ ２ は 小 さ い 粘 膜 切 開 部 を 通 し て 挿 入 さ れ て 、 粘 膜 内
層 の 下 の 硬 骨 ま た は 軟 骨 を 除 去 し 、 あ る い は 、 そ こ に 穿 孔 を 設 け る 間 、 上 に 位 置 す る 粘 膜
内 層 を 保 護 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 図 ５ Ｄ は 、 上 述 の よ う な 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 を 搬 送 す る た め の 支 援 式 注 入 カ テ
ー テ ル 装 置 ８ ８ を 例 示 し て い る 。 こ の 装 置 ８ ８ は 可 撓 性 の カ テ ー テ ル ９ ０ を 備 え て お り 、
カ テ ー テ ル に は 画 像 化 装 置 ９ ６ が 搭 載 さ れ て い る と と も に 、 カ テ ー テ ル ９ ０ か ら 前 進 さ せ
る こ と が で き る と と も に カ テ ー テ ル の カ テ ー テ ル の 中 に 後 退 さ せ る こ と が で き る 注 入 装 置
９ ２ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 画 像 化 装 置 ９ ６ を 利 用 す る こ と で 、 物 質 を 置 く べ き 標 的 部 位
９ ４ を 画 像 化 す る こ と が で き る と と も に 、 注 入 装 置 ９ ２ が カ テ ー テ ル ８ ８ か ら 進 み 出 た 際
に 、 注 入 装 置 が 所 望 の 標 的 部 位 ９ ４ ま で 移 動 し て ゆ け る よ う に カ テ ー テ ル ８ ８ を 配 向 さ せ
る こ と が で き る 。 こ の よ う な カ テ ー テ ル ８ ８ の 具 体 例 は 米 国 特 許 第 6,195 ,225号 （ マ ッ カ
ウ ア ー ） 、 第 6,544,230号 （ フ ラ ハ ー テ ィ ー ほ か ） 、 第 6,375,615号 （ フ ラ ハ ー テ ィ ー ほ か
） 、 第 6,302,875号 （ マ ッ カ ウ ア ー ほ か ） 、 第 6,190,353号 （ マ ッ カ ウ ア ー ほ か ） 、 お よ び
、 第 6,685,648号 （ フ ラ ハ ー テ ィ ー ほ か ） に 記 載 さ れ て お り 、 こ れ ら 特 許 の 全 体 的 内 容 は
引 例 に 挙 げ る こ と に よ り 本 件 の 一 部 を な す こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 図 ５ Ｅ は 、 バ ル ー ン １ ０ ２ を 搭 載 し た 可 撓 性 カ テ ー テ ル １ ０ ０ を 備 え て い る カ テ ー テ ル
装 置 ９ ８ を 例 示 し て い る 。 カ テ ー テ ル 装 置 ９ ８ は 、 バ ル ー ン １ ０ ２ を 収 縮 さ せ た ま ま で 、
鼻 孔 、 鼻 腔 、 鼻 道 、 小 口 、 副 鼻 腔 の 内 部 な ど の 通 路 の 中 へ 進 入 さ せ ら れ て か ら 位 置 決 め さ
れ 、 収 縮 状 態 の バ ル ー ン １ ０ ２ を 小 口 内 、 通 路 内 、 組 織 ま た は 物 体 に 隣 接 し た 位 置 に 据 え
置 く が 、 そ れ ら の 部 位 を バ ル ー ン が 後 ほ ど 拡 張 さ せ 、 膨 張 さ せ 、 或 い は 、 与 圧 す る （ 例 え
ば 、 止 血 を 目 的 と し て 圧 迫 力 を 付 与 す る た め に ） こ と に な る 。 そ の 後 、 バ ル ー ン １ ０ ２ を
膨 張 さ せ て 、 上 述 の 小 口 、 通 路 、 組 織 、 ま た は 、 物 体 を 拡 張 さ せ 、 膨 張 さ せ 、 或 い は 、 圧
迫 す る 。 そ の 後 、 バ ル ー ン １ ０ ２ は 収 縮 さ れ て 、 装 置 ９ ８ が 取 り 出 さ れ る 。 こ の バ ル ー ン
１ ０ ２ に は ま た 、 薬 剤 ま た は 物 質 が 皮 膜 さ れ 、 含 浸 さ れ 、 そ れ 以 外 の 態 様 で 備 え ら れ る が
、 こ の よ う な 薬 剤 や 物 質 は バ ル ー ン か ら 溶 出 し て 隣 接 組 織 に 入 る （ 例 え ば 、 隣 接 組 織 を 薬
剤 に 浸 し 、 或 い は 、 組 織 に 熱 エ ネ ル ギ ー ま た は そ の 他 の エ ネ ル ギ ー を 放 射 し て 、 バ ル ー ン
１ ０ ２ と 接 触 し て い る 組 織 を 収 縮 さ せ る た め ） 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 或 る 実 施 形 態 で
は 、 バ ル ー ン １ ０ ２ に は 複 数 の 開 口 ま た は 穴 が 設 け ら れ て 、 こ れ ら の 開 口 ま た は 穴 を 通 し
て 物 質 を 搬 送 し 、 時 に は 圧 力 下 で 搬 送 す る こ と で 、 バ ル ー ン に 隣 接 し て い る 組 織 に 物 質 を
浴 び せ 、 或 い は 、 組 織 内 に 物 質 を 拡 散 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 代 替 例 と し て 、 或 る 実 施
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形 態 で は 、 放 射 性 線 種 、 ネ ジ 、 リ ボ ン 、 気 体 、 液 体 な ど を カ テ ー テ ル シ ャ フ ト １ ０ ０ 、 バ
ル ー ン １ ０ ２ 、 ま た は 、 完 全 に 別 個 の カ テ ー テ ル 本 体 部 の 中 へ 或 る 期 間 に わ た っ て 進 入 さ
せ て 、 隣 接 組 織 を 被 爆 さ せ 、 所 望 の 診 断 効 果 ま た は 所 望 の 治 療 効 果 （ 例 え ば 、 組 織 収 縮 な
ど ） を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 図 ５ Ｆ は 、 １ 個 以 上 の カ ッ タ ー 刃 １ １ ０ が 搭 載 さ れ た バ ル ー ン １ ０ ８ を 有 し て い る 可 撓
性 カ テ ー テ ル １ ０ ６ を 備 え て い る バ ル ー ン ／ カ ッ タ ー カ テ ー テ ル 装 置 １ ０ ４ を 例 示 し て い
る 。 装 置 １ ０ ４ は 、 バ ル ー ン １ ０ ８ を 収 縮 さ せ た ま ま で 、 鼻 孔 、 鼻 腔 、 鼻 道 、 小 口 、 副 鼻
腔 の 内 部 な ど の 通 路 に 進 入 さ せ ら れ て か ら 位 置 決 め さ れ 、 収 縮 状 態 の バ ル ー ン １ ０ ８ を 小
口 内 、 通 路 内 、 組 織 ま た は 物 体 に 隣 接 し た 位 置 に 据 え 置 く が 、 そ れ ら の 部 位 を バ ル ー ン が
後 ほ ど 拡 張 さ せ 、 膨 張 さ せ 、 或 い は 、 与 圧 す る こ と に な り 、 ま た 、 そ の よ う な 部 位 に は １
個 以 上 の 切 り 口 ま た は 切 り 込 み が 設 け ら れ る （ 例 え ば 、 バ ル ー ン 拡 張 中 に 組 織 の 破 壊 を 抑
制 す る 、 組 織 外 傷 を 最 小 限 に 抑 え る 等 の 目 的 で ） の が 望 ま し い 。 そ の 後 、 バ ル ー ン １ ０ ８
を 膨 張 さ せ て 、 上 述 の 小 口 、 通 路 、 組 織 、 ま た は 、 物 体 を 拡 張 さ せ 、 膨 張 さ せ 、 或 い は 、
圧 迫 し 、 組 織 ま た は 物 体 に 隣 接 し た 部 位 に カ ッ タ ー 刃 （ 単 数 ま た は 複 数 ） １ １ ０ に 切 り 口
を つ け さ せ る 。 そ の 後 、 バ ル ー ン １ ０ ８ は 収 縮 さ れ て 、 装 置 １ ０ ４ が 取 り 出 さ れ る 。 こ の
よ う な 刃 に は ま た 、 モ ノ ポ ー ラ ま た は バ イ ポ ー ラ の 高 周 波 エ ネ ル ギ ー が 投 入 さ れ 、 或 い は
、 単 に 熱 加 熱 さ れ る こ と で 組 織 を 止 血 状 態 の ま ま 切 断 す る こ と が で き る よ う に す る う え に
、 膠 原 線 維 ま た は そ の 他 の 接 続 組 織 タ ン パ ク 質 を 収 縮 さ せ 、 或 い は 、 軟 骨 を 改 造 ま た は 軟
化 さ せ る な ど の 目 的 を 達 成 す る こ と が で き る よ う に す る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 図 ５ Ｇ 'な い し 図 ５ Ｇ '''は 、 圧 力 に よ り 拡 張 自 在 と な る ス テ ン ト １ ６ ６ の 搬 送 装 置 １ ６
０ お よ び 搬 送 方 法 を 例 示 し て い る 。 こ の 装 置 １ ６ ０ は 、 バ ル ー ン １ ６ ４ が 搭 載 さ れ た 可 撓
性 の カ テ ー テ ル １ ６ ２ を 備 え て い る 。 初 期 状 態 で は 、 図 ５ Ｇ 'に 例 示 さ れ て い る よ う に 、
バ ル ー ン １ ６ ４ は 収 縮 状 態 に あ り 、 ス テ ン ト １ ６ ６ は 放 射 方 向 に 与 圧 さ れ て 収 縮 し た バ ル
ー ン １ ６ ４ の 周 囲 で 折 り 畳 ま れ た 形 状 を 呈 し て い る 。 カ テ ー テ ル １ ６ ２ は 、 バ ル ー ン １ ６
４ を 収 縮 さ せ た ま ま で 、 ま た 、 折 り 畳 ま れ た ス テ ン ト １ ６ ６ を 搭 載 し た ま ま で 、 鼻 孔 、 鼻
腔 、 鼻 道 、 小 口 、 副 鼻 腔 の 内 部 の よ う な 、 後 で ス テ ン ト 移 植 さ れ る こ と に な る 部 位 な ど の
通 路 に 進 入 さ せ ら れ る 。 そ の 後 、 バ ル ー ン １ ６ ４ は 膨 張 さ せ ら れ て ス テ ン ト を 拡 張 さ せ て
周 囲 組 織 に 摩 擦 係 合 す る 寸 法 に し 、 図 ５ Ｇ ''に 例 示 さ れ て い る よ う に 適 所 に ス テ ン ト １ ６
６ を 保 持 す る 。 或 る 事 例 で は 、 こ の 処 置 は 通 路 （ 例 え ば 、 鼻 の 小 口 、 鼻 道 な ど ） を 拡 大 す
る 目 的 で 実 施 さ れ 、 更 に 、 ス テ ン ト １ ６ ６ は 通 路 を 所 望 ど お り に 拡 大 さ せ る の に 十 分 な だ
け の 直 径 ま で 拡 張 さ せ ら れ た う え に 、 更 に 、 ス テ ン ト が 足 場 機 能 を 果 た し て 、 通 路 を 上 述
の よ う な 拡 大 状 態 の ま ま 維 持 す る 。 ス テ ン ト １ ６ ６ が 十 分 に 拡 張 さ れ て 移 植 さ れ て し ま っ
て か ら 、 バ ル ー ン １ ６ ４ が 収 縮 さ せ ら れ て 、 図 ５ Ｇ '''に 例 示 さ れ て い る よ う に カ テ ー テ
ル １ ６ ２ が 取 り 出 さ れ る 。 或 る 応 用 例 で は 、 ス テ ン ト は 本 件 で 規 定 さ れ て い る よ う な 診 断
物 質 ま た は 治 療 物 質 を 含 有 し て い て も よ く 、 更 に 、 そ の よ う な 物 質 は ス テ ン ト １ ６ ６ か ら
溶 離 し て 周 囲 組 織 に 浸 透 し 、 所 望 の 診 断 効 果 ま た は 治 療 効 果 を も た ら す よ う に し て も よ い
。 或 る 事 例 で は 、 ス テ ン ト １ ６ ６ は 恒 久 移 植 さ れ る 。 そ の 他 の 事 例 で は 、 ス テ ン ト は 暫 定
移 植 さ れ る 。 ス テ ン ト １ ６ ６ が 恒 久 移 植 さ れ る 事 例 で は 、 ス テ ン ト １ ６ ６ は そ の 回 収 が 行
わ れ る 第 ２ 回 目 の 処 置 で 取 り 出 す こ と が で き 、 或 い は 、 ス テ ン ト １ ６ ６ は 、 移 植 後 所 望 の
期 間 の う ち に 分 解 し た り 吸 収 さ れ て し ま う よ う な 、 生 体 吸 収 可 能 な 物 質 ま た は 生 体 分 解 性
物 質 か ら 作 成 さ れ て も よ い 。 副 鼻 腔 の 小 口 の 内 部 に ス テ ン ト を 設 置 し な け れ ば な ら な い よ
う な 或 る 事 例 で は 、 ス テ ン ト お よ び ／ ま た は バ ル ー ン は 特 殊 な 形 状 に 設 定 さ れ る こ と で 、
ス テ ン ト １ ６ ６ を 所 望 の 位 置 に 据 え 付 け る の を 容 易 に し 、 か つ ／ ま た は 、 そ の よ う に 据 え
付 け さ せ て 、 ス テ ン ト １ ６ ６ が 滑 落 す る と い う 望 ま し く な い 事 態 を 防 止 す る こ と が で き る
。 例 え ば 、 ス テ ン ト １ ６ ６ お よ び ／ ま た は バ ル ー ン １ ６ ４ は 、 そ の 中 間 付 近 に 環 状 の 溝 が
形 成 さ れ て い て も よ い し 、 或 い は 、 砂 時 計 ま た は ヴ ェ ン チ ユ リ 計 の よ う な 形 状 に さ れ て 、
ス テ ン ト １ ６ ６ が 長 軸 線 方 向 に 滑 落 す る こ と な く 、 小 口 ま た は 開 口 の 内 側 に ス テ ン ト １ ６
６ を 容 易 に 載 置 さ せ る こ と が で き る よ う に し て も よ い 。 場 合 に よ っ て は 、 繋 留 紐 ま た は 縫
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合 糸 を ス テ ン ト １ ６ ６ に 取 り 付 け た ま ま に し て 、 開 業 医 の 診 察 室 や そ れ 以 外 の 好 適 な 施 設
で ス テ ン ト １ ６ ６ を 簡 単 に 取 り 外 せ る よ う に す る の が 望 ま し い こ と も あ る 。 場 合 に よ っ て
は 、 処 置 に よ っ て 意 図 的 に 実 際 に 骨 を 砕 く こ と も あ る （ 例 え ば 、 ス テ ン ト に 副 鼻 腔 の 小 口
を 拡 張 ま た は 拡 大 さ せ た い 場 合 な ど ） 。 従 っ て 、 バ ル ー ン １ ６ ４ は ポ リ マ ー 材 か ら 作 成 す
る こ と が で き る が 、 そ の 具 体 例 と し て は 、 可 撓 性 の 塩 化 ポ リ ビ ニ ル （ PVC） 、 ポ リ エ チ レ
ン テ レ フ タ レ ー ト （ PET） 、 架 橋 結 合 型 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ
オ レ フ ィ ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 シ リ コ ー ン な ど が あ る が 、 但 し 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 多
様 な バ ル ー ン 特 性 （ 強 度 、 可 撓 性 、 厚 み な ど ） を 修 正 す る 手 段 と し て 、 ブ レ ン デ ィ ン グ 、
皮 膜 積 層 、 ミ キ シ ン グ 、 同 時 押 出 成 形 、 線 照 射 、 そ の 他 の バ ル ー ン 材 （ 一 種 類 ま た は 複 数
種 類 ） を 工 学 的 に 加 工 成 形 す る 手 段 が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 こ れ は 、 周
囲 の 解 剖 学 的 構 造 に 一 致 さ せ る こ と が で き る 伸 展 性 の 高 い バ ル ー ン を 使 用 す る こ と を 斟 酌
し た も の で あ り 、 或 い は 、 周 囲 の 構 造 （ 例 え ば 、 骨 な ど ） を 変 形 さ せ た り 破 壊 す る こ と が
で き る 非 伸 展 性 バ ル ー ン の 使 用 を 斟 酌 し て い る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 図 ５ Ｈ は 、 弧 状 の 支 柱 部 材 ２ １ ４ が 装 着 さ れ た 可 撓 性 シ ャ フ ト ２ １ ０ （ 例 え ば 、 カ テ ー
テ ル ま た は 中 実 シ ャ フ ト な ど ） を 備 え て い る 電 気 外 科 手 術 装 置 ２ ０ ８ を 例 示 し て い る 。 電
極 ２ １ ６ が 支 柱 部 材 ２ １ ４ に 設 置 さ れ て い る 。 或 る 事 例 で は 、 支 柱 部 材 ２ １ ４ は 一 定 の 形
状 を 呈 し て お り 、 ま た 別 な 事 例 で は 、 支 柱 部 材 ２ １ ４ は 折 り 畳 み 自 在 で 拡 張 自 在 で あ る 。
動 作 中 は 、 装 置 ２ ０ ８ が 鼻 孔 、 鼻 腔 、 鼻 道 、 小 口 、 副 鼻 腔 の 内 部 な ど の 通 路 に 進 入 さ せ ら
れ る 。 そ の 後 、 電 極 ２ １ ６ に 電 流 が 印 加 さ れ て 、 支 柱 ２ １ ４ に 隣 接 し て い る 組 織 が 焼 灼 ま
た は 加 熱 さ れ る 。 電 極 ２ １ ６ は バ イ ポ ー ラ 、 モ ノ ポ ー ラ 、 ま た は 、 ガ ス ア ー ク ま た は プ ラ
ズ マ ア ー ク の よ う な 上 記 以 外 の 好 適 な エ ネ ル ギ ー 形 態 で 励 起 さ れ る 。 こ れ に 加 え て 、 検 知
素 子 を カ テ ー テ ル お よ び ／ ま た は 支 柱 部 材 に 装 着 し て 、 カ テ ー テ ル お よ び ／ ま た は 周 囲 組
織 の 多 様 な パ ラ メ ー タ （ 例 え ば 、 温 度 な ど ） を 監 視 す る こ と も で き る 。 モ ノ ポ ー ラ 電 極 が
使 用 さ れ て い る 場 合 は 、 当 該 技 術 で 周 知 の プ ロ セ ス お よ び 技 術 に 従 っ て 、 別 個 の ア ン テ ナ
電 極 （ 図 示 せ ず ） が 患 者 の 肉 体 に 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 図 ５ Ｉ は 装 置 ２ １ ８ を 例 示 し て お り 、 こ の 装 置 は 、 後 で そ の 設 置 部 位 と な る 通 路 ま た は
肉 体 空 洞 に 隣 接 し て い る 組 織 に 向 け て 、 物 質 （ 例 え ば 、 低 温 物 質 、 診 断 薬 、 ま た は 、 治 療
薬 な ど ） の 流 れ ２ ２ ２ ま た は エ ネ ル ギ ー （ 例 え ば 、 レ ー ザ ー 光 、 赤 外 線 光 な ど ） の 流 れ ２
２ ２ を 伝 搬 す る 。 こ の 装 置 は 可 撓 性 の カ テ ー テ ル ２ ２ ０ を 備 え て お り 、 カ テ ー テ ル の 遠 位
端 ま た は そ の 付 近 に は 出 口 開 口 ま た は レ ン ズ が 設 け ら れ て 、 こ の カ テ ー テ ル の 中 を 通 し て
物 質 や エ ネ ル ギ ー の 流 れ が 伝 搬 さ れ る 。 こ の よ う な 装 置 を 使 っ て 、 ポ リ ー プ ま た は そ れ 以
外 の 組 織 を 低 温 凍 結 し た り 、 鼻 介 骨 ま た は そ れ 以 外 の 組 織 に レ ー ザ ー エ ネ ル ギ ー を 伝 搬 し
て 組 織 を 融 除 し た り 、 組 織 を 収 縮 さ せ る こ と に な る 温 度 ま で 組 織 を 加 熱 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 図 ５ Ｊ は 、 鼻 孔 、 鼻 腔 、 鼻 道 、 小 口 、 副 鼻 腔 の 内 部 な ど の よ う な 通 路 の 内 部 に 移 植 す る
こ と が で き て 、 硬 骨 、 軟 骨 、 柔 組 織 な ど の 圧 力 を 加 え る よ う に し た 移 植 可 能 な 加 圧 装 置 ２
２ ４ を 例 示 し て い る 。 解 剖 学 的 構 造 に 圧 力 を 加 え る の が 望 ま し い 状 況 の 具 体 例 と し て は 、
骨 折 部 に 添 え 木 を 施 し た り 、 骨 折 部 を 接 合 す る の が 望 ま し い 場 合 、 硬 骨 、 軟 骨 、 柔 組 織 、
ま た は 、 そ れ 以 外 の 解 剖 学 低 構 造 体 を 改 造 し た り 、 徐 々 に 元 の 位 置 に 戻 し た り 、 整 形 す る
の が 望 ま し い 場 合 な ど が あ る 。 こ の よ う な 移 植 可 能 な 装 置 ２ ２ ４ は 加 圧 部 材 ２ ２ ８ と ２ 個
以 上 の プ レ ー ト 部 材 ２ ２ ６ か ら 構 成 さ れ て い る 。 装 置 ２ ２ ４ は 初 期 状 態 で は 折 り 畳 ま れ た
形 状 に 拘 束 さ れ て 、 こ の 場 合 、 加 圧 部 材 ２ ２ ８ は 圧 縮 状 態 ま た は 折 畳 み 状 態 を 呈 し た ま ま
、 与 圧 す る の が 望 ま し い 解 剖 学 的 構 造 が 存 在 す る 鼻 孔 、 鼻 腔 、 鼻 道 、 小 口 、 副 鼻 腔 の 内 部
な ど の よ う な 通 路 に 装 置 ２ ２ ４ が 進 入 さ せ ら れ る 。 装 置 ２ ２ ４ が 所 望 の 位 置 に 至 る と 、 加
圧 部 材 ２ ２ ８ が 拡 張 ま た は 拡 大 さ せ ら れ て 、 プ レ ー ト 部 材 ２ ２ ６ に 外 向 き の 圧 力 を 与 え る
と と も に 、 プ レ ー ト 部 材 ２ ２ ６ の 設 置 に よ り 押 圧 さ れ る 解 剖 学 的 構 造 に も 圧 力 が 及 ぼ さ れ
る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 加 圧 部 材 は バ ネ を 備 え て い る 。 こ れ 以 外 の 実 施 形 態 で は 、 加 圧 部
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材 は ラ チ ェ ッ ト 、 油 圧 シ リ ン ダ ー 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 機 械 装 置 で あ っ て 、 プ レ ー ト 部 材
２ ２ ６ に 所 望 量 の 圧 力 を 生 じ る よ う に 調 節 す る こ と が で き る も の を 備 え て い る よ う に し て
も よ い 。 或 る 応 用 例 で は 、 加 圧 部 材 ２ ２ ８ の 調 節 は 正 常 位 置 （ す な わ ち 、 装 置 が 体 内 に 移
植 さ れ た 状 態 ） で 行 う こ と が で き 、 操 作 者 は 関 心 の あ る 解 剖 学 的 構 造 に 与 え る 圧 力 の 量 を
周 期 的 に 変 動 さ せ る こ と で （ 例 え ば 、 操 作 者 が ラ チ ェ ッ ト の 位 置 を 変 え た り 、 油 圧 シ リ ン
ダ ー に 流 体 を 付 加 す る こ と 等 ） 、 歯 科 矯 正 術 中 に 行 わ れ る の と 同 じ 態 様 で 、 解 剖 学 的 構 造
を 徐 々 に 改 造 し た り 、 移 動 さ せ た り す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 こ の 加 圧 部 材 ２ ２ ４ は 、
副 鼻 腔 の 小 口 を 拡 大 し た り 、 鼻 中 隔 を 真 っ 直 ぐ に す る と い う 意 図 の 下 で 行 わ れ る 処 置 を 含
め 、 多 様 な 処 置 に つ い て 広 範 な 適 用 可 能 性 を 示 す も の で あ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 図 ５ Ｋ な い し 図 ５ Ｋ 'お よ び 図 ５ Ｌ は 、 可 撓 性 の 外 側 管 材 ７ ０ ２ と 外 側 管 材 の 内 側 に 同
軸 か つ 回 転 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 可 撓 性 の 内 側 管 材 ７ ０ ４ と を 有 し て い る 前 方 回 転 式 切 断
カ テ ー テ ル 装 置 ７ ０ ０ を 例 示 し て い る 。 １ 個 以 上 の ベ ア リ ン グ ７ ０ ８ （ 例 え ば 、 螺 旋 状 の
ベ ア リ ン グ ま た は 一 連 の 個 別 の 円 筒 状 ベ ア リ ン グ な ど ） が 、 図 示 の よ う に 、 外 側 管 材 ７ ０
２ と 内 側 管 材 ７ ０ ４ の 間 に 配 置 さ れ て い る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 互 い に 向 か い 合 う 管
面 の 一 方 ま た は 両 方 が 、 シ リ コ ー ン ま た は PTFEの よ う な 潤 滑 性 物 質 か ら 作 成 さ れ 、 か か る
物 質 で 内 面 を 覆 わ れ 、 ま た は 、 か か る 物 質 で 皮 膜 さ れ る な ど し て 、 容 易 に 運 動 で き る よ う
に し て い る 。 回 転 式 カ ッ タ ー ７ ０ ６ が 内 側 管 材 ７ ０ ４ の 遠 位 端 に 設 置 さ れ る 。 動 作 中 は 、
図 ５ Ｋ 'に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 装 置 ７ ０ ０ は 鼻 孔 、 鼻 腔 、 鼻 道 、 小 口 、 副 鼻 腔 の 内 部
な ど の よ う な 通 路 に 通 さ れ て 、 装 置 ７ ０ ０ の 遠 位 端 の 設 置 位 置 で あ る 、 ポ リ ー プ Ｐ の よ う
な 何 ら か の 障 害 物 の 真 後 ろ の 位 置 ま で 進 入 さ せ ら れ る 。 装 置 が 障 害 物 Ｐ の 中 へ 進 入 さ せ ら
れ 、 か つ ／ ま た は 、 内 側 管 材 ７ ０ ４ の 管 腔 を 通 し て 、 か つ ／ ま た は 、 外 側 管 材 ７ ０ ２ の 管
腔 を 通 し て 吸 引 が 施 さ れ て 、 障 害 物 Ｐ を 回 転 式 カ ッ タ ー ７ ０ ６ と 接 触 状 態 に な る ま で 引 き
寄 せ る と 、 内 側 管 材 ７ ０ ４ と そ の カ ッ タ ー ７ ０ ６ が 回 転 さ せ ら れ る 。 こ の 実 施 形 態 は 回 転
式 カ ッ タ ー ７ ０ ６ を 例 示 し て い る が 、 こ れ 以 外 に 、 レ ー ザ ー 、 高 周 波 カ ッ タ ー 、 機 械 カ ッ
タ ー な ど の よ う な 、 多 様 な 種 類 の カ ッ タ ー を 代 用 と す る こ と が で き る の が 分 か る 。 障 害 物
Ｐ が 回 転 式 カ ッ タ ー ７ ０ ６ に よ っ て 剪 断 さ れ る と 、 障 害 物 Ｐ ま た は そ の 細 片 が 内 側 管 材 ７
０ ４ の 管 腔 を 通 し て 吸 引 さ れ 、 か つ ／ ま た は 、 外 側 管 腔 ７ ０ ２ の 管 腔 を 通 し て 吸 引 さ れ る
。 或 る 適 用 例 で は 、 図 ５ Ｌ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 視 認 用 機 器 ま た は ガ イ ド ワ イ ヤ ７ １
０ が 内 側 管 材 の 管 腔 を 通 っ て 延 び て 、 障 害 物 Ｐ を 取 り 出 す 前 段 階 に お け る 装 置 ７ ０ ０ の 進
入 と 位 置 決 め を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 図 ５ Ｍ お よ び 図 ５ Ｎ は 、 可 撓 性 の 外 側 管 材 ７ １ ８ と 、 外 側 管 材 の 内 側 に こ れ と 同 軸 か つ
回 転 自 在 に 載 置 さ れ た 可 撓 性 の 内 側 管 材 ７ ２ ２ と を 備 え て い る 側 部 回 転 式 切 断 装 置 ７ １ ４
を 例 示 し て い る 。 １ 個 以 上 の ベ ア リ ン グ ７ ３ ０ （ 例 え ば 、 螺 旋 状 ベ ア リ ン グ ま た は 一 連 の
個 別 の 円 筒 状 ベ ア リ ン グ な ど ） が 、 図 示 の よ う に 、 外 側 管 材 ７ １ ８ と 内 側 管 材 ７ ２ ２ の 間
に 配 置 さ れ る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 互 い に 向 か い 合 う 管 材 面 の 一 方 ま た は 両 方 が シ リ
コ ー ン ま た は PTFEの よ う な 潤 滑 性 物 質 か ら 作 成 さ れ 、 か か る 物 質 で 内 面 を 覆 わ れ 、 ま た は
、 か か る 物 質 で 皮 膜 さ れ る な ど し て 、 容 易 に 運 動 で き る よ う に し て い る 。 回 転 式 カ ッ タ ー
７ ２ ４ が 内 側 管 材 ７ ２ ２ の 遠 位 端 に 設 置 さ れ る 。 側 面 開 口 ７ ２ ０ が 外 側 管 材 ７ １ ８ に 形 成
さ れ 、 カ ッ タ ー ７ ２ ４ は 側 面 開 口 ７ ２ ０ よ り 近 位 に 設 置 さ れ る 。 引 張 り 部 材 ７ ２ ８ が 内 側
管 材 ７ ２ ２ を 通 っ て 延 び て 、 牽 引 ヘ ッ ド ７ ２ ６ に 装 着 さ れ て い る 。 動 作 中 は 、 側 面 開 口 ７
２ ０ が ポ リ ー プ 、 組 織 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 除 去 さ れ る べ き 障 害 物 の 傍 に く る 位 置 ま で 、
装 置 ７ １ ４ が 進 入 さ せ ら れ 、 か つ ／ ま た は 、 ト ル ク を 付 与 さ れ る 。 内 側 管 材 ７ ２ ２ と そ の
カ ッ タ ー ７ ２ ４ が 回 転 さ せ ら れ る 。 或 る 応 用 例 で は 、 内 側 管 材 ７ ２ ２ を 通 し て 、 か つ ／ ま
た は 、 外 側 管 材 ７ １ ８ の 管 腔 を 通 し て 吸 引 が 施 さ れ 、 側 面 開 口 ７ ２ ０ の 中 に 障 害 物 を 引 き
寄 せ る 。 引 張 り 部 材 ７ ２ ８ が 近 位 方 向 に 引 張 ら れ 、 牽 引 ヘ ッ ド ７ ２ ６ を 後 退 さ せ 、 す な わ
ち 、 障 害 物 を 引 き 寄 せ さ せ て 回 転 カ ッ タ ー ７ ２ ４ と 接 触 さ せ る 。 障 害 物 が 回 転 式 カ ッ タ ー
に よ っ て 剪 断 さ れ る と 、 剪 断 さ れ た 障 害 物 ま た は そ の 細 片 が 内 側 管 材 ７ ２ ２ の 管 腔 を 通 し
て 吸 引 さ れ 、 か つ ／ ま た は 、 外 側 管 腔 ７ １ ８ の 管 腔 を 通 し て 吸 引 さ れ る 。 次 い で 、 引 張 り
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部 材 ７ ２ ８ は 遠 位 方 向 に 前 進 さ せ ら れ て 、 図 ５ Ｍ お よ び 図 ５ Ｎ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、
牽 引 ヘ ッ ド ７ ２ ６ を 元 の 位 置 へ 戻 す 。 任 意 の バ ル ー ン ７ １ ９ ま た は そ れ 以 外 の 左 右 横 方 向
に 拡 張 可 能 な 部 材 が カ テ ー テ ル ７ １ ８ の 側 面 の 側 面 開 口 ７ ２ ０ と は 反 対 側 に 配 置 さ れ 、 側
面 開 口 ７ ２ ０ を 管 腔 壁 に 押 し 付 け 、 す な わ ち 、 除 去 さ れ る べ き ポ リ ー プ ま た は そ れ 以 外 の
組 織 の 方 に 押 し や る 。 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 偏 向 自 在 な 先 端 部 ま た は 湾 曲 し て 、 カ テ ー
テ ル の 側 面 開 口 を 管 腔 壁 に 押 し 付 け た り 、 除 去 さ れ る べ き ポ リ ー プ ま た は そ れ 以 外 の 組 織
の 法 に 押 し や る こ と の で き る 遠 位 端 を カ テ ー テ ル が 組 込 ん で い る よ う に し て も よ い 。 図 ５
Ｎ を 仔 細 に 見 る と 、 図 ５ Ｍ に 例 示 さ れ て い る 装 置 ７ １ ４ の 構 成 要 素 を 全 て 有 し て い て 、 し
か も 、 副 次 管 腔 ７ ３ １ を 備 え て い る 側 部 回 転 式 切 断 装 置 ７ １ ４ ａ が 例 示 さ れ て い る 。 視 認
用 機 器 は 副 次 管 腔 ７ ３ １ の 内 部 に 恒 久 設 置 さ れ る か 、 或 い は 、 副 次 管 腔 ７ ３ １ の 中 に （ ま
た は 、 そ こ を 通 し て ） 暫 定 挿 入 さ れ て 、 操 作 者 が 側 面 開 口 ７ ２ ０ の 付 近 の 領 域 を 視 認 で き
る よ う に す る と と も に 、 装 置 ７ １ ４ ａ の 進 入 お よ び 設 置 を 容 易 に す る よ う に し て も よ い 。
ま た 、 副 次 管 腔 ７ ３ １ は ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 と し て 機 能 し て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 上 を 伝 っ て 装
置 ７ １ ４ ａ を 前 進 さ せ る こ と が で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 本 明 細 書 中 に 記 載 さ れ て い る 装 置 の い ず れ も 、 そ の 構 造 内 に 次 に 挙 げ る 装 置 の い ず れ か
１ つ を 備 え る よ う に 更 に 変 更 を 加 え る こ と が で き る も の と 理 解 す る べ き で あ る 。 す な わ ち
、 そ の 装 置 と は 、 電 磁 測 位 セ ン サ ー ／ 検 出 装 置 （ バ イ オ セ ン ス ／ JNJ、 サ ー ジ カ ル ・ ナ ビ
ゲ ー シ ョ ン ・ テ ク ノ ロ ジ ー ズ ／ メ ド ト ロ ニ ッ ク 、 カ リ プ ソ ・ メ デ ィ カ ル ） 、 高 周 波 セ ン サ
ー ／ 送 信 機 、 磁 気 方 位 定 位 装 置 （ ス テ レ オ ア ク シ ス ・ イ ン コ ー ポ レ ー テ ィ ッ ド ） 、 熱 セ ン
サ ー 、 放 射 線 不 透 過 性 成 分 、 放 射 能 検 出 エ ミ ッ タ ／ セ ン サ ー 、 超 音 波 ス キ ャ ナ ー ／ 送 信 機
／ 受 信 機 、 ド ッ プ ラ ー ス キ ャ ナ ー 、 電 気 刺 激 装 置 、 光 フ ァ イ バ ー 、 デ ィ ジ タ ル 光 学 系 、 或
る 物 質 の 在 ・ 不 在 に 反 応 し 、 よ っ て 、 菌 類 、 微 生 物 、 ウ イ ル ス 、 血 液 、 異 常 粘 液 内 容 物 、
癌 細 胞 、 過 剰 摂 取 し た 薬 物 、 遺 伝 子 異 常 、 代 謝 副 産 物 な ど の 存 在 を 診 断 す る 能 力 を 有 し て
い る 局 所 診 断 チ ッ プ 含 有 素 子 な ど で あ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 本 件 特 許 出 願 に 記 載 さ れ て い る 装 置 の い ず れ か ま た は 全 部 が 内 視 鏡 を 組 込 ん で い て も よ
い し 、 或 い は 、 内 視 鏡 と 関 連 し て 使 用 さ れ て も よ い 。 こ の よ う な 内 視 鏡 は 、 通 例 、 視 認 用
機 器 に よ っ て 視 認 さ れ る べ き 領 域 に 光 を 投 じ る た め の 光 伝 達 用 の 光 フ ァ イ バ ー と 、 視 認 用
機 器 に よ っ て 受 信 さ れ た 画 像 を 患 者 の 体 外 に 設 置 さ れ た 接 眼 装 置 ま た は 監 視 装 置 に 伝 搬 す
る た め の 画 像 伝 達 用 の 光 フ ァ イ バ ー を 備 え て い る も の と 、 更 に 理 解 す る べ き で あ る 。 こ の
よ う な 、 本 発 明 の 作 業 装 置 に 組 込 む の に 好 適 な 内 視 鏡 の 具 体 例 と し て は 、 米 国 特 許 第 4,70
8,434号 、 第 4,919,112号 、 第 5,127,393号 、 第 5,519,532号 、 第 5,171,233号 、 第 5,549,542
号 、 第 6,551,239号 、 お よ び 、 第 6,572,538号 に 記 載 さ れ て い る も の の ほ か に 、 米 国 特 許 出
願 公 開 第 2001/0029317A1号 に 記 載 さ れ て い る も の が あ り 、 こ れ ら 特 許 お よ び 特 許 出 願 の 内
容 全 体 は 、 引 例 に 挙 げ る こ と に よ り 本 件 の 一 部 を な し て い る の は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 本 発 明 の カ テ ー テ ル ま た は 長 手 の 可 撓 性 装 置 の い ず れ も 、 耐 性 、 可 撓 性 、 硬 度 、 長 さ 、
プ ロ フ ァ イ ル 、 潤 滑 性 、 追 従 自 在 性 、 操 舵 自 在 性 、 回 転 性 能 、 偏 向 性 能 、 誘 導 性 能 、 放 射
線 不 透 過 性 な ど の （ こ れ ら に 限 定 さ れ な い が ） 性 能 特 性 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 各 種 の 設 計
要 素 を 含 ん で い て も よ い も の と 、 更 に 理 解 す る べ き で あ る 。 設 計 要 素 に は 、 多 様 な ポ リ マ
ー お よ び 金 属 を 使 用 す る こ と 、 多 様 な 硬 度 計 測 可 能 素 材 を 使 用 し て 装 置 に 沿 っ て 所 望 の 可
撓 性 勾 配 を 確 立 す る こ と 、 多 様 な 素 材 を 混 和 さ せ 、 混 合 し 、 皮 膜 積 層 し 、 同 時 押 出 成 形 処
理 に 付 す こ と 等 、 ２ つ 以 上 の 表 面 が 相 関 的 に 運 動 す る 場 合 に （ 例 え ば 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ま た
は 器 具 管 腔 、 管 腔 内 の 屈 撓 腱 な ど ） ベ ア リ ン グ ま た は 潤 滑 皮 膜 も し く は 潤 滑 剤 （ 例 え ば 、
シ リ コ ー ン 、 PTFE、 パ リ レ ン 、 ポ リ エ チ レ ン な ど ） を 使 用 す る こ と 、 編 組 ま た は バ ネ を 使
用 し て 装 置 の ト ル ク 制 御 を 高 め る こ と 、 各 種 素 材 （ 例 え ば 、 バ リ ウ ム 、 タ ン タ ル な ど ） を
使 用 し て ポ リ マ ー の 放 射 線 不 透 過 性 を 増 大 さ せ る こ と 、 各 種 構 成 要 素 （ 例 え ば 、 張 力 ス ト
ラ ッ プ 、 張 力 ワ イ ヤ 、 ニ チ ノ ー ル な ど の 形 状 記 憶 合 金 ） を 使 用 し て カ テ ー テ ル の 多 様 な 区
分 を 予 想 ど お り に 偏 向 さ せ る こ と が で き る よ う に す る こ と な ど が 挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に
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限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 カ テ ー テ ル 、 視 認 用 機 器 、 長 手 の 作 業 装 置 、 本 特 許 出 願 に 開 示 さ れ て い る 上 記 以 外 の 装
置 の い ず れ も 、 操 舵 自 在 に さ れ 、 或 い は 、 意 図 的 に 屈 撓 自 在 に さ れ る が 、 そ う す る こ と で
意 図 し た 目 的 に 適 う よ う に 装 置 を 作 動 さ せ る こ と が で き る 場 合 に 限 ら れ る も の と 、 更 に 理
解 す る べ き で あ る 。 操 舵 自 在 な カ テ ー テ ル お よ び 視 認 用 機 器 は 当 該 技 術 で 周 知 で あ り 、 機
械 的 な 操 舵 組 立 体 （ 例 え ば 、 引 張 り ワ イ ヤ 、 蝶 番 な ど ） ま た は 形 状 記 憶 素 材 （ 例 え ば 、 ニ
ッ ケ ル チ タ ン 合 金 、 形 状 記 憶 ポ リ マ ー な ど ） を 活 用 し て 、 装 置 が 体 内 へ の 挿 入 後 に 所 望 の
曲 げ を 受 け 、 或 い は 、 所 望 の 湾 曲 を 受 け る よ う に 誘 導 し て も よ い 。 こ の よ う な 装 置 を 操 舵
自 在 は た ま 意 図 的 に 屈 撓 自 在 に す る た め に 使 用 す る こ と の で き る 装 置 と 構 造 の 具 体 例 と し
て 、 次 に 挙 げ る 特 許 お よ び 特 許 出 願 に 記 載 さ れ て い る も の が あ る が 、 そ れ ら に 限 定 さ れ な
い 。 す な わ ち 、 米 国 特 許 第 5,507,725号 （ サ ヴ ェ ッ ジ ほ か ） 、 第 5,656,030号 （ ハ ン ヤ ン ほ
か ） 、 第 6,182,464号 （ ウ エ ブ ス タ ー ） 、 第 5,251,092号 （ ク イ ン ほ か ） 、 第 6,500,130号
（ キ ン セ ラ ほ か ） 、 第 6,571,131号 （ ニ ュ グ イ ェ ン ） 、 第 5,415,633号 （ ラ ザ ル ス ほ か ） 、
第 4,998,916号 （ ハ マ ー ス ラ グ ほ か ） 、 第 4,898,577号 （ バ ッ ジ ャ ほ か ） 、 第 4,815,478号
（ バ ク ビ ン ダ ほ か ） 、 お よ び 、 米 国 特 許 出 願 公 開 第 2003/0181827A1号 （ ホ エ イ ベ ン ほ か ）
、 第 2003/0130598A1号 （ マ ニ ン グ ほ か ） が あ り 、 こ れ ら 特 許 お よ び 特 許 出 願 の 内 容 全 体 は
引 例 に 挙 げ る こ と に よ り 本 件 の 一 部 を な す こ と は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 図 ５ Ｏ は 、 作 業 管 腔 ７ ３ ４ が カ テ ー テ ル ７ ３ ２ を 通 っ て 延 び て 遠 位 端 開 口 で 終 端 し て い
る 、 可 撓 性 の カ テ ー テ ル ７ ３ ３ を 例 示 し て い る 。 任 意 で 、 第 ２ の 管 腔 ７ ３ ６ も ま た 、 カ テ
ー テ ル ７ ３ ２ を 通 っ て 延 び て 、 図 示 の よ う に 、 遠 位 端 開 口 で 終 端 し て い る 。 内 視 鏡 ７ ３ ８
は 管 腔 ７ ３ ６ の 内 側 に 恒 久 設 置 さ れ 、 或 い は 、 内 視 鏡 ７ ３ ８ は 管 腔 ７ ３ ６ に （ ま た は 、 そ
こ を 通 し て ） 暫 定 挿 入 さ れ 、 カ テ ー テ ル ７ ３ ２ よ り 遠 位 の 領 域 を 操 作 者 が 視 認 で き る よ う
に し て い る 。 こ れ に 加 え て 、 ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 副 次 視 認 用 機 器 ま た は 副 次
管 腔 ７ ４ ０ が カ テ ー テ ル ７ ３ ２ に 設 置 さ れ て も よ く 、 ま た 、 カ テ ー テ ル ７ ３ ２ よ り 遠 位 の
領 域 を 操 作 者 が 視 認 す る こ と が で き る よ う に す る の に 、 ま た 、 少 な く と も 或 る 事 例 で は 、
カ テ ー テ ル ７ ３ ２ そ の も の の 遠 位 端 を 視 認 す る こ と が で き る よ う に す る の に 、 内 視 鏡 が そ
の よ う な 副 次 視 認 用 機 器 ま た は 副 次 管 腔 ７ ４ ０ に よ っ て 具 現 化 さ れ て も よ い し 、 ま た は 、
そ の 中 に 恒 久 設 置 さ れ て も よ い し 、 或 い は 、 そ こ に （ ま た は 、 そ こ を 介 し て ） 暫 定 的 に 挿
入 さ れ て も よ い 。 上 述 の お う な 任 意 の 副 次 視 認 用 機 器 ま た は 管 腔 ７ ４ ０ を 組 み 入 れ て い る
装 置 は い ず れ も 、 副 次 視 認 用 機 器 ま た は 管 腔 ７ ４ ０ は 好 適 な 長 さ で あ れ ば よ く 、 ま た 、 遠
位 方 向 の 好 適 な 位 置 で 終 端 し て い れ ば よ く 、 こ の よ う な 副 次 視 認 用 機 器 ま た は 管 腔 ７ ４ ０
は 図 面 に 例 示 さ れ て い る よ う な 特 別 な 定 位 に 限 定 さ れ ず 、 ま た 、 特 別 な 遠 位 端 位 置 に 限 定
さ れ な い 。 ま た 、 副 次 視 認 用 機 器 ま た は 管 腔 ７ ４ ０ を 組 み 入 れ て い る 実 施 形 態 で は 、 そ の
よ う な 副 次 管 腔 は ガ イ ド ワ イ ヤ ま た は 作 業 管 腔 と し て 採 用 さ れ る こ と で 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 上
を 伝 っ て カ テ ー テ ル が 前 進 す る こ と が で き る よ う に し た り 、 別 な 作 業 装 置 を 中 に 挿 入 す る
こ と が で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 図 ５ Ｐ は 、 図 ５ Ｇ 'な い し 図 ５ Ｇ '''に 例 示 さ れ て い る バ ル ー ン に よ り 拡 張 自 在 な ス テ ン
ト シ ス テ ム の 構 成 要 素 の 全 部 を 備 え て い る の に 加 え て 、 内 視 鏡 ま た は 副 次 管 腔 を 組 み 入 れ
る こ と の で き る バ ル ー ン カ テ ー テ ル と 圧 力 に よ り 膨 張 自 在 な ス テ ン ト の シ ス テ ム ７ ４ ４ を
例 示 し て い る 。 詳 細 に は 、 図 ５ Ｐ を 参 照 す る と 、 バ ル ー ン ７ ５ ０ と バ ル ー ン の 上 に 載 置 さ
れ た 圧 力 膨 張 自 在 ス テ ン ト ７ ４ ８ と を 有 し て い る 可 撓 性 の カ テ ー テ ル ７ ４ ６ を 備 え て い る
、 バ ル ー ン カ テ ー テ ル ー と 圧 力 に よ り 膨 張 自 在 な ス テ ン ト の シ ス テ ム ７ ４ ４ が 例 示 さ れ て
い る 。 副 次 管 腔 ７ ５ ６ は カ テ ー テ ル ７ ４ ６ に 配 置 さ れ 、 内 視 鏡 は そ の よ う な 副 次 管 腔 ７ ５
６ の 中 に 恒 久 設 置 さ れ 、 或 い は 、 そ の 中 に （ ま た は 、 そ こ を 通 し て ） 暫 定 挿 入 さ れ て 、 バ
ル ー ン ７ ５ ０ お よ び ス テ ン ト ７ ４ ８ を 操 作 者 が 視 認 し な が ら 、 カ テ ー テ ル ７ ４ ９ を 所 望 位
置 ま で 前 進 さ せ る こ と が で き る よ う に し て い る 。 ま た 、 副 次 管 腔 ７ ５ ６ を 組 み 入 れ た 実 施
形 態 で は 、 上 述 の よ う な 副 次 管 腔 は ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 と し て 採 用 さ れ る こ と で 、 ガ イ ド ワ
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イ ヤ 上 を 伝 っ て カ テ ー テ ル ７ ４ ６ を 前 進 さ せ る こ と が で き る よ う に し て い る 。 任 意 で 、 管
腔 は カ テ ー テ ル ７ ４ ６ を 通 っ て 延 び て か ら 、 更 に カ テ ー テ ル ７ ４ ９ の 遠 位 端 の 開 口 ７ ５ ２
を 通 過 す る よ う に し て も よ く 、 ま た 、 直 状 、 湾 曲 状 、 屈 曲 自 在 、 偏 向 自 在 、 ま た は 、 操 舵
自 在 な 視 認 用 機 器 お よ び ／ ま た は ス テ ン ト ７ ５ ４ が そ の 管 腔 の 中 を 通 さ れ 、 ま た は 、 そ の
中 に 受 容 さ れ て 、 意 図 し た 位 置 ま で カ テ ー テ ル ７ ４ ９ が 容 易 に ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て 、 か つ ／
ま た は 、 視 認 用 機 器 に 支 援 さ れ て 、 か つ ／ ま た は 、 案 内 さ れ て 、 か つ ／ ま た は 、 操 作 さ れ
な が ら 前 進 す る こ と が で き る よ う に 図 っ て も よ い 。 定 常 使 用 で は 、 バ ル ー ン ７ ５ ０ は 初 期
状 態 で は 収 縮 し て お り 、 ス テ ン ト ７ ４ ８ は 放 射 方 向 に 圧 縮 さ れ て 折 畳 ま れ た 形 状 で 収 縮 し
た バ ル ー ン の 周 囲 に 置 か れ る 。 カ テ ー テ ル ７ ４ ６ は 、 バ ル ー ン ７ ５ ０ を 収 縮 さ せ た ま ま で
、 ま た 、 折 畳 ま れ た ス テ ン ト ７ ４ ８ を 搭 載 し た ま ま で 、 内 視 鏡 支 援 下 で 、 ま た は 、 ガ イ ド
ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て 前 進 さ せ ら れ て 、 ス テ ン ト 設 置 さ れ る べ き 鼻 孔 、 鼻 腔 、 鼻 道 、 小 口 、 副
鼻 腔 の 内 部 な ど の よ う な 通 路 の 内 部 の 位 置 に 至 る 。 そ の 後 、 バ ル ー ン ７ ５ ０ が 膨 張 さ せ ら
れ て ス テ ン ト ７ ４ ８ を 拡 張 さ せ て 、 周 囲 の 組 織 に 摩 擦 係 合 す る こ と で ス テ ン ト ７ ４ ８ を 適
所 に 保 持 す る こ と の で き る 寸 法 に す る 。 或 る 事 例 で は 、 こ の よ う な 処 置 を 実 施 す る 目 的 は
、 通 路 （ 例 え ば 、 小 口 、 耳 道 な ど ） を 拡 大 す る こ と で あ る が 、 ス テ ン ト ７ ４ ８ は 通 路 を 望
み ど お り に 拡 大 さ せ る の に 十 分 な 大 き さ の 直 径 ま で 拡 張 さ せ ら れ 、 ま た 、 ス テ ン ト ７ ４ ８
は 支 柱 機 能 を 果 た し て 、 通 路 を 上 述 の よ う な 拡 大 状 態 に 維 持 す る 。 ス テ ン ト ７ ４ ８ が 十 分
に 拡 張 さ れ て 移 植 さ れ た 後 、 バ ル ー ン ７ ５ ０ が 収 縮 さ せ ら れ て か ら 、 カ テ ー テ ル ７ ４ ８ が
取 り 出 さ れ る 。 或 る 応 用 例 で は 、 ス テ ン ト ７ ４ ８ は 本 件 で 規 定 さ れ て い る よ う な 診 断 用 物
質 ま た は 治 療 用 物 質 を 含 有 し て お り 、 そ の よ う な 物 質 が ス テ ン ト ７ ４ ８ か ら 溶 離 し て 周 囲
組 織 に 浸 透 し 、 所 望 の 診 断 効 果 ま た は 治 療 効 果 を も た ら す こ と が で き る 。 或 る 事 例 で は 、
ス テ ン ト ７ ４ ８ は 恒 久 移 植 す る こ と が で き る 。 そ れ 以 外 の 事 例 で は 、 ス テ ン ト ７ ４ ８ は 暫
定 移 植 す る こ と が で き る 。 ス テ ン ト ７ ４ ８ が 暫 定 移 植 さ れ る 事 例 で は 、 ス テ ン ト ７ ４ ８ は
、 そ れ を 回 収 す る た め に 遂 行 さ れ る 第 ２ 回 目 の 処 置 で 取 り 出 す こ と が で き 、 或 い は 、 ス テ
ン ト ７ ４ ８ は 生 体 吸 収 可 能 な 素 材 ま た は 生 体 分 解 性 の 素 材 か ら 作 成 さ れ て 、 移 植 後 所 望 期
間 の う ち に 分 解 し 、 ま た は 、 吸 収 さ れ る 。 図 ５ Ｒ 'お よ び 図 ５ Ｒ ''の 具 体 例 に 例 示 さ れ て
い る よ う に 、 副 鼻 腔 の 小 口 の 内 部 に ス テ ン ト が 設 置 さ れ な け れ ば な ら な い よ う な 或 る 事 例
で は 、 ス テ ン ト お よ び ／ ま た は バ ル ー ン は 、 ス テ ン ト を 所 望 位 置 に 載 置 し て ス テ ン ト が 滑
落 す る と い う 望 ま し く な い 事 態 を 防 止 す る の を 容 易 に し 、 か つ ／ ま た は 、 そ れ を 達 成 す る
よ う な 特 殊 な 形 状 に 設 定 さ れ る 。 例 え ば 、 図 ５ Ｒ 'は 、 上 述 の よ う に バ ル ー ン １ ０ ４ ４ お
よ び そ の 上 に 搭 載 さ れ た ス テ ン ト １ ０ ４ ６ を 有 し て い る カ テ ー テ ル １ ０ ４ ２ を 備 え て い る
装 置 １ ０ ４ ０ を 例 示 し て い る 。 し か し 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 バ ル ー ン １ ０ ４ ４ お よ び ス テ
ン ト １ ０ ４ ６ は 、 バ ル ー ン １ ０ ４ ４ お よ び ス テ ン ト １ ０ ４ ６ の 直 径 が 一 方 端 で は 他 方 端 よ
り も 大 き い よ う な 形 状 を 呈 し て い る 。 図 ５ Ｐ お よ び 図 ５ Ｑ に 例 示 さ れ て い る も の の よ う な
別 な 実 施 形 態 に 関 連 し て 先 に 説 明 さ れ て い る よ う に 、 副 次 視 認 用 機 器 ま た は 副 次 管 腔 １ ０
４ ８ が 任 意 で カ テ ー テ ル １ ０ ４ ２ の 上 に 形 成 さ れ て も よ い し 、 か つ ／ ま た は 、 視 認 用 機 器
ま た は ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ ５ ０ が 任 意 で カ テ ー テ ル １ ０ ４ ２ の 管 腔 を 通 さ れ て か ら 遠 位 端 の
外 へ 出 る よ う に し て も よ い 。 図 ５ Ｒ ''は 、 上 述 の よ う に 、 バ ル ー ン １ ０ ５ ６ お よ び そ こ に
搭 載 さ れ た ス テ ン ト １ ０ ５ ８ を 有 し て い る カ テ ー テ ル １ ０ ５ ４ を 備 え て い る 、 ま た 別 な 装
置 １ ０ ５ ２ を 例 示 し て い る 。 し か し な が ら 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 バ ル ー ン １ ０ ５ ６ お よ び
ス テ ン ト １ ０ ５ ８ は 、 バ ル ー ン １ ０ ５ ６ お よ び ス テ ン ト １ ０ ５ ８ は 直 径 が そ れ ぞ れ の 両 端
で は そ れ ぞ れ の 中 間 部 分 よ り も 大 き い よ う な 形 状 を 呈 し て い る 。 そ の 結 果 、 ス テ ン ト １ ０
５ ８ は 環 状 の 溝 ま た は 陥 凹 部 が そ の 中 央 部 分 の 周 方 向 ま た は 周 囲 を 廻 っ て 形 成 さ れ て お り
、 或 い は 、 砂 時 計 ま た は ヴ ェ ン チ ュ リ 計 の よ う な 形 状 に さ れ て 、 ス テ ン ト １ ０ ５ ８ が 長 軸
線 方 向 に 滑 落 す る こ と 無 く 、 小 口 ま た は 開 口 の 内 部 に ス テ ン ト １ ０ ５ ８ を 載 置 す る の を 容
易 に し て い る 。 こ こ で も ま た 、 図 ５ Ｐ お よ び 図 ５ Ｑ に 例 示 さ れ て い る も の の よ う な 別 な 実
施 形 態 と 関 連 し て 先 に 説 明 さ れ て い る よ う に 、 副 次 視 認 用 機 器 ま た は 副 次 管 腔 １ ０ ６ ０ が
任 意 で カ テ ー テ ル １ ０ ５ ２ の 上 に 形 成 さ れ て も よ い し 、 か つ ／ ま た は 、 視 認 用 機 器 ま た は
ガ イ ド ワ イ ヤ １ ０ ６ ２ が 任 意 で カ テ ー テ ル １ ０ ５ ４ の 管 腔 を 通 さ れ て 、 そ の 遠 位 端 か ら 外
に 出 さ れ る よ う に し て も よ い 。 こ の 処 置 が 実 際 に 骨 を 破 砕 す る こ と を 意 図 し て い る 場 合 （
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例 え ば 、 ス テ ン ト １ ０ ４ ６ 、 １ ０ ５ ８ が 副 鼻 腔 の 小 口 を 拡 大 ま た は 拡 張 す る よ う 意 図 さ れ
て い る 場 合 ） 、 特 殊 な 形 状 の バ ル ー ン １ ０ ４ ４ 、 １ ０ ５ ６ が 既 に 説 明 さ れ た よ う な 強 靭 な
ポ リ マ ー 素 材 か ら 作 成 さ れ て 、 膨 張 時 に 隣 接 す る 骨 ま た は 周 囲 の 骨 に バ ル ー ン が 骨 破 砕 圧
を 及 ぼ す こ と が で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 図 ５ Ｑ お よ び 図 ５ Ｑ 'は 、 可 撓 性 の 外 側 鞘 部 材 ７ ６ ２ 、 可 撓 性 の 内 側 管 材 ６ ４ 、 お よ び
、 ス テ ン ト ７ ６ ８ を 備 え て い る 自 己 拡 張 型 ス テ ン ト 搬 送 シ ス テ ム ７ ６ ０ を 例 示 し て い る 。
こ の ス テ ン ト が 図 ５ Ｐ の ス テ ン ト ７ ４ ８ と 異 な っ て い る の は 、 圧 力 に よ り 拡 張 可 能 と な る
の で は な く む し ろ 、 弾 性 に 富 ん で お り 自 己 拡 張 す る と い う 点 だ け で あ る 。 ス テ ン ト ７ ６ ８
は 偏 倚 に よ り 拡 張 し た 形 状 に な る 。 初 期 状 態 で は 、 ス テ ン ト は 与 圧 に よ り 放 射 方 向 に 折 畳
ま れ て 内 側 管 材 ７ ６ ４ の 外 面 上 に 押 し 付 け ら れ た 状 態 に な っ て お り 、 そ の 後 、 外 側 鞘 部 材
７ ６ ２ が ス テ ン ト ７ ６ ８ の 上 を 伝 っ て 前 進 さ せ ら れ て 、 ス テ ン ト を 折 畳 ま れ た 状 態 の ま ま
拘 束 す る が 、 こ れ は 図 ５ Ｑ 'の 断 面 図 で 分 か る と お り で あ る 。 視 認 用 機 器 お よ び ／ ま た は
ガ イ ド ワ イ ヤ ７ ７ ０ が 内 側 管 材 ７ ６ ４ の 管 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ る 。 こ れ に 加 え て 、 ま た は
、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 副 次 管 腔 ７ ７ ２ は 外 側 鞘 部 材 ７ ６ ２ の 上 に 設 置 さ れ 、 内 視 鏡 が
そ の よ う な 副 次 管 腔 ７ ７ ２ の 内 部 に 恒 久 設 置 さ れ 、 ま た は 、 そ の 中 に （ ま た は 、 そ れ を 通
し て ） 暫 定 挿 入 さ れ て 、 シ ス テ ム ７ ６ ０ の 進 入 時 に 、 シ ス テ ム の 遠 位 部 と 鞘 部 材 ７ ６ ２ の
遠 位 端 よ り 前 方 の 領 域 を 操 作 者 が 視 認 す る こ と が で き る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 副 次 管
腔 ７ ７ ２ を 組 み 入 れ て い る 実 施 形 態 で は 、 副 次 管 腔 ７ ７ ２ が ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 と し て 採 用
さ れ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ の 上 を 伝 っ て シ ス テ ム を 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 定 常 動 作 で は 、
鞘 部 材 ７ ６ ２ が 遠 位 方 向 に 進 ん だ 位 置 に き て 折 畳 ま れ た ス テ ン ト ７ ６ ８ を 包 囲 お よ び 拘 禁
し た 状 態 の ま ま で 、 シ ス テ ム ７ ６ ０ が 内 視 鏡 支 援 下 で 、 か つ ／ ま た は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 を
伝 っ て 前 進 さ せ ら れ 、 ス テ ン ト 設 置 さ れ る べ き 鼻 孔 、 鼻 腔 、 耳 道 、 小 口 、 副 鼻 腔 の 内 部 な
ど の よ う な 通 路 の 内 部 の 位 置 に 至 る 。 そ の 後 、 ス テ ン ト ７ ６ ８ が ス テ ン ト 設 置 さ れ る べ き
位 置 に 設 置 さ れ る と 、 鞘 部 材 が 引 き 出 さ れ 、 自 己 拡 張 型 ス テ ン ト ７ ６ ８ が 弾 け て 、 す な わ
ち 、 自 己 拡 張 し て 放 射 方 向 に 拡 張 し た 形 状 に な り 、 そ の 形 状 で 、 ス テ ン ト は 周 囲 の 解 剖 学
的 構 造 と 摩 擦 係 合 す る 。 そ の 後 、 シ ス テ ム ６ ０ の 残 余 の 部 分 が 取 り 出 さ れ 、 ス テ ン ト ７ ６
８ を 体 内 に 移 植 さ れ た ま ま に す る 。 ス テ ン ト ７ ６ ８ は 、 図 ５ Ｐ の 圧 力 に よ り 拡 張 す る こ と
が で き る ス テ ン ト ７ ４ ８ に 関 し て 先 に 説 明 し た よ う に 、 拡 張 し 、 支 柱 機 能 を 果 た し 、 か つ
／ ま た は 、 物 質 搬 送 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ５ Ｓ は 、 可 撓 性 カ テ ー テ ル ７ ８ ２ の 内 部 に 管 腔 ７ ８ ４ が 延 在 し て い る 係 蹄 装 置 ７ ８ ０
を 例 示 し て い る 。 係 蹄 ７ ８ ６ は 、 概 ね ル ー プ 状 で あ り 、 装 置 ７ ８ ０ の 管 腔 ７ ８ ４ か ら 外 へ
前 進 さ せ る こ と が で き る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 係 蹄 ７ ８ ６ は 任 意 で 電 流 が 投 入 さ れ 、 或 い
は 、 そ う で な け れ ば 加 熱 さ れ て 、 組 織 を 剪 断 す る 際 に 焼 灼 機 能 を 果 た す 。 こ れ に 加 え て 、
ま た は 、 こ れ に 代 わ る 例 と し て 、 或 る 実 施 形 態 で は 、 係 蹄 ７ ８ ６ は 径 を 変 動 さ せ る こ と が
で き る よ う に し て も よ い （ 例 え ば 、 操 作 者 に よ り 締 め た り 緩 め た り す る こ と が で き る 輪 な
ど ） 。 ま た 、 任 意 で 、 視 認 用 機 器 ま た は 副 次 管 腔 ７ ８ ８ が カ テ ー テ ル ７ ８ ２ に 配 置 さ れ て
も よ い し 、 更 に 、 静 止 内 視 鏡 ま た は 可 動 内 視 鏡 が 副 次 管 腔 ７ ８ ８ の 中 に （ ま た は 、 そ こ を
通 し て ） 恒 久 埋 設 さ れ 、 或 い は 、 暫 定 挿 入 さ れ 、 装 置 ７ ８ ０ の 遠 位 部 と 係 蹄 ７ ８ ６ の 領 域
を 操 作 者 が 視 認 で き る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 視 認 用 機 器 ま た は 副 次 管 腔 が 更 に 副 次 管
腔 を 備 え て い る よ う な 実 施 形 態 で は 、 か か る 副 次 管 腔 ７ ８ ８ が ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 と し て 採
用 さ れ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て 装 置 ７ ８ ０ を 前 進 さ せ る こ と が で き る よ う に し て も よ
い 。 そ の 代 替 例 と し て 、 多 数 管 腔 が カ テ ー テ ル ７ ８ ２ を 通 っ て 延 び 、 こ れ ら 管 腔 が 係 蹄 、
ガ イ ド ワ イ ヤ 、 お よ び ／ ま た は 、 内 視 鏡 を 収 容 す る よ う に し て も よ い 。 定 常 動 作 で は 、 係
蹄 ７ ８ ６ は 初 期 的 に は 管 腔 ７ ８ ４ の 内 部 に 後 退 さ せ ら れ て お り 、 装 置 ７ ８ ０ は 内 視 鏡 支 援
下 で 、 か つ ／ ま た は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て 前 進 さ せ ら れ て 、 係 蹄 設 置 さ れ る べ き 、 す
な わ ち 、 切 除 さ れ る べ き ポ リ ー プ ま た は そ れ 以 外 の 物 体 の 存 在 位 置 で あ る 鼻 孔 、 鼻 腔 、 耳
道 、 小 口 、 副 鼻 腔 の 内 部 な ど の よ う な 通 路 の 中 の 位 置 に 至 る 。 係 蹄 ７ ８ ６ は 管 腔 ７ ８ ４ か
ら 外 へ 前 進 さ せ ら れ て か ら ポ リ ー プ ま た は そ れ 以 外 の 物 体 を 取 り 巻 い て 設 置 さ れ 、 そ の 後
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、 係 蹄 が 引 張 ら れ 、 ま た は 、 動 か さ れ 、 加 熱 さ れ （ 加 熱 用 の 装 備 が あ る 場 合 は ） 、 か つ ／
ま た は 、 締 め 付 け ら れ て （ 締 め 付 け 用 の 装 備 が あ る 場 合 は ） 、 ポ リ ー プ ま た は そ れ 以 外 の
物 体 を 剪 断 ま た は 切 除 す る こ と が で き る 。 場 合 に よ っ て は 、 剪 断 さ れ た ポ リ ー プ ま た は そ
れ 以 外 の 物 体 は 管 腔 ７ ８ ４ を 通 し て 吸 引 さ れ て も よ い 。 別 な 場 合 に は 、 別 個 の カ テ ー テ ル
ま た は 別 個 の 装 置 が 導 入 さ れ て 、 剪 断 さ れ た ポ リ ー プ ま た は そ れ 以 外 の 物 体 を 回 収 す る よ
う に し て も よ い 。 処 置 完 了 後 、 係 蹄 ７ ８ ６ は 管 腔 ７ ８ ４ の 中 に 後 退 さ せ ら れ 、 装 置 ７ ８ ０
が 取 り 出 さ れ る 。 ま た 、 或 る 実 施 形 態 で は 、 組 織 お よ び そ れ 以 外 の 物 体 を 捕 獲 し て 回 収 し
、 カ テ ー テ ル ７ ８ ２ の 管 腔 内 に 引 き 出 す た め に 使 う こ と が で き る 籠 、 嚢 、 ま た は 、 そ れ 以
外 の 回 収 物 容 器 と 係 蹄 ７ ８ ６ を 置 換 え て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 ５ Ｔ は 、 可 撓 性 の シ ャ フ ト ７ ９ ２ に 顎 鋏 ま た は 鉗 子 ７ ９ ４ が 搭 載 さ れ て い る 鉗 子 装 置
７ ９ ０ を 例 示 し て い る 。 顎 鋏 ま た は 鉗 子 ７ ９ ４ は 操 作 者 に よ っ て 意 図 的 に 開 閉 す る こ と が
で き る 。 視 認 用 機 器 ま た は 副 次 管 腔 ７ ９ ６ は 、 図 示 の よ う に 、 可 撓 性 の シ ャ フ ト ７ ９ ２ に
配 置 さ れ る 。 視 認 用 機 器 ま た は 副 次 管 腔 ７ ９ ２ が ス コ ー プ を 備 え て い る 実 施 形 態 で は 、 ス
コ ー プ は 固 定 式 ま た は 可 動 式 の い ず れ で も よ く 、 装 置 ７ ９ ０ の 前 進 お よ び ／ ま た は 鉗 子 ７
９ ４ の 使 用 を 観 察 ま た は 視 認 す る た め に 使 う こ と が で き る 。 視 認 用 機 器 ま た は 副 次 管 腔 ７
９ ６ が 補 助 内 腔 を 備 え て い る 実 施 形 態 で は 、 静 止 内 視 鏡 ま た は 可 動 内 視 鏡 が そ の よ う な 補
助 内 腔 ７ ９ ６ の 中 に 恒 久 埋 設 さ れ 、 ま た は 、 そ の 中 に （ ま た は 、 そ こ を 通 し て ） 暫 定 挿 入
さ れ て 、 装 置 ７ ９ ０ の 遠 位 部 お よ び 鉗 子 ７ ９ ４ の 領 域 を 操 作 者 が 視 認 す る こ と が で き る よ
う に し て も よ い 。 ま た 、 視 認 用 機 器 ま た は 副 次 管 腔 ７ ９ ６ が 補 助 内 腔 を 備 え て い る 実 施 形
態 で は 、 か か る 補 助 内 腔 が ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 と し て 採 用 さ れ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て
装 置 ７ ９ ０ を 前 進 さ せ る こ と が で き る よ う に し て も よ い 。 定 常 動 作 で は 、 装 置 ７ ９ ０ は 単
独 で 前 進 さ せ ら れ る か 、 ま た は 、 カ テ ー テ ル の 管 腔 を 通 し て 前 進 さ せ ら れ る か の い ず れ か
で あ り 、 ま た 、 内 視 鏡 支 援 下 で 、 か つ ／ ま た は 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て 前 進 さ せ ら れ る
こ と も 大 い に あ り う る が 、 鉗 子 で 把 持 す る べ き 物 体 が 存 在 す る 鼻 孔 、 鼻 腔 、 鼻 道 、 小 口 、
副 鼻 腔 の 内 部 な ど の よ う な 通 路 の 内 部 の 位 置 へ 至 る 。 そ の 後 、 任 意 の 内 視 鏡 支 援 下 で 観 察
し な が ら 、 鉗 子 ７ ９ ４ を 使 っ て 意 図 し た 物 体 を 把 持 す る 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 図 ５ Ｔ の 具
体 例 に つ い て 点 線 で 示 さ れ て い る よ う に 、 可 撓 性 の シ ャ フ ト ７ ９ ２ の 遠 位 部 は 屈 曲 自 在 ま
た は 操 舵 自 在 で あ っ て も よ い 。 或 る 実 施 形 態 で は 、 鉗 子 ７ ９ ４ の 顎 鋏 は 生 検 用 の 組 織 標 本
を 剪 断 し て 保 持 す る よ う に 設 計 さ れ て い て も よ い し 、 或 い は 、 そ れ 以 外 の 、 鉗 子 ７ ９ ４ の
組 織 サ ン プ ル 採 取 の 応 用 例 が 組 織 、 軟 骨 、 硬 骨 な ど の 切 断 用 の 鋏 を 備 え て い て も よ い 。 そ
の 代 替 例 と し て 、 管 腔 が 可 撓 性 シ ャ フ ト ７ ９ ２ の 中 を 通 過 し て か ら 鉗 子 ７ ９ ４ を 通 っ て か
ら 外 に 出 る か 、 ま た は 、 鉗 子 の 脇 で 外 に で て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ま た は 内 視 鏡 に そ の よ う な 管
腔 を 通 す こ と が で き る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 図 ５ Ｕ お よ び 図 ５ Ｕ 'は 、 可 撓 性 の カ テ ー テ ル ８ ０ ２ 、 可 撓 性 の 視 認 用 機 器 ８ ０ ４ 、 お
よ び 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ ６ を 備 え て い る 入 れ 子 式 シ ス テ ム ８ ０ ０ を 例 示 し て い る 。 可 撓 性
の 視 認 用 機 器 ８ ０ ４ は 複 数 の 光 伝 達 経 路 ８ ０ ８ （ 例 え ば 、 光 フ ァ イ バ ー な ど ） を 備 え て お
り 、 こ の 経 路 は 、 光 源 （ 図 示 せ ず ） か ら 遠 位 方 向 に 視 認 用 機 器 ８ ０ ４ の 遠 位 端 の 外 へ 光 を
伝 達 し て 、 光 が 視 認 さ れ る べ き 目 標 構 造 ま た は 解 剖 学 的 構 造 に 投 射 さ れ る よ う に す る 。 ま
た 、 視 認 用 機 器 に は 画 像 伝 達 経 路 ８ １ ０ （ 例 え ば 、 光 フ ァ イ バ ー と レ ン ズ ） が 設 け ら れ て
お り 、 こ の 経 路 は 、 視 認 用 機 器 の 遠 位 端 か ら 画 像 を 見 る こ と が で き る 接 眼 レ ン ズ ま た は 監
視 装 置 へ と 反 射 光 を 伝 搬 す る 。 視 認 用 機 器 は ま た 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 ８ ０ ５ が 中 を 通 っ て
延 び て 、 そ の 遠 位 端 を 通 り 抜 け た と こ ろ で 開 放 し て い る 。 図 示 の と お り 、 視 認 用 機 器 ８ ０
４ は 可 撓 性 カ テ ー テ ル ８ ０ ２ を 通 っ て 前 進 さ せ る こ と が で き 、 ま た 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ８ ０ ６
は 視 認 用 機 器 の ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 ８ ０ ５ を 通 っ て 前 進 さ せ る こ と が で き る 。 定 常 動 作 で は
、 入 れ 子 式 シ ス テ ム ８ ０ ０ は 鼻 に 挿 入 さ れ 、 視 認 用 機 器 ８ ０ ４ を 利 用 し て 副 鼻 腔 の 小 口 の
よ う な 解 剖 学 的 構 造 を 視 認 す る こ と が で き る と と も に 、 解 剖 学 的 構 造 内 に ガ イ ド ワ イ ヤ を
進 入 さ せ る の を 容 易 に す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 視 認 用 機 器 を 使 っ て 、 解 剖 学 的 構 造 を
精 査 す る こ と が で き る （ 例 え ば 、 副 鼻 腔 の 内 側 を 覆 っ て い る 粘 膜 の 状 態 を 視 認 し た り 、 感
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染 、 腫 瘍 な ど の 兆 候 を 探 す 等 ） 。 次 い で 、 カ テ ー テ ル ８ ０ ２ が 視 認 用 機 器 ８ ０ ４ の 上 を 伝
っ て 前 進 さ せ ら れ て 、 解 剖 学 的 構 造 の 中 に 入 る （ 例 え ば 、 カ テ ー テ ル 先 端 部 は 小 口 を 通 っ
て 前 進 さ せ ら れ て 、 副 鼻 腔 の 中 に 入 る ） 。 そ の 後 、 視 認 用 機 器 ８ ０ ４ が 取 り 出 さ れ て 、 既
に 規 定 さ れ た よ う な 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 が カ テ ー テ ル ８ ０ ２ を 通 し て 注 入 さ れ 、
か つ ／ ま た は 、 図 ５ Ａ か ら 図 ５ Ｔ お よ び 図 ５ Ｖ か ら 図 ５ Ｙ '''''に 例 示 さ れ て い る よ う な
作 業 装 置 （ そ れ ら に 限 定 さ れ る 訳 で は な い が ） が カ テ ー テ ル ８ ０ ２ を 通 し て 前 進 さ せ ら れ
て 、 診 断 機 能 ま た は 治 療 機 能 を 果 た す 目 的 で 作 業 装 置 が 使 用 さ れ る 場 所 で あ る 解 剖 学 的 の
中 に 入 る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 図 ５ Ｖ は 副 次 ポ ー ト 吸 引 切 断 装 置 ８ ２ ０ を 例 示 し て い る が 、 こ の 装 置 は 、 可 撓 性 の 外 側
管 材 ８ ２ ２ と 、 外 側 管 材 の 内 部 に 同 軸 か つ 回 転 自 在 に 配 置 さ れ た 可 撓 性 の 内 側 管 材 ８ ３ ０
と を 備 え て い る 。 １ 個 以 上 の ベ ア リ ン グ ８ ３ ４ （ 例 え ば 、 螺 旋 状 ベ ア リ ン グ ま た は 一 連 の
個 別 の 円 筒 状 ベ ア リ ン グ ） が 、 図 示 の よ う に 、 外 側 管 材 ８ ２ ２ と 内 側 管 材 ８ ３ ０ の 間 に 配
置 さ れ て い る 。 そ の 代 替 例 と し て は 、 互 い に 向 か い 合 う 管 材 の 面 の 一 方 ま た は 両 方 が シ リ
コ ー ン ま た は PTFEの よ う な 潤 滑 性 物 質 か ら 作 成 さ れ 、 か か る 物 質 で 内 面 を 覆 わ れ 、 ま た は
、 か か る 物 質 で 皮 膜 さ れ る な ど し て 、 容 易 に 運 動 で き る よ う に し て い る 。 回 転 式 カ ッ タ ー
８ ３ ２ が 内 側 管 材 ８ ３ ０ の 遠 位 端 に 設 置 さ れ る 。 側 面 開 口 ８ ２ ８ が 外 側 管 材 ８ ２ ２ に 形 成
さ れ て お り 、 カ ッ タ ー ８ ３ ２ が 側 面 開 口 ８ ２ ８ よ り 近 位 に 設 置 さ れ る 。 任 意 で 、 先 細 り の
非 外 傷 性 遠 位 先 端 部 ８ ２ ４ が 外 側 管 材 ８ ２ ２ の 遠 位 端 に 形 成 さ れ て も よ く 、 側 面 開 口 ８ ２
８ は 斜 路 ま た は シ ュ ー ト を 形 成 す る よ う な 形 状 に な っ て お り 、 こ の 斜 路 ま た は シ ュ ー ト を
通 し て 物 体 が カ ッ タ ー ８ ３ ２ の 直 ぐ 遠 位 に あ る 領 域 に 渡 さ れ る 。 ま た 、 任 意 で 、 遠 位 先 端
部 の 遠 位 端 に 開 口 が 形 成 さ れ て 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ま た は 視 認 用 機 器 ８ ２ ６ が 内 側 管 材 ８ ３ ０
の 管 腔 を 通 過 し て か ら 、 図 示 の よ う に 、 遠 位 先 端 部 に 設 け ら れ た こ の 開 口 か ら 外 へ 出 る よ
う に し て も よ い 。 動 作 中 は 、 ポ リ ー プ 、 組 織 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 除 去 さ れ る べ き 障 害 物
の 直 ぐ 傍 に 側 面 開 口 ８ ２ ８ が く る 位 置 ま で 、 装 置 ８ ２ ０ が 前 進 さ せ ら れ る 。 内 側 管 材 ８ ３
０ と カ ッ タ ー ８ ３ ２ は 回 転 さ せ ら れ る 。 内 側 管 材 ８ ３ ０ の 管 腔 を 通 し て 、 か つ ／ ま た は 、
外 側 管 材 ８ ２ ２ の 管 腔 を 通 し て 吸 引 が 施 さ れ 、 障 害 物 を 側 面 開 口 ８ ２ ８ の 中 に 引 き 込 ん で
、 回 転 し て い る カ ッ タ ー ８ ３ ２ と 接 触 さ せ る 。 障 害 物 が 回 転 カ ッ タ ー ８ ３ ２ に よ っ て 剪 断
さ れ る と 、 剪 断 さ れ た 障 害 物 ま た は そ の 細 片 が 内 側 管 材 ８ ３ ０ の 管 腔 を 通 し て 吸 引 さ れ 、
か つ ／ ま た は 、 外 側 管 材 ８ ２ ２ の 管 腔 を 通 し て 吸 引 さ れ る 。 勿 論 、 こ の 特 許 出 願 に 記 載 さ
れ て い る 作 業 装 置 の ど れ に つ い て も 言 え る こ と で あ る が 、 視 認 用 機 器 と 、 こ の 視 認 用 機 器
を 挿 入 す る 寸 法 ま た は 長 さ を 有 す る 副 次 管 腔 （ 図 ５ Ｕ に は 例 示 さ れ て い な い が 、 図 ５ Ｏ 、
図 ５ Ｐ 、 図 ５ Ｑ 、 図 ５ Ｒ 、 図 ５ Ｓ 、 お よ び 、 図 ５ Ｔ の よ う な 他 の 多 様 な 図 に は 例 示 さ れ て
い る ） が 外 側 管 材 ８ ２ ２ に 取 り 付 け ら れ る が 、 取 り 付 け 位 置 は 、 視 認 用 機 器 を 使 っ て 側 面
開 口 ８ ２ ８ と 側 面 開 口 に 入 っ て く る 物 体 と を 視 認 す る こ と が で き る よ う な 位 置 で あ る 。 そ
の 代 替 例 と し て 、 カ テ ー テ ル は 偏 向 自 在 な 先 端 部 ま た は 湾 曲 し た 遠 位 端 を 組 込 ん で 、 そ の
先 端 部 ま た は 遠 位 端 が 強 制 的 に カ テ ー テ ル の 側 面 開 口 を 管 腔 壁 に 押 し 付 け 、 ま た は 、 除 去
さ れ る ポ リ ー プ ま た は そ れ 以 外 の 組 織 の 方 向 へ 押 し や る よ う に し て も よ い 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 本 発 明 の 或 る 実 施 形 態 で は 、 副 鼻 腔 の 小 口 の 周 辺 部 を 形 成 し て い る 薄 い 骨 の よ う な 骨 を
破 砕 す る の が 望 ま し い こ と が あ る 。 図 ５ Ｗ な い し 図 ５ Ｘ ''''は 、 特 殊 な 位 置 の 骨 を 破 砕 す
る た め に 使 用 す る こ と が で き る 装 置 を 例 示 し て い る 。 例 え ば 、 図 ５ Ｗ な い し 図 ５ Ｗ ''は 、
剛 性 の 円 筒 状 部 材 ８ ４ ７ が 遠 位 端 に 配 置 さ れ た 可 撓 性 の カ テ ー テ ル ８ ４ ２ を 備 え て い る 装
置 ８ ４ ０ を 例 示 し て い る 。 前 進 と 後 退 を 自 在 に 行 え る 部 材 ８ ４ ６ が カ テ ー テ ル ８ ４ ２ を 通
っ て 延 び て 、 遠 位 先 端 部 材 ８ ４ ４ に 接 続 さ れ る 。 遠 位 先 端 部 材 ８ ４ ４ に は 、 円 筒 状 部 材 ８
４ ７ の 内 部 に 受 容 さ れ る よ う な 寸 法 に 設 定 さ れ た 円 筒 状 の 近 位 端 ８ ４ ９ が 設 け ら れ て い る
。 図 ５ Ｗ 'お よ び 図 ５ Ｗ ''に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 定 常 動 作 で は 、 前 進 お よ び 後 退 を 自
在 に 行 え る 部 材 ８ ４ ６ を 前 進 さ せ て 、 遠 位 先 端 部 材 ８ ４ ４ を 剛 性 の 円 筒 状 部 材 ８ ４ ７ か ら
分 離 さ せ る 。 装 置 ８ ４ ０ は 、 粘 膜 組 織 Ｍ で 被 覆 さ れ て い る 骨 Ｂ に よ っ て 形 成 さ れ て い る 構
造 の よ う な 骨 構 造 に 隣 接 し て い る 位 置 ま で 前 進 さ せ ら れ る 。 遠 位 先 端 部 材 ８ ４ ４ の 円 筒 状
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の 近 位 端 ８ ４ ９ と 円 筒 状 部 材 ８ ４ ７ の 間 に 骨 構 造 が 位 置 す る よ う に 、 装 置 が 設 置 さ れ る 。
次 に 、 前 進 と 後 退 を 自 在 に 行 え る 部 材 ８ ４ ６ を 後 退 さ せ て 、 近 位 方 向 に 遠 位 先 端 部 材 ８ ４
４ を 引 張 る と と も に 遠 位 先 端 部 材 ８ ４ ４ の 円 筒 状 近 位 端 ８ ４ ９ と 円 筒 状 部 材 ８ ４ ７ の 間 の
骨 構 造 体 を 捕 獲 し 、 そ れ に よ り 、 骨 Ｂ を 破 砕 す る 。 遠 位 先 端 部 材 ８ ４ ４ お よ び ／ ま た は 円
筒 状 部 材 ８ ４ ７ の 形 状 ま た は 構 成 は 、 骨 Ｂ に 施 す の が 望 ま し い 破 砕 の 形 状 と パ タ ー ン 次 第
で 変 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 点 で 、 図 ５ Ｘ な い し 図 ５ Ｘ ''''は 、 異 な る 形 状 と 異 な る
パ タ ー ン の 骨 破 砕 を 生 じ る た め に 利 用 す る こ と が で き る 代 替 の 構 造 ま た は 構 成 を 例 示 し て
い る 。 図 ５ Ｘ 'は 、 近 位 側 に ３ 個 の 突 起 が 設 け ら れ て い る 遠 位 先 端 部 材 ８ ５ ２ と 遠 位 面 に
３ 個 の 切 欠 き が 設 け ら れ て い る 近 位 部 材 ８ ５ ４ と を 備 え て い る 組 立 体 ８ ５ ０ を 例 示 し て い
る が 、 遠 位 先 端 部 材 ８ ５ ２ が 後 退 さ せ ら れ る と 、 こ の よ う な 切 欠 き は 遠 位 先 端 部 材 ８ ５ ２
の ３ 個 の 突 起 を 受 容 す る よ う な 形 状 に な っ て い る 。 図 ５ Ｘ '''は 、 折 畳 み 可 能 な 遠 位 先 端
部 材 ８ ７ ２ と 円 筒 状 近 位 部 材 ８ ７ ４ を 備 え て い る 組 立 体 ８ ７ ０ を 例 示 し て い る 。 遠 位 先 端
部 材 ８ ７ ２ は 、 初 期 状 態 で は 、 副 鼻 腔 の 小 口 の よ う な 開 口 を 通 し て 前 進 す る こ と が で き る
よ う な 折 り 畳 み 形 状 に 配 備 さ れ て い る 。 次 に 、 遠 位 先 端 部 は 、 上 述 の よ う な 開 口 を 通 過 す
る に は 直 径 が 大 き す ぎ る よ う な 寸 法 ま で 拡 張 す る こ と に よ り 、 近 位 方 向 に 後 退 し た 際 に 、
開 口 の 周 辺 部 に 打 ち 当 た る 。 こ の よ う な 態 様 で 、 図 ５ Ｘ '''の 組 立 体 を 使 用 し て 、 小 口 ま
た は 開 口 を 廻 る 全 周 に わ た っ て 骨 Ｂ を 破 砕 す る こ と が で き る 。 図 ５ Ｘ ''''は 、 近 位 側 に ２
個 の 突 起 が 設 け ら れ て い る 遠 位 先 端 部 ８ ８ ２ と 遠 位 側 に １ 個 の 突 起 が 設 け ら れ て い る 近 位
部 材 ８ ８ ４ と を 備 え て い る 別 な 組 立 体 ８ ８ ０ を 例 示 し て い る 。 遠 位 部 材 ８ ８ ２ を 近 位 方 向
に 後 退 さ せ る と 、 近 位 部 材 ８ ８ ４ の 遠 位 側 の 突 起 は 、 遠 位 部 材 ８ ８ ２ の 近 位 側 に 形 成 さ れ
て い る ２ 個 の 突 起 の 間 に 受 容 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 図 ５ Ｙ 'な い し 図 ５ Ｙ '''''は 、 鼻 腔 、 副 鼻 腔 、 中 耳 ま た は 内 耳 、 鼻 咽 頭 な ど に 移 植 さ れ
て 、 本 件 に 規 定 さ れ て い る よ う な 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 を 搬 送 す る こ と が で き る 、
多 様 な 物 質 搬 送 移 植 片 を 例 示 し て い る 。 こ の よ う な 装 置 は 耐 久 性 素 材 ま た は 生 体 吸 収 可 能
な 素 材 の い ず れ か ら 形 成 さ れ て い て も よ い 。 多 く の 事 例 で 、 こ の よ う な 装 置 は 、 中 に 診 断
用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 が 含 有 さ れ て い る ポ リ マ ー （ 例 え ば 、 ハ イ ド ロ ン 、 ヒ ド ロ ゲ ル 、
コ ラ ー ゲ ン な ど ） か ら 形 成 さ れ る か 、 ま た は 、 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 で 皮 膜 さ れ て
い る か 別 な 方 法 で 該 物 質 を 含 有 し て い る ポ リ マ ー ま た は 金 属 か ら 形 成 さ れ る 。 図 ５ Ｙ 'は
、 ヘ ッ ド ま た は ペ レ ッ ト を 有 し て い る 移 植 片 １ ０ ７ ０ を 例 示 し て い る 。 図 ５ Ｙ ''は 、 ウ エ
ー ハ を 有 し て い る 移 植 片 １ ０ ７ ２ を 例 示 し て い る 。 図 ５ Ｙ '''は 、 無 頭 釘 ま た は ま た 釘 を
有 し て い る 移 植 片 １ ０ ７ ４ を 例 示 し て い る 。 図 ５ Ｙ ''''は 、 ネ ジ ま た は 螺 旋 状 コ イ ル を 有
し て い る 移 植 片 １ ０ ７ ６ を 例 示 し て い る 。 図 ５ Ｙ '''''は 、 ス タ ン ド ま た は コ イ ル を 有 し
て い る 移 植 片 １ ０ ７ ８ を 例 示 し て お り 、 そ の 別 な 具 体 例 が 図 ７ Ｅ に 例 示 さ れ て い る と と も
に 後 段 で 説 明 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 Ｄ ． 　 予 備 成 形 さ れ た ガ イ ド カ テ ー テ ル
　 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｅ は 、 本 発 明 の 方 法 で 使 用 す る こ と が で き る 多 様 な ガ イ ド カ テ ー テ ル
を 例 示 し て い る 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 図 ６ Ａ は 、 ３ 個 の 予 備 成 形 さ れ た 湾 曲 部 １ ２ ２ 、 １ ２ ４ 、 １ ２ ６ を 組 み 入 れ た 蝶 形 骨 洞
ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ２ ０ を 例 示 し て い る 。 カ テ ー テ ル １ ２ ０ の ３ 次 元 形 状 は 、 カ テ ー テ ル
１ ２ ０ の 遠 位 端 が 鼻 腔 を 通 し て 前 進 さ せ ら れ る と 蝶 形 骨 洞 の 小 口 に 入 る 傾 向 を 示 す よ う に
設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
　 図 ６ Ｂ は 、 ２ 個 の 予 備 成 形 さ れ た 湾 曲 部 １ ３ ０ 、 １ ３ ３ を 組 込 ん だ 前 頭 洞 ガ イ ド カ テ ー
テ ル １ ２ ８ を 例 示 し て い る 。 カ テ ー テ ル １ ２ ８ の 形 状 は 、 カ テ ー テ ル １ ２ ８ の 遠 位 端 が 鼻
腔 を 通 し て 前 進 さ せ ら れ る と 前 頭 洞 の 小 口 に 入 る 傾 向 を 示 す よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
　 図 ６ Ｃ は 、 ３ 個 の 予 備 成 形 さ れ た 湾 曲 部 １ ３ ８ 、 １ ４ ０ 、 １ ４ ２ を 組 込 ん だ 上 顎 洞 ガ イ
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ド カ テ ー テ ル １ ３ ６ を 例 示 し て い る 。 カ テ ー テ ル １ ３ ６ の ３ 次 元 形 状 は 、 カ テ ー テ ル １ ３
６ の 遠 位 端 が 鼻 腔 を 通 し て 前 進 さ せ ら れ る と 上 顎 洞 の 小 口 に 入 る 傾 向 を 示 す よ う に 設 定 さ
れ て い る 。
【 ０ １ ０ ７ 】
　 図 ６ Ｄ は 、 ２ 個 の 予 備 形 成 さ れ た 湾 曲 部 １ ４ ６ 、 １ ４ ８ を 組 込 ん だ 篩 骨 洞 カ テ ー テ ル １
４ ４ を 例 示 し て い る 。 カ テ ー テ ル １ ４ ４ の ３ 次 元 形 状 は 、 カ テ ー テ ル １ ４ ４ の 遠 位 癌 が 鼻
腔 を 通 し て 前 進 さ せ ら れ る と 篩 骨 洞 の 小 口 に 入 る 傾 向 を 示 す よ う に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 或 る も の で は 、 副 鼻 腔 の 小 口 や 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 エ ウ ス タ キ オ 管
に 導 通 し て い る 鼻 涙 管 ま た は 鼻 咽 喉 開 口 の よ う な 開 口 を 塞 栓 す る の が 望 ま し い 。 従 っ て 、
上 述 の ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ２ ０ 、 １ ２ ８ 、 １ ３ ６ 、 １ ４ ４ の い ず れ の 遠 位 先 端 部 も 栓 子 部
材 を 装 備 し て お り 、 遠 位 端 が 副 鼻 腔 の 小 口 に 入 る と 副 鼻 腔 を 塞 栓 し 、 上 述 の 小 口 を 通 し て
流 体 が 副 鼻 腔 か ら 出 る の を 阻 止 す る こ と が で き る 。 そ の よ う な 処 置 の 一 例 が 図 ７ 部 に 例 示
さ れ て い る と と も に 後 段 で 説 明 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 図 ６ Eは 、 鼻 涙 管 に 導 通 し て い る 開 口 を 一 時 的 に 栓 止 め す る の に 利 用 す る こ と が で き る
詮 子 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ４ ９ を 例 示 し て い る 。 こ の 栓 子 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ４ ９ は ２ 個 の
予 備 成 形 さ れ た 湾 曲 部 １ ５ ０ 、 １ ５ ２ と 遠 位 先 端 部 に 設 け ら れ た 栓 子 １ ５ ４ か ら 構 成 さ れ
て い る 。 こ の カ テ ー テ ル １ ４ ９ の ３ 次 元 形 状 は 、 遠 位 先 端 栓 子 １ ５ ４ が 鼻 腔 を 通 し て 前 進
さ せ ら れ る と 鼻 涙 管 導 通 し て い る 開 口 に 入 る 傾 向 を 示 す よ う に 設 定 さ れ て い る 。 こ の 栓 子
は 、 カ テ ー テ ル の 端 部 に 取 り 付 け ら れ た 半 剛 性 栓 子 ま た は バ ル ー ン か ら 構 成 す る こ と が で
き る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 異 な る 形 状 の 栓 子 ガ イ ド カ テ ー テ ル （ 図 示 せ ず ） を 使 っ
て エ ウ ス タ キ オ 管 を 閉 塞 す る こ と が で き る こ と も 分 か る 。
【 ０ １ １ ０ 】
　 E． 　 副 鼻 腔 内 部 の 治 療 装 置 お よ び 治 療 方 法
　 図 ７ Aか ら 図 ７ Gは 、 副 鼻 腔 内 で 診 断 処 置 ま た は 治 療 処 置 を 実 施 す る 装 置 お よ び 方 法 の 具
体 例 を 提 示 し て い る 。 先 行 技 術 の 方 法 で は 、 剛 性 ま た は 可 撓 性 の 視 認 用 機 器 を 使 っ て 副 鼻
腔 の 小 口 を 視 認 化 す る こ と が あ る が 、 通 例 、 現 実 に は そ の よ う な 視 認 用 機 器 を 副 鼻 腔 の 内
部 に 進 入 さ せ て い た 訳 で は な い 。 上 述 の よ う に 、 本 発 明 は 副 鼻 腔 の 内 側 に 内 視 鏡 を 設 置 す
る 装 置 お よ び 方 法 を 提 供 す る も の で は な い が 、 副 鼻 腔 の 内 側 に 内 視 鏡 を 設 置 す る 方 法 を 利
用 す る の に 、 図 ７ Aな い し 図 ７ Gに 例 示 さ れ て い る 診 断 装 置 ま た は 治 療 装 置 お よ び 診 断 方 法
ま た は 治 療 方 法 の い ず れ か と 関 連 づ け て も よ い し 、 ま た 、 そ う で な く て も よ い 。
【 ０ １ １ １ 】
　 図 ７ Aは 、 電 極 ネ ッ ト ワ ー ク 搬 送 装 置 １ ６ ８ が 使 用 さ れ て 蝶 形 骨 洞 SSの 内 層 に 高 周 波 ま
た は 電 流 を 搬 送 し て い る の を 例 示 し て い る 。 こ の 装 置 １ ６ ８ は 、 蝶 形 骨 洞 口 SSOを 通 し て
挿 入 さ れ る 可 撓 性 カ テ ー テ ル １ ６ ９ を 備 え て い る 。 ケ ー ジ １ ７ ０ の よ う な 拡 張 自 在 な 電 極
ネ ッ ト ワ ー ク が 前 進 さ せ ら れ て 、 カ テ ー テ ル １ ６ ９ の 遠 位 端 か ら 外 へ 出 る 。 電 極 １ ７ ２ は
ケ ー ジ 内 の 互 い か ら 離 隔 し た 位 置 に 設 置 さ れ て い る 。 ケ ー ジ １ ７ ０ は 、 拡 張 す る と 、 電 極
を 蝶 形 骨 洞 SSの 内 層 に 接 触 さ せ る 。 電 流 が 電 極 １ ７ ２ に 搬 送 さ れ て 、 洞 内 の 粘 膜 生 成 組 織
を 全 部 融 除 し 、 蝶 形 骨 洞 が 機 能 的 に 隔 絶 さ れ る 、 す な わ ち 、 塞 栓 さ れ る 準 備 が で き た 状 態
に な り 、 或 い は 、 蝶 形 骨 洞 の 内 部 に で き た 腫 瘍 ま た は ポ リ ー プ を 融 除 す る 準 備 が で き た 状
態 に な る 。
【 ０ １ １ ２ 】
　 図 ７ Bは 、 前 段 で 規 定 さ れ て い る よ う な 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 の よ う な 流 動 性 物
質 を 蝶 形 骨 洞 SSに 導 入 し 、 蝶 形 骨 洞 栓 子 ガ イ ド カ テ ー テ ル 装 置 １ ７ ４ に よ っ て 蝶 形 骨 洞 口
SSOを 塞 栓 す る 処 置 を 例 示 し て い る 。 こ の 装 置 １ ７ ４ は 図 ６ Aに 例 示 さ れ て い る と と も に 先
に 説 明 さ れ た 形 状 を 呈 す る 可 撓 性 カ テ ー テ ル １ ７ ６ と そ の 遠 位 先 端 部 の 栓 子 部 材 １ ７ ８ と
を 備 え て い る 。 栓 子 カ テ ー テ ル 装 置 １ ７ ４ が 取 り 出 さ れ る ま で 、 流 体 は 蝶 形 骨 洞 SSの 中 に
保 持 さ れ 、 カ テ ー テ ル 装 置 の 取 り 出 し 後 、 蝶 形 骨 洞 口 SSOを 通 し て 流 体 を 排 出 す る こ と が
で き る よ う に す る 。 こ の 処 置 は 、 放 射 線 不 透 過 性 造 影 剤 で 蝶 形 骨 洞 を 充 満 さ せ る 場 合 に 、
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洞 全 体 を 視 認 化 し 、 或 い は 、 洞 の 内 層 全 体 に 治 療 薬 を 投 与 す る の に 特 に 有 用 と な る が 、 そ
の 手 段 と し て 、 蝶 形 骨 洞 を 薬 剤 で 完 全 に 満 た し て か ら 、 完 全 な 充 満 状 態 を 所 望 の 期 間 に 亘
っ て 維 持 す る こ と で 、 洞 の 内 層 全 体 に 薬 剤 を 作 用 さ せ る こ と が で き る よ う に す る 。 画 像 化
剤 は 粘 性 剤 と 混 合 さ れ て 、 粘 膜 を 刺 激 し 、 或 い は 、 簡 単 な 構 造 の 画 像 化 が 所 望 さ れ る 場 合
に は 、 粘 性 の 低 い 物 質 を 用 い る の が 好 ま し い 場 合 も あ る 。 注 入 さ れ る 造 影 剤 の 量 を 最 小 限
に 抑 え る た め に 、 粘 膜 の 表 面 と 決 着 す る 画 像 化 剤 を 使 用 す る の が 望 ま し い 場 合 も あ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 図 ７ Cは 、 バ ル ー ン １ ８ ４ を 搭 載 し た 可 撓 性 カ テ ー テ ル １ ８ ２ を 備 え て い る バ ル ー ン カ
テ ー テ ル 装 置 １ ８ ０ を 例 示 し て お り 、 バ ル ー ン は 蝶 形 骨 洞 口 SSOに 設 置 さ れ て か ら 膨 張 さ
れ て カ テ ー テ ル １ ８ ２ を 適 所 に 保 持 す る が 、 そ れ と 同 時 に 、 或 る 量 の 診 断 用 物 質 ま た は 治
療 用 物 質 １ ８ ６ （ 前 段 で 規 定 さ れ て い る よ う な ） が 蝶 形 骨 洞 SSの 内 部 に 導 入 さ れ る 。 こ の
よ う な 治 療 用 物 質 は 薬 物 搬 送 素 材 や 前 述 の リ ス ト か ら 選 択 さ れ た 薬 剤 の う ち の い ず れ か １
種 類 以 上 で あ っ て も よ い し 、 ま た は 、 ア ル コ ー ル の よ う な 硬 化 症 治 療 薬 を 追 加 し て 、 洞 内
の 組 織 を 全 て む ら な く 殺 傷 す る よ う に し て も よ い 。 カ プ シ ア ン （ capasian） ま た は そ れ 以
外 の 神 経 毒 性 物 質 の よ う な 他 の 物 質 が 痛 み や そ の 他 の 洞 内 感 覚 を 緩 和 す る も の と 思 わ れ る
。
【 ０ １ １ ４ 】
　 図 ７ Dは 、 ３ 次 元 マ ッ ピ ン グ ま た は 操 舵 を 目 的 と し て セ ン サ ー が 搭 載 さ れ た 可 撓 性 の カ
テ ー テ ル １ ９ ２ を 備 え て い る セ ン サ ー 装 備 式 の カ テ ー テ ル 装 置 １ ９ ０ を 例 示 し て い る 。 こ
の よ う な 処 置 を 利 用 し て 、 蝶 形 骨 洞 SSの 内 部 の 厳 密 な 形 状 を マ ッ ピ ン グ す る こ と が で き る
。 こ の よ う な セ ン サ ー １ ９ ４ お よ び そ れ に 付 随 す る シ ス テ ム ／ コ ン ピ ュ ー タ の 構 造 の 用 途
の 具 体 例 が 次 の 米 国 特 許 に 見 ら れ る 。 す な わ ち 、 米 国 特 許 第 5,647,361号 、 第 5,820,568号
、 第 5,730,128号 、 第 5,722,401号 、 第 5,578,007号 、 第 5,558,073号 、 第 5,465,717号 、 第 5
,568,809号 、 第 5,694,945号 、 第 5,713,946号 、 第 5,729,129号 、 第 5,752,513号 、 第 5,833,
608号 、 第 5,935,061号 、 第 5,931,818号 、 第 6,171,303号 、 第 5,931,818号 、 第 5,343,865号
、 第 5,425,370号 、 第 5,669,388号 、 第 6,015,414号 、 第 6,148,823号 、 第 6,176,829号 に 開
示 さ れ て お り 、 こ れ ら 特 許 の 内 容 全 体 は 引 例 に 挙 げ る こ と に よ り 本 件 の 一 部 を な す こ と は
明 ら か で あ る 。
【 ０ １ １ ５ 】
　 図 ７ Eは 可 撓 性 カ テ ー テ ル １ ９ ８ を 備 え て い る 移 植 片 搬 送 装 置 １ ９ ６ を 例 示 し て お り 、
こ の カ テ ー テ ル は 蝶 形 骨 洞 口 SSOを 通 し て 挿 入 さ れ て 蝶 形 骨 洞 に 入 り 、 ま た 、 蝶 形 骨 洞 の
内 部 で は コ イ ル ２ ０ ０ を 移 植 す る た め に 使 用 さ れ る 。 こ の よ う な コ イ ル ２ ０ ０ は 細 長 い フ
ァ イ バ ー か 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 本 件 で 規 定 さ れ て い る よ う な 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用
物 質 を 含 有 し て い る 細 長 い 部 材 を 含 ん で い る 。 こ の コ イ ル ２ ０ ０ は 蝶 形 骨 洞 を 塞 栓 す る よ
う な 構 成 に な っ て お り 、 そ の 目 的 は 、 洞 を 恒 久 閉 鎖 す る こ と 、 こ れ 以 上 の 粘 液 生 成 、 分 泌
液 の 滞 留 、 ま た は 、 感 染 を 阻 止 す る こ と 、 お よ び ／ ま た は 、 洞 の 内 層 を 覆 っ て い る 組 織 に
診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 を 搬 送 す る こ と で あ る 。 例 え ば 、 抗 菌 剤 を 持 続 的 に 搬 送 す る
た め の コ イ ル が 蝶 形 骨 洞 に 移 植 さ れ 、 洞 の 急 性 感 染 症 ま た は 慢 性 感 染 症 を 治 療 す る よ う に
し て も よ い 。 或 る 事 例 で は 、 コ イ ル は 生 体 吸 収 性 で あ っ て も よ い 。
【 ０ １ １ ６ 】
　 図 ７ Fは 、 ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て 導 入 す る 内 視 鏡 シ ス テ ム ２ ４ ０ を 利 用 し て 蝶 形 骨 洞 SSの 内
部 を 視 認 し て い る の が 例 示 さ れ て い る 。 可 撓 性 の カ テ ー テ ル ２ ４ ２ は 蝶 形 骨 洞 口 SSO内 ま
た は そ の 付 近 に 設 置 さ れ 、 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ ４ ８ は 蝶 形 骨 洞 口 SSOを 通 し て 前 進 さ せ ら れ て
、 蝶 形 骨 洞 SSに 入 る 。 ワ イ ヤ 上 を 伝 う 内 視 鏡 ２ ４ ６ （ 米 国 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 メ ル ヴ ィ ル に 居
所 を 置 く オ リ ン パ ス ・ ア メ リ カ か ら モ デ ル 番 号 AF-28Cと し て 購 入 可 能 な 2.2 mmの オ ー ヴ ァ
ー ザ ワ イ ヤ ・ ス コ ー プ な ど ） が ガ イ ド ワ イ ヤ ２ ４ ８ 上 を 伝 っ て 前 進 さ せ ら れ 、 蝶 形 骨 洞 SS
の 内 部 を 精 査 す る た め に 使 用 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 図 ７ Gは 、 生 検 シ ス テ ム ２ ５ ０ が 使 用 さ れ て 蝶 形 骨 洞 SS内 の 病 巣 Lか ら 生 検 試 料 を 得 て い
る と こ ろ を 例 示 し て い る 。 可 撓 性 の カ テ ー テ ル ２ ４ ２ が 蝶 形 骨 洞 口 SSOの 中 ま た は そ の 付
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近 に 設 置 さ れ て 、 内 視 鏡 ２ ４ ６ が カ テ ー テ ル ２ ４ ２ を 通 っ て 前 進 さ せ ら れ て 、 蝶 形 骨 洞 SS
の 中 に 入 る 。 生 検 器 具 ２ ５ ２ は 内 視 鏡 ２ ４ ６ の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 さ れ て 、 内 視 鏡
視 認 化 と 内 視 鏡 支 援 の も と で 使 用 さ れ て 、 病 巣 Lの 試 料 を 得 る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 F． 　 閉 塞 接 近 装 置 お よ び ／ ま た は 作 業 装 置 を 用 い た 介 在 処 置 の 大 ま か な 具 体 例
　 図 ８ Aな い し 図 ８ Dは 、 図 ２ Aお よ び 図 ２ Bの 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ 、 １ ２ お よ び ／ ま た は 図 ５
Aな い し 図 ５ Y''''に 例 示 さ れ て い る も の の よ う な 多 様 な 作 業 装 置 が 使 用 さ れ て 鼻 、 鼻 咽 頭
、 ま た は 、 副 鼻 腔 の 内 部 で 診 断 処 置 お よ び ／ ま た は 治 療 処 置 を 実 施 し て い る の を 例 示 し て
い る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 一 般 に 、 本 発 明 に よ る 診 断 の た め の 介 入 措 置 と し て は 、 ａ ） 解 剖 学 的 構 造 の 閉 塞 部 、 寸
法 、 特 質 、 ま た は 、 異 常 部 位 を 視 認 お よ び ／ ま た は 識 別 す る 構 造 上 の 調 査 、 ｂ ） 気 体 、 粘
液 、 ま た は 、 流 体 を 鼻 、 副 鼻 腔 、 鼻 王 、 鼻 咽 頭 、 エ ウ ス タ キ オ 管 、 内 耳 ま た は 中 耳 な ど に
導 入 し 、 そ の よ う な 物 体 を 監 視 し て 漏 出 す な わ ち 気 体 流 の 流 出 を 査 定 す る 力 学 的 調 査 、 ｃ
） 薬 剤 （ 例 え ば 、 ア レ ル ゲ ン 、 刺 激 原 、 粘 液 生 成 を 誘 発 す る 薬 剤 な ど ） を 鼻 、 副 鼻 腔 、 鼻
腔 、 鼻 咽 頭 、 エ ウ ス タ キ オ 管 、 内 耳 ま た は 中 耳 な ど に 導 入 し 、 患 者 の 反 応 お よ び ／ ま た は
内 生 粘 液 ま た は そ れ 以 外 の 分 泌 液 の 流 動 を 査 定 す る 心 配 原 因 の 調 査 な ど が あ る 。 こ の よ う
な 種 類 の 診 断 介 入 を 実 施 す る た め に 利 用 す る こ と の で き る 処 置 の 具 体 例 に は 次 に 挙 げ る よ
う な も の が あ る が 、 そ れ ら に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 １ ． 副 鼻 腔 へ の 接 近
　 副 鼻 腔 の １ 個 以 上 の 洞 に 接 近 す る 手 段 と し て 、 興 味 の 対 象 で あ る 洞 （ 単 数 ま た は 複 数 ）
に カ テ ー テ ル を 進 入 さ せ る 方 法 が あ る 。 ま ず 、 ガ イ ド ワ イ ヤ を 副 鼻 腔 に 挿 入 し て か ら 、 ガ
イ ド ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て カ テ ー テ ル を 前 進 さ せ て 、 洞 に 入 る 。 或 る 事 例 で は 、 図 ６ Ａ な い し
図 ６ Ｅ に 例 示 さ れ て い る 類 の 洞 口 ガ イ ド カ テ ー テ ル は 副 鼻 腔 の 小 口 に 挿 入 さ れ 、 よ り 小 型
の カ テ ー テ ル が ガ イ ド カ テ ー テ ル を 通 し え 前 進 さ せ ら れ る 。 １ 個 以 上 の 視 認 用 危 機 を 使 っ
て 副 鼻 腔 の 小 口 を 視 認 す る と と も に 、 ガ イ ド ワ イ ヤ お よ び ／ ま た は カ テ ー テ ル を 洞 口 の 中
へ 誘 導 す る こ と が で き る 。 或 る 事 例 で は 、 操 舵 自 在 な ガ イ ド ワ イ ヤ 、 カ テ ー テ ル 、 お よ び
／ ま た は 、 視 認 用 機 器 を 使 っ て 、 副 鼻 腔 へ 入 る こ と が で き る 。 或 る 事 例 で は 、 図 ２ Ａ か ら
図 ２ Ｒ に 例 示 さ れ て い る も の の よ う な 閉 塞 接 近 装 置 が 挿 入 さ れ 、 副 鼻 腔 に 接 近 す る た め に
使 用 さ れ た ガ イ ド ワ イ ヤ （ 単 数 ま た は 複 数 ） 、 カ テ ー テ ル （ 単 数 ま た は 複 数 ） 、 お よ び ／
ま た は 、 視 認 用 機 器 （ 単 数 ま た は 複 数 ） が 閉 塞 接 近 装 置 に 設 け ら れ た 装 置 挿 入 ポ ー ト を 通
し て 挿 入 さ れ る 。
【 ０ １ ２ １ 】
　 ２ ． 粘 液 流 の 調 査
　 任 意 で 、 副 鼻 腔 へ の カ テ ー テ ル 接 近 を 達 成 し た 後 で 、 マ イ ク ロ ビ ー ズ ま た は 流 動 性 造 影
媒 体 （ 例 え ば 、 ヨ ウ 素 標 識 造 影 溶 液 に 濃 化 剤 を 添 加 し た り 、 添 加 せ ず に 済 ま し た り し て 、
対 粘 液 の 粘 度 を 調 節 し た も の な ど ） の よ う な 、 粘 稠 度 が 粘 液 の も の に 類 似 し て い る 、 画 像
化 で き る 造 影 物 質 ま た は 放 射 性 物 質 を 副 鼻 腔 に 注 入 す る 。 次 に 、 画 像 化 技 術 ま た は 走 査 技
術 （ 例 え ば 、 Ｘ 線 、 放 射 線 透 視 法 、 CTス キ ャ ン 、 超 音 波 、 MRI、 放 射 線 検 出 装 置 、 ガ ン マ
カ メ ラ な ど ） を 使 っ て 、 副 鼻 腔 を 通 っ て か ら そ の 外 へ 出 る 造 影 媒 体 の 流 れ を 観 察 す る こ と
が で き る 。 或 る 事 例 で は 、 冠 動 脈 カ テ ー テ ル 挿 入 処 置 や 血 管 形 成 処 置 で 採 用 さ れ る の と よ
く 似 た 様 式 で 、 Ｃ 字 型 ア ー ム を 備 え て い る 放 射 線 透 視 装 置 を 使 い 、 異 な る 複 数 の 視 点 ま た
は 角 度 か ら 造 影 媒 体 の 運 動 を 視 認 す る こ と が で き る 。 副 鼻 腔 か ら 造 影 媒 体 が 容 易 に 流 出 す
る こ と が で き る よ う に す る た め に 、 先 に 挿 入 さ れ た カ テ ー テ ル （ 単 数 ま た は 複 数 ） お よ び
／ ま た は ガ イ ド ワ イ ヤ （ 単 数 ま た は 複 数 ） お よ び ／ ま た は 視 認 用 機 器 （ 単 数 ま た は 複 数 ）
を 副 鼻 腔 と そ の 洞 口 か ら 外 へ 逆 戻 り さ せ 、 或 い は 、 完 全 に 取 り 出 し て 、 正 常 な 流 れ が 生 じ
る よ う に し て も よ い 。 患 者 の 頭 部 お よ び ／ ま た は そ れ 以 外 の 肉 体 部 分 の 位 置 を 整 え て 、 異
な る 姿 勢 の 排 出 効 果 を 観 察 す る よ う に し て も よ い 。 こ の 態 様 で 臨 床 医 は 、 解 剖 学 的 構 造 が
副 鼻 腔 か ら 流 出 す る 正 常 な 粘 液 の 流 れ を 閉 塞 し て い る 、 ま た は 、 妨 害 し て い る 位 置 を 探 し
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て 特 定 し 、 識 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ２ 】
　 ３ ． 空 気 流 の 調 査
　 任 意 で 、 上 述 の 項 目 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 副 鼻 腔 へ の 接 近 を 果 た し た 後 、 例 え ば 、
放 射 性 標 識 ガ ス 、 放 射 線 不 透 過 性 ガ ス 、 ま た は 、 画 像 化 マ イ ク ロ ビ ー ズ ま た は 放 射 性 マ イ
ク ロ ビ ー ズ を 含 有 す る 気 体 な ど の よ う な 画 像 化 ガ ス す な わ ち 追 跡 標 識 ガ ス を カ テ ー テ ル を
通 し て 注 入 し 、 副 鼻 腔 の 中 に 入 れ る 。 次 に 、 画 像 化 装 置 ま た は 追 跡 装 置 （ 後 江 波 、 放 射 線
検 出 装 置 、 ガ ン マ カ メ ラ 、 Ｘ 線 、 放 射 線 透 視 装 置 、 CTス キ ャ ン 、 超 音 波 、 MRIな ど ） を 使
っ て 、 そ の 後 、 気 体 が 副 鼻 腔 か ら 外 に 出 て 、 か つ ／ ま た は 、 副 鼻 腔 の 他 の 洞 と の 平 衡 を 保
つ よ う に な っ た 時 の 気 体 の 運 動 ま た は 散 逸 を 観 察 す る 。 こ の 態 様 で 、 副 鼻 腔 の 洞 で 正 常 な
気 体 交 換 が 行 わ れ て い る か 否 か を 臨 床 医 は 判 断 で き る う え に 、 正 常 な 気 体 流 お よ び ／ ま た
は 正 常 な 気 体 交 換 を 遮 断 し て い る 、 ま た は 、 妨 害 し て い る 解 剖 学 的 構 造 ま た は 不 整 の 部 位
を 探 し て 同 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 ４ ． 解 剖 学 上 の 寸 法 の 調 査
　 副 鼻 腔 、 そ れ 以 外 の 解 剖 学 的 通 路 、 ま た は 、 解 剖 学 的 構 造 の 全 体 を 画 像 化 物 質 で 充 満 さ
せ 、 或 い は 、 そ れ 以 外 の 方 法 で 測 定 す る こ と に よ り 、 実 際 の 寸 法 お よ び ／ ま た は 形 状 を 判
定 す る 。 そ の よ う な 調 査 の 或 る 事 例 で は 、 上 の 項 目 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 副 鼻 腔 へ の
接 近 を 果 た し て 、 副 鼻 腔 の 洞 を 画 像 化 物 質 （ 例 え ば 、 造 影 媒 体 な ど ） で 充 満 さ せ る こ と が
で き る 。 次 に 、 好 適 な 画 像 化 技 術 （ 例 え ば 、 Ｘ 線 、 放 射 線 透 視 装 置 、 CTス キ ャ ン 、 超 音 波
、 MRI、 放 射 線 検 出 装 置 、 ガ ン マ カ メ ラ な ど ） を 利 用 し て 、 洞 の 寸 法 と 形 状 を 判 定 す る 。
こ こ で も ま た 、 そ の よ う な 処 置 で は 、 Ｃ 字 型 ア ー ム を 使 っ て 、 そ れ ぞ れ 異 な る 複 数 の 視 点
ま た は 角 度 か ら 、 造 影 剤 を 充 満 さ せ た 副 鼻 腔 の 洞 を 視 認 し て 測 定 す る こ と が で き る 。 そ の
よ う な 処 置 の 一 例 は 図 ７ Ｂ に 例 示 さ れ て い る と と も に 、 前 段 で 説 明 さ れ て い る 。
【 ０ １ ２ ４ 】
　 ５ ． 内 視 鏡 調 査
　 上 述 の よ う に 、 可 撓 性 の 内 視 鏡 お よ び ／ ま た は 操 舵 自 在 な 内 視 鏡 を 鼻 、 副 鼻 腔 、 鼻 腔 、
鼻 咽 頭 、 エ ウ ス タ キ オ 管 、 内 耳 ま た は 中 耳 な ど に 挿 入 し 、 そ の よ う な 内 視 鏡 を 使 っ て 、 解
剖 学 的 構 造 を 目 で 精 査 し 、 か つ ／ ま た は 、 治 療 を 観 察 し 、 か つ ／ ま た は 、 先 に 施 し た 治 療
の 効 能 ま た は 完 全 さ を 査 定 す る こ と が で き る 。 副 鼻 腔 の 内 部 を 視 認 す る の が 望 ま し い 事 例
で は 、 上 段 の 項 目 １ に 記 載 さ れ て い る よ う に 副 鼻 腔 に 接 近 し て 、 直 接 ま た は ガ イ ド ワ イ ヤ
上 を 伝 わ せ て 内 視 鏡 を 副 鼻 腔 の 内 部 に 進 入 さ せ る 。
【 ０ １ ２ ５ 】
　 ６ ． 透 視 研 究
　 可 撓 性 の 発 光 器 具 （ 例 え ば 、 遠 位 端 に 強 力 発 光 装 置 を 搭 載 し た カ テ ー テ ル な ど ） を 鼻 、
副 鼻 腔 、 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 、 エ ウ ス タ キ オ 管 、 内 耳 ま た は 中 耳 な ど に 進 入 さ せ 、 そ の よ う な 発
光 器 具 を 使 っ て 解 剖 学 的 構 造 を 照 射 す る 。 体 外 か ら 、 か つ ／ ま た は 、 そ れ 以 外 の 、 鼻 、 副
鼻 腔 、 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 、 エ ウ ス タ キ オ 管 、 内 耳 ま た は 中 耳 、 眼 窩 、 頭 蓋 冠 な ど の 内 部 の 位 置
か ら 直 接 観 察 ま た は 内 視 鏡 観 察 を 行 い 、 解 剖 学 的 構 造 を 観 察 し 、 か つ ／ ま た は 、 光 が 入 る
迷 入 口 ま た は 異 常 漏 出 口 を 検 出 す る こ と が で き る 。 発 光 装 置 お よ び ／ ま た は 視 認 用 機 器 （
例 え ば 、 内 視 鏡 ） が 副 鼻 腔 の 洞 （ 単 数 ま た は 複 数 ） の 内 部 に 設 置 さ れ る 場 合 は 、 前 段 の 項
目 １ に 記 載 さ れ て い る よ う な 副 鼻 腔 の 洞 （ 単 数 ま た は 複 数 ） へ 接 近 し て 、 発 光 装 置 お よ び
／ ま た は 視 認 用 器 具 を 直 接 ま た は ガ イ ド ワ イ ヤ 上 を 伝 わ せ て 副 鼻 腔 の 洞 （ 単 数 ま た は 複 数
） の 中 に 進 入 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 ７ ． そ れ 以 外 の 画 像 化 調 査
　 上 記 以 外 の 、 MRIや CTな ど の 画 像 化 技 術 を 前 段 の 項 目 １ か ら 項 目 ６ に 明 示 さ れ て い る 様
相 の い ず れ か と 組 合 わ せ た も の を 実 施 し て 、 そ の よ う な 技 術 を 修 正 す る こ と で 、 副 鼻 腔 解
剖 学 ま た は そ れ 以 外 の 病 理 学 ご と に 調 整 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
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　 選 り 抜 か れ た 診 断 調 査 の う ち い ず れ か 、 ま た は 、 全 部 を 完 了 し て か ら 、 本 件 に 記 載 さ れ
て い る と と も に 図 ５ Ａ か ら 図 ５ '''''に 例 示 さ れ て い る 可 撓 性 装 置 の よ う な １ 個 以 上 の 作
業 装 置 を 挿 入 し 、 そ れ を 使 っ て 治 療 処 置 （ １ 種 類 ま た は 多 種 類 ） を 実 施 す る 。
【 ０ １ ２ ８ 】
　 図 ８ Ａ の 具 体 例 に 示 さ れ て い る よ う に 、 前 後 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ を 右 鼻 腔 Ｎ Ｃ を 通 し て 挿
入 す る 。 装 置 の 前 閉 塞 部 材 １ ４ を 設 置 し て 、 右 側 の 鼻 孔 を 閉 鎖 す る と 同 時 に 、 後 閉 塞 部 材
（ 図 ８ Ａ か ら 図 ８ Ｅ に は 図 示 さ れ て い な い ） で 後 鼻 孔 ま た は 鼻 咽 頭 を 閉 鎖 す る 。 前 閉 塞 接
近 装 置 １ ２ を 左 鼻 孔 に 挿 入 し 、 同 装 置 の 閉 塞 部 材 ４ ０ で 左 鼻 孔 を 閉 鎖 す る 。 こ の よ う な 態
様 で 、 後 鼻 孔 ま た は 鼻 咽 頭 に 設 置 さ れ た 後 閉 塞 部 材 と 左 右 両 鼻 孔 ま た は 前 鼻 腔 に 設 置 さ れ
た 前 閉 塞 部 材 １ ４ 、 ４ ０ と の 間 に 封 鎖 さ れ た 術 場 を 確 立 す る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
　 図 ８ Ｂ か ら 図 ８ Ｃ は 、 体 内 に 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ 、 １ ４ が 既 に 挿 入 さ れ て い る 患 者 の 右 前
頭 洞 FSで 診 断 処 置 お よ び ／ ま た は 治 療 処 置 を 実 施 す る 方 法 の 一 例 を 示 し て い る 。 図 ８ Ｂ で
は 、 前 頭 洞 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ２ ８ を 作 業 装 置 挿 入 ポ ー ト ３ ０ に 挿 入 し て 、 管 材 １ ６ を 通
し て 進 入 さ せ 、 出 口 開 口 ２ ２ か ら 外 へ 出 す 。 次 に 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ２ ８ を 前 進 さ せ て
、 カ テ ー テ ル の 遠 位 端 が 右 前 頭 洞 口 に 達 し た 位 置 ま で 進 入 さ せ る 。
【 ０ １ ３ ０ 】
　 図 ８ Ｃ で は 、 作 業 装 置 ２ ０ ２ を ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ２ ８ を 通 し て 挿 入 し 、 前 頭 洞 FSに 入
れ る 。 こ の 作 業 装 置 ２ ０ ２ は 、 図 ５ Ａ な い し 図 ５ Ｙ '''''ま た は 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｇ に 例
示 さ れ て い る 装 置 の い ず れ か を 備 え て い る 。 或 る 処 置 で は 、 初 期 的 に 前 頭 洞 FSに 造 影 剤 を
導 入 し て か ら ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ２ ８ を 引 き 戻 し 、 前 頭 洞 か ら 造 影 剤 を 排 出 さ せ る こ と が
で き る よ う に す る の が 望 ま し い 場 合 が あ る 。 流 れ 出 る 造 影 剤 の 画 像 化 を 利 用 し て 、 排 液 障
害 を 診 断 し 、 排 液 障 害 の 原 因 と な っ て い る 特 殊 な 解 剖 学 的 構 造 を 識 別 す る こ と が で き る 。
そ の 後 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル を 前 頭 洞 口 に 挿 入 し 直 し て か ら 、 作 業 装 置 （ 単 数 ま た は 複 数 ）
２ ０ ２ を 使 っ て 、 既 に 識 別 済 み の 構 造 と 排 液 障 害 を 修 復 す る こ と が で き る 。 そ の 後 、 造 影
剤 注 入 工 程 と 画 像 化 工 程 を 反 復 し て 、 実 施 さ れ た 処 置 が 初 期 診 断 さ れ た 排 液 欠 陥 を 克 服 し
た か 否 か 、 す な わ ち 、 矯 正 す る こ と が で き た か 否 か を 査 定 す る こ と が で き る 。 吸 引 ラ イ ン
２ ０ ４ に よ り 、 吸 引 装 置 ２ ０ ６ を ポ ー ト ３ ６ に 接 続 し 、 処 置 中 に 血 液 、 そ れ 以 外 の 流 体 、
ま た は 、 堆 積 物 を 術 場 か ら 吸 引 す る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 図 ８ Ｄ お よ び 図 ８ Ｅ は 、 閉 塞 接 近 装 置 １ ０ 、 １ ４ が 既 に 挿 入 さ れ た 同 じ 患 者 の 左 上 顎 洞
MSに 施 さ れ た 治 療 の 一 例 を 示 し て い る 。 図 ８ Ｄ で は 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ３ ６ を 装 置 挿 入
開 口 ４ ４ に 挿 入 し 、 管 材 ４ １ を 通 し て 前 進 さ せ て 、 ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ３ ６ の 遠 位 端 が 上
顎 洞 MSの 小 口 に 達 し て い る 位 置 ま で 進 入 さ せ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 そ の 後 、 図 ８ Ｅ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 作 業 装 置 ２ ０ ２ を ガ イ ド カ テ ー テ ル １ ３ ６ を
通 し て 挿 入 し 、 上 顎 洞 MSに 入 れ る 。 こ の 作 業 装 置 ２ ０ ２ は 、 図 ５ Ａ か ら 図 ５ Ｙ '''''ま た
は 図 ７ Ａ か ら 図 ７ Ｇ に 例 示 さ れ て い る 装 置 の ず れ か を 備 え て い て も よ い 。 或 る 処 置 で は 、
図 ８ Ｂ お よ び 図 ８ Ｃ を 参 照 し な が ら 前 段 に 記 載 さ れ た の と 同 じ 処 置 に よ り 、 初 期 的 に 上 顎
洞 MSに 造 影 剤 を 導 入 す る の が 望 ま し い 場 合 が あ る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 所 望 の 処 置 を 全 部 完 了 し た 後 で 、 前 閉 塞 部 材 １ ４ 、 ４ ０ と 後 閉 塞 部 材 （ 図 ８ Ａ か ら 図 ８
Ｅ に は 例 示 さ れ て い な い ） を 折 畳 み （ 例 え ば 、 収 縮 さ せ ） 、 閉 塞 接 近 装 置 の み な ら ず ガ イ
ド カ テ ー テ ル や 作 業 装 置 を 一 緒 に 取 り 出 す （ ス テ ン ト 、 塞 栓 コ イ ル 、 物 質 搬 送 移 植 片 な ど
を 除 く ） 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 Ｇ ． 　 蝸 牛 移 植 処 置
　 図 ９ Ａ か ら 図 ９ Ｃ は 、 本 発 明 に よ る 移 植 蝸 牛 刺 激 装 置 の 取 付 け 処 置 を 例 示 し て い る 。 こ
の 処 置 で は 、 エ ウ ス タ キ オ 管 ETに 導 通 す る 鼻 咽 喉 口 の 位 置 を 探 査 し 、 初 期 的 に ガ イ ド ワ イ
ヤ を エ ウ ス タ キ オ 管 ETに 進 入 さ せ る 。 ガ イ ド ワ イ ヤ 上 を 伝 わ せ て カ テ ー テ ル ９ ０ ０ を 前 進
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さ せ て 、 カ テ ー テ ル ９ ０ ０ の 遠 位 端 が 中 耳 の 鼓 室 TCま た は そ の 付 近 に 達 し て い る 位 置 ま で
進 入 さ せ る 。 そ の 後 、 必 要 と 思 わ れ る の で あ れ ば 、 カ テ ー テ ル ９ ０ ０ を 通 し て 鉗 子 装 置 お
よ び ／ ま た は そ れ 以 外 の 装 置 を 前 進 さ せ て 、 そ れ ら 装 置 を 使 っ て 、 図 ９ Ａ に 例 示 さ れ て い
る よ う に 、 耳 の 小 型 の 骨 （ す な わ ち 、 槌 骨 、 砧 骨 、 鐙 骨 ） を 取 り 除 く 。 中 耳 の 骨 を こ の よ
う に 任 意 で 除 去 す る 処 置 は 、 図 ５ Ｔ に 例 示 さ れ て い る と と も に 前 段 に 記 載 さ れ て い る 内 視
鏡 を 装 備 し た 鉗 子 装 置 ７ ９ ０ の よ う な 内 視 鏡 装 備 装 置 を 使 っ た 内 視 鏡 視 認 下 で 遂 行 さ れ る
。 図 ９ Ｂ に 例 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｊ 字 型 の 遠 位 先 端 部 ９ ０ ５ を 設 け た 蝸 牛 ガ イ ド カ テ ー
テ ル ９ ０ ４ を カ テ ー テ ル ９ ０ ０ を 通 し て 前 進 さ せ て 、 蝸 牛 ガ イ ド カ テ ー テ ル ９ ０ ４ の 先 端
部 ９ ０ ５ の 蝸 牛 Ｃ 内 で の 目 標 地 点 、 す な わ ち 、 蝸 牛 Ｃ 内 の 挿 入 位 置 ま で 進 入 さ せ る 。 或 る
応 用 例 で は 、 蝸 牛 ガ イ ド カ テ ー テ ル ９ ０ ４ は 、 蝸 牛 の 丸 窓 の 中 に 丸 窓 を 覆 っ て い る 二 次 鼓
膜 を 通 し て 進 入 す る こ と が で き る よ う な 構 成 に な っ て い て も よ い 。 必 要 な ら ば 、 ニ ー ド ル
、 ド リ ル 、 ま た は 、 カ ッ タ ー の よ う な 刺 し 通 し 装 置 が 蝸 牛 ガ イ ド カ テ ー テ ル ９ ０ ４ の 遠 位
端 を 通 し て 前 進 さ せ ら れ 、 整 列 さ せ ら れ 、 ま た は 、 位 置 決 め さ れ て か ら 、 刺 し 通 し に よ り
二 次 鼓 膜 を 貫 く こ と が で き る 。 ま た 別 な 応 用 例 で は 、 蝸 牛 ガ イ ド カ テ ー テ ル を 蝸 牛 に 隣 接
さ せ て 置 く よ う に し て も よ い し 、 蝸 牛 瘻 造 設 装 置 （ 例 え ば 、 ド リ ル 、 ニ ー ド ル 、 カ ッ タ ー
な ど の 刺 し 通 し 装 置 ） が 蝸 牛 ガ イ ド カ テ ー テ ル ９ ０ ４ の 遠 位 端 を 通 し て 前 進 さ せ ら れ 、 整
列 さ せ ら れ 、 ま た は 、 位 置 決 め さ れ て か ら 、 そ の 装 置 を 使 う こ と で 、 蝸 牛 Ｃ の 内 部 に 進 入
さ せ る の に ガ イ ド カ テ ー テ ル ９ ０ ４ の 遠 位 端 を 通 す 蝸 牛 瘻 を 形 成 す る こ と が で き る 。 そ の
後 、 蝸 牛 ガ イ ド カ テ ー テ ル ９ ０ ４ を 通 し て 蝸 牛 電 極 配 列 ９ ０ ６ を 前 進 さ せ 、 図 ９ Ｂ で 分 か
る よ う に 、 蝸 牛 に 進 入 さ せ る 。 購 入 可 能 な 蝸 牛 電 極 配 列 の 一 例 は 、 コ ウ ク リ ア ・ コ ー ポ レ
ー シ ョ ン （ Cochlear Corporation） が 製 造 し て い る ニ ュ ー ク レ ウ ス 24カ ウ ン ト ゥ ア ー （ Nu
cleus 24 Countour） 装 置 で あ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 そ の 後 、 カ テ ー テ ル ９ ０ ０ を 通 し て 集 音 装 置 ま た は ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ９ ０ ８ を 前 進 さ
せ 、 鼓 室 TCに 設 置 す る 。 集 音 装 置 ま た は ト ラ ン ス デ ュ ー サ ー ９ ０ ８ は 次 の ど の タ イ プ の も
の で あ っ て も よ い 。 す な わ ち 、 ａ ） エ ウ ス タ キ オ 管 ETを 通 し て 鼓 室 TCに 入 れ る の に 十 分 な
小 型 で あ り 、 ｂ ） 音 波 を 電 気 衝 撃 に 変 換 し て そ の よ う な 電 気 衝 撃 を 蝸 牛 電 極 配 列 ９ ０ ６ に
伝 搬 す る と い う 所 望 の 機 能 を 果 た す 目 的 で 利 用 す る こ と が で き る 。 マ イ ク ロ フ ォ ン ／ 動 力
源 ／ 電 子 装 置 ９ １ ０ を 図 ９ Ｃ に 例 示 さ れ て い る よ う に 外 耳 に 設 置 し て も よ い し 、 或 い は 、
皮 下 移 植 ま た は そ れ 以 外 の 容 認 で き る 方 法 で 移 植 し て も よ い 。 こ の よ う な 処 置 の た め に 使
う こ と が で き る 装 置 ９ ０ ６ 、 ９ ０ ８ 、 ９ １ ０ の 或 る 無 制 限 な 例 が 、 指 定 国 を 合 衆 国 と し た
PCT国 際 特 許 公 開 番 号 WO 2004/018980 A2に 明 示 さ れ て お り 、 そ の 内 容 全 体 は 引 例 に 挙 げ る
こ と に よ り 本 件 の 一 部 を な す の は 明 ら か で あ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 こ れ ま で 、 本 発 明 の 具 体 例 す な わ ち 実 施 形 態 に 言 及 し な が ら 発 明 を 説 明 し て き た が 、 本
発 明 の 意 図 し た 真 髄 お よ び 範 囲 か ら 逸 脱 せ ず に そ の よ う な 具 体 例 や 実 施 形 態 に 様 々 な 付 加
、 削 除 、 変 更 、 お よ び 、 修 正 を 施 す こ と が で き る の が 分 か る 。 例 え ば 、 一 実 施 形 態 ま た は
一 実 施 例 の 要 素 ま た は 属 性 を 別 な 実 施 形 態 ま た は 実 施 例 に 組 み 入 れ た り 併 用 す る こ と も 、
そ う す る こ と で 、 そ の 実 施 形 態 ま た は 実 施 例 を 意 図 し た 用 途 に う ま く 適 合 さ せ る こ と が で
き る 限 り に お い て は 、 容 認 で き る 。 理 に 適 っ た 付 加 、 削 除 、 修 正 、 お よ び 、 変 更 は 、 上 述
の 実 施 例 や 実 施 形 態 の 均 等 物 で あ る と 解 釈 さ れ る べ き で あ り 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 の 各
請 求 項 の 範 囲 に 入 れ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ３ ７ 】
【 図 １ Ａ 】 先 行 技 術 に 関 連 し て 副 鼻 腔 の 位 置 を 示 す 、 人 体 頭 部 の 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ Ｂ 】 先 行 技 術 に 関 連 し て 副 鼻 腔 の 位 置 を 示 す 、 人 体 頭 部 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ａ 】 右 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 右 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 そ こ に 本 発 明 の
前 後 そ れ ぞ れ の 閉 塞 接 近 装 置 が 挿 入 さ れ て い る の を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面
図 で あ る 。
【 図 ２ Ｂ 】 左 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 左 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 そ こ に 本 発 明 の
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前 閉 塞 接 近 装 置 が 挿 入 さ れ て い る の を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｃ 】 図 ２ Aの 線 C－ Cに 沿 っ て 破 断 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｄ 】 図 ２ Bの 線 D－ Dに 沿 っ て 破 断 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｅ 】 口 腔 を 通 し て 挿 入 可 能 な 本 発 明 の 後 閉 塞 吸 引 接 近 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｆ 】 図 ２ Eの 線 ２ F－ ２ Fに 沿 っ て 破 断 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｇ 】 右 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 右 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 本 発 明 の 前 閉 塞
接 近 装 置 が 右 鼻 腔 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 図 ２ Eの 後 閉 塞 吸 引 接 近 装 置 が 口 腔 を 通 し て 挿 入 さ
れ て い る の と を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｈ 】 左 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 左 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 本 発 明 の 前 閉 塞
接 近 装 置 が 左 鼻 腔 に 挿 入 さ れ 、 か つ 、 図 ２ Gに 描 か れ た の と 同 じ 後 閉 塞 吸 引 接 近 装 置 が 口
腔 を 通 し て 挿 入 さ れ て い る の と を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｉ 】 経 鼻 挿 入 可 能 な 本 発 明 の 後 閉 塞 吸 引 装 置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｊ 】 図 ２ Iの 線 ２ J－ ２ Jに 沿 っ て 破 断 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｋ 】 右 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 右 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 図 ２ Iに 描 か れ
た 後 閉 塞 吸 引 装 置 が 右 鼻 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ て い る の と を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部
分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｌ 】 左 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 左 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 図 ２ Kの 装 置 の
後 閉 塞 部 材 が 鼻 中 隔 の 後 ろ で 声 門 の 上 の 位 置 に お い て 鼻 咽 頭 に 載 置 さ れ て 閉 塞 し て い る の
と を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｍ 】 右 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 右 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 延 長 し た 後 閉 塞
吸 引 装 置 が 右 鼻 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ て い る の と を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面 図
で あ る 。
【 図 ２ Ｎ 】 左 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 左 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 図 ２ Mの 装 置 の
後 閉 塞 部 材 と 遠 位 管 状 延 長 部 材 が 鼻 中 隔 の 後 ろ で 声 門 の 上 の 位 置 で 鼻 咽 頭 に 載 置 さ れ て い
る の を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｏ 】 右 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 右 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 後 閉 塞 滑 動 自 在
吸 引 装 置 が 右 鼻 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ て い る の と を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面 図
で あ る 。
【 図 ２ Ｐ 】 左 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 左 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 図 ２ Oの 装 置 の
後 閉 塞 部 材 お よ び 滑 動 自 在 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 部 が 鼻 中 隔 の 後 ろ で 声 門 の 上 の 位 置 で 鼻 咽 頭
に 載 置 さ れ て い る の と を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ Ｑ 】 右 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 右 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 と 、 ま た 別 な 閉 塞 先
細 吸 引 装 置 が 右 鼻 腔 を 通 し て 挿 入 さ れ て い る の と を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面
図 で あ る 。
【 図 ２ Ｒ 】 左 鼻 腔 、 鼻 咽 頭 の 左 側 、 お よ び 、 こ れ ら に 付 随 す る 副 鼻 腔 を 例 示 し て い る と と
も に 、 図 ２ Qの 装 置 の 後 閉 塞 部 材 お よ び 先 細 吸 引 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 部 が 鼻 中 隔 の 後 ろ で 声
門 の 上 の 位 置 で 鼻 咽 頭 に 載 置 さ れ て い る の を 例 示 し た 、 人 間 患 者 の 頭 部 の 部 分 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ３ Ａ 】 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の 一 実 施 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ て い る の
を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｂ 】 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の 別 な 実 施 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ て い る
の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｃ 】 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の ま た 別 な 実 施 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ て
い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ C'は 、 図 ３ Cの 線 ３ C'－ ３ C'に 沿 っ て 破 断 さ れ
た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｄ 】 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の 更 に 別 な 実 施 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ て
い る の を 例 示 し た 、 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｅ 】 図 3E'は 、 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の ま た 別 な 実 施 形 態 で あ っ て 、 閉 塞 吸 引 装 置
が 解 剖 学 的 通 路 に 設 置 さ れ る プ ロ セ ス の 多 様 な 工 程 の １ つ を 例 示 し た 図 で あ る 。 図 ３ E''
は 、 閉 塞 吸 引 装 置 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ る プ ロ セ ス の 多 様 な 工 程 の １ つ を 例 示
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し た 図 で あ る 。 図 ３ E'''は 、 閉 塞 吸 引 装 置 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ る プ ロ セ ス の
多 様 な 工 程 の １ つ を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｆ 】 図 3Fは 、 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の ま た 別 な 実 施 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設
置 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ F'～ 図 3F'''は 、 図 ３ Fに 例 示 さ れ て い
る 閉 塞 吸 引 装 置 の 吸 引 カ ニ ュ ー レ の 遠 位 部 の 代 替 の 構 造 を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｇ 】 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の ま た 別 な 実 施 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ て
い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｈ 】 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の 更 に 別 な 実 施 系 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ
て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｉ 】 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の ま た 別 な 実 施 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ て
い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｊ 】 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の 更 に 別 な 実 施 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ て
い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｋ 】 本 発 明 の 閉 塞 吸 引 装 置 の ま た 別 な 実 施 形 態 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に 設 置 さ れ て
い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｌ 】 図 3L'、 図 3L''は 、 本 発 明 の ま た 別 な 閉 塞 吸 引 装 置 を 例 示 し た 部 分 長 軸 線 方 向
断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ Ｍ 】 図 3M'、 図 ３ M'’ は 、 本 発 明 の ま た 別 な 閉 塞 吸 引 装 置 が 解 剖 学 的 通 路 の 内 部 に
設 置 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 鼻 咽 頭 閉 塞 気 管 内 管 状 装 置 が 右 鼻 腔 を 通 っ て 気 管 に 挿 入 さ れ て い る 人 間
患 者 の 口 腔 咽 頭 と 前 頚 部 の 長 軸 線 方 向 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ａ 】 側 部 切 除 ま た は 融 除 用 装 置 が 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分
斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｂ 】 左 右 方 向 に 配 備 可 能 な ニ ー ド ル 、 電 極 、 ま た は 、 そ れ 以 外 の 治 療 搬 送 突 起 部 材
が 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｃ 】 ド リ ル （ 例 え ば 、 組 織 ド リ ル 、 骨 ド リ ル 、 ま た は 、 穿 孔 装 置 ） が 本 発 明 に 従 っ
て 使 用 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｄ 】 左 右 方 向 に 配 備 す る こ と が で き る 、 標 的 部 位 へ の 物 質 搬 送 用 ま た は 装 置 搬 送 用
の ニ ー ド ル ま た は 管 と 、 任 意 の 積 載 型 画 像 化 装 置 ま た は 支 援 装 置 と を 設 け た カ テ ー テ ル が
本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｅ 】 バ ル ー ン カ テ ー テ ル が 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図
で あ る 。
【 図 ５ Ｆ 】 刃 ま た は 電 極 が 搭 載 さ れ た バ ル ー ン カ テ ー テ ル が 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ て い
る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｇ 】 図 5G'は 、 ス テ ン ト が 載 置 さ れ た バ ル ー ン カ テ ー テ ル が 本 発 明 に 従 っ て 鼻 、 鼻
咽 頭 、 ま た は 、 副 鼻 腔 の 内 部 の 閉 塞 領 域 に 挿 入 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る
。 図 ５ G''は 、 図 ３ G'の バ ル ー ン カ テ ー テ ル お よ び ス テ ン ト の 、 バ ル ー ン が 膨 張 し て ス テ
ン ト が 拡 張 し 、 鼻 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 副 鼻 腔 の 内 部 の 閉 塞 領 域 を 開 く 、 す な わ ち 、 拡 張 す
る よ う に し て い る の を 例 示 し た 図 で あ る 。 図 ５ G'''は 、 図 ３ G'の バ ル ー ン カ テ ー テ ル お よ
び ス テ ン ト の 、 ス テ ン ト が 移 植 さ れ 、 バ ル ー ン が 収 縮 さ れ 、 カ テ ー テ ル が 引 き 出 さ れ て 取
り 出 さ れ て い る の を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｈ 】 組 織 収 縮 電 極 装 置 が 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ５ Ｉ 】 低 温 状 態 治 療 装 置 ま た は プ ラ ズ マ 状 態 治 療 装 置 が 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ て い
る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｊ 】 膨 張 可 能 な 組 織 拡 張 装 置 が 本 発 明 に 従 っ て 鼻 、 鼻 咽 頭 、 ま た は 、 副 鼻 腔 の 通 路
の 内 部 に 設 置 さ れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｋ 】 図 5Kは 、 本 発 明 の 前 方 切 除 吸 引 カ テ ー テ ル の 一 実 施 形 態 を 例 示 し た 部 分 断 面 図
で あ る 。 図 ５ K'は 、 図 ５ Kの 装 置 が 使 用 さ れ て 、 鼻 ま た は 副 鼻 腔 の 内 部 の 解 剖 学 的 通 路 か
ら 鼻 ポ リ ー プ ま た は そ れ 以 外 の 障 害 と な る 塊 を 除 去 し て い る の を 例 示 し た 図 で あ る 。
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【 図 ５ Ｌ 】 本 発 明 の 前 方 切 除 吸 引 カ テ ー テ ル 内 視 鏡 装 置 を 例 示 し た 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｍ 】 本 発 明 の 側 部 切 除 吸 引 カ テ ー テ ル 装 置 を 例 示 し た 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｎ 】 本 発 明 の 側 部 切 除 吸 引 カ テ ー テ ル 装 置 に 任 意 の ガ イ ド ワ イ ヤ 管 腔 お よ び 任 意 の
内 視 鏡 構 成 要 素 （ 単 数 ま た は 複 数 ） が 設 け ら れ て い る の を 例 示 し た 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｏ 】 本 発 明 の ガ イ ド カ テ ー テ ル 内 視 鏡 の 遠 位 端 を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｐ 】 本 発 明 の バ ル ー ン カ テ ー テ ル 圧 力 膨 張 式 鼻 腔 内 ス テ ン ト 内 視 鏡 装 置 を 例 示 し た
部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｑ 】 図 5Qは 、 本 発 明 の 搬 送 カ テ ー テ ル 自 己 膨 張 式 鼻 腔 内 ス テ ン ト 内 視 鏡 装 置 を 例 示
し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ Q'は 、 図 ５ Qの 線 ５ Q'－ ５ Q'に 沿 っ て 破 断 さ れ た 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ５ Ｒ 】 図 5R'は 、 図 ５ Pの バ ル ー ン お よ び ス テ ン ト の 任 意 の 修 正 さ れ た 形 状 の 一 例 を 示
し た 図 で あ る 。 図 ５ R''は 、 図 ５ Pの バ ル ー ン お よ び ス テ ン ト の 任 意 の 修 正 さ れ た 形 状 の 別
な 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｓ 】 本 発 明 の 、 任 意 の 内 視 鏡 構 成 要 素 （ 単 数 ま た は 複 数 ） を 設 け た 係 蹄 カ テ ー テ ル
を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｔ 】 本 発 明 の 鉗 子 装 置 に 任 意 の 内 視 鏡 構 成 要 素 （ 単 数 ま た は 複 数 ） が 設 け ら れ て い
る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｕ 】 図 5Uは 、 本 発 明 の シ ス テ ム に ガ イ ド カ テ ー テ ル 、 内 視 鏡 、 お よ び 、 ガ イ ド ワ イ
ヤ が 設 け ら れ て い る の を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。 図 ５ U'は 、 図 ５ Tの 線 ５ T'－ ５ T'に
沿 っ て 破 断 さ れ た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｖ 】 本 発 明 の マ イ ク ロ 創 面 切 除 カ テ ー テ ル を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｗ 】 図 5Wは 、 本 発 明 の 骨 改 造 装 置 の 部 分 斜 視 図 で あ る 。 図 5W'、 図 5W''は 、 図 ５ Wの
骨 改 造 装 置 を 利 用 す る 方 法 の 一 工 程 を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ Ｘ 】 図 5X'～ ５ X''''は 、 本 発 明 の 骨 改 造 装 置 の 代 替 の 設 計 を 例 示 し た 部 分 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ５ Ｙ 】 図 5Y'～ 図 ５ Y'''''は 、 本 発 明 の 骨 改 造 装 置 の 代 替 の 設 計 を 例 示 し た 部 分 斜 視
図 で あ る 。
【 図 ６ Ａ 】 本 発 明 の 蝶 形 骨 洞 ガ イ ド カ テ ー テ ル の 一 実 施 形 態 を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の 前 頭 洞 ガ イ ド カ テ ー テ ル を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｃ 】 本 発 明 の 上 顎 洞 ガ イ ド カ テ ー テ ル の 一 実 施 形 態 を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｄ 】 本 発 明 の 篩 骨 洞 ガ イ ド カ テ ー テ ル の 一 実 施 形 態 を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ Ｅ 】 暫 定 的 に 開 口 部 を 鼻 涙 管 ま た は エ ウ ス タ キ オ 管 に 接 続 す る た め に 使 用 す る こ と
が で き る 、 本 発 明 の プ ラ グ ガ イ ド カ テ ー テ ル の 一 実 施 形 態 を 例 示 し た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ Ａ 】 カ テ ー テ ル が 本 発 明 に 従 っ て 膨 張 自 在 な 電 極 ケ ー ジ を 副 鼻 腔 に 導 入 し て い る の
を 例 示 し た 、 副 鼻 腔 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｂ 】 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 が 充 満 さ れ た 副 鼻 腔 で 、 プ ラ グ が 先 端 に 付 い た カ
テ ー テ ル が 本 発 明 に 従 っ て 使 用 さ れ 、 副 鼻 腔 の 小 口 を 栓 止 し て 副 鼻 腔 の 内 部 に 物 質 を 保 持
す る よ う に し て い る の を 例 示 し た 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｃ 】 カ テ ー テ ル が 本 発 明 に 従 っ て 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 を 導 入 し て 副 鼻 腔 沿
い に 位 置 す る 組 織 と 接 触 さ せ て い る の を 例 示 し た 、 副 鼻 腔 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｄ 】 カ テ ー テ ル が 本 発 明 に 従 っ て ３ 次 元 マ ッ ピ ン グ ま た は 航 行 の た め の エ ミ ッ タ お
よ び ／ ま た は セ ン サ ー を 有 し て い る の を 例 示 し た 、 副 鼻 腔 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｅ 】 カ テ ー テ ル が 本 発 明 に 従 っ て コ イ ル 装 置 を 副 鼻 腔 に 搬 入 し 、 副 鼻 腔 を 閉 塞 し 、
か つ ／ ま た は 、 診 断 用 物 質 ま た は 治 療 用 物 質 を 副 鼻 腔 に 搬 入 し て い る の を 例 示 し た 、 副 鼻
腔 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ Ｆ 】 ガ イ ド カ テ ー テ ル 、 ガ イ ド ワ イ ヤ 、 お よ び 、 ワ イ ヤ 上 を 伝 っ て 案 内 さ れ る 可 撓
性 の 内 視 鏡 が 本 発 明 に 従 っ て 副 鼻 腔 に 挿 入 さ れ て い る の を 例 示 し た 、 副 鼻 腔 の 断 面 図 で あ
る 。
【 図 ７ Ｇ 】 図 ５ Fの ガ イ ド カ テ ー テ ル お よ び 内 視 鏡 で 、 作 業 装 置 （ 例 え ば 、 生 検 器 具 な ど
） が 本 発 明 に 従 っ て 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル を 通 し て 挿 入 さ れ て 、 内 視 鏡 で 視 認 し な が ら 副
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鼻 腔 の 内 部 で 処 置 を 実 施 し て い る の を 例 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ８ Ａ 】 副 鼻 腔 治 療 処 置 に お い て 、 本 発 明 に 従 っ て 遂 行 さ れ る 一 工 程 を 例 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ８ Ｂ 】 副 鼻 腔 治 療 処 置 に お い て 、 本 発 明 に 従 っ て 遂 行 さ れ る 一 工 程 を 例 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ８ Ｃ 】 副 鼻 腔 治 療 処 置 に お い て 、 本 発 明 に 従 っ て 遂 行 さ れ る 一 工 程 を 例 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ８ Ｄ 】 副 鼻 腔 治 療 処 置 に お い て 、 本 発 明 に 従 っ て 遂 行 さ れ る 一 工 程 を 例 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ８ Ｅ 】 副 鼻 腔 治 療 処 置 に お い て 、 本 発 明 に 従 っ て 遂 行 さ れ る 一 工 程 を 例 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ９ Ａ 】 蝸 牛 移 植 片 処 置 に お い て 、 本 発 明 に 従 っ て 遂 行 さ れ る 一 工 程 を 例 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ９ Ｂ 】 蝸 牛 移 植 片 処 置 に お い て 、 本 発 明 に 従 っ て 遂 行 さ れ る 一 工 程 を 例 示 し た 図 で あ
る 。
【 図 ９ Ｃ 】 蝸 牛 移 植 片 処 置 に お い て 、 本 発 明 に 従 っ て 遂 行 さ れ る 一 工 程 を 例 示 し た 図 で あ
る 。

10

【 図 １ Ａ 】

【 図 １ Ｂ 】

【 図 ２ Ａ 】

(54) JP 2007-537784 A 2007.12.27



【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ２ Ｃ 】

【 図 ２ Ｄ 】

【 図 ２ Ｅ 】 【 図 ２ Ｆ 】

(55) JP 2007-537784 A 2007.12.27



【 図 ２ Ｇ 】 【 図 ２ Ｈ 】

【 図 ２ Ｉ 】 【 図 ２ Ｊ 】

(56) JP 2007-537784 A 2007.12.27



【 図 ２ Ｋ 】 【 図 ２ Ｌ 】

【 図 ２ Ｍ 】 【 図 ２ Ｎ 】

(57) JP 2007-537784 A 2007.12.27



【 図 ２ Ｏ 】 【 図 ２ Ｐ 】

【 図 ２ Ｑ 】 【 図 ２ Ｒ 】

(58) JP 2007-537784 A 2007.12.27



【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】
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【 図 ３ Ｅ 】 【 図 ３ Ｆ 】
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【 図 ３ Ｉ 】 【 図 ３ Ｊ 】

【 図 ３ Ｋ 】 【 図 ３ Ｌ 】
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